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長寿科学研究者支援事業
助成実績

年　 度 採択研究者数
（単位：人）

助成額
（単位：円）

継続・新規別
採択数

令和元年度 15 24,787,436 継続：5
新規：10

平成30年度 15 34,972,517 継続：14
新規：1

29年度 23 35,139,277 継続：15
新規：8

28年度 17 29,049,164 継続：8 
新規：9

27年度 14 26,338,945 継続：8
新規：6

26年度 16 30,679,772 継続：6
新規：10

25年度 10 17,035,229 継続：5
新規：5

24年度 10 15,731,242 継続：6
新規：4

23年度 7 15,076,633 継続：4
新規：3

22年度 7 18,220,000 新規：7

21年度 0 0 継続：0
新規：0

20年度 4 16,662,600 新規：4

合　 計 138 263,692,815
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ྩ࿨ݩ೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

№ 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額 
（単位：円） 継続・新規

1 橋
はしづめ

詰　　淳
じゅん

名古屋大学
医学部附属病院
病院助教

嚥下音分析に基づく嚥下評価機器の開発
と高齢者の誤嚥性肺炎予測アルゴリズム
の構築

2,000,000 継続

2 篠
しのはら

原　　充
みつる

国立長寿医療研究センター
分子基盤研究部
標的治療薬開発研究室
室長

高齢者の脳領域間の疾患脆弱性の違いに
着目した認知症の分子基盤の解明 1,499,744 継続

3 平
ひ ら た

田　祐
ゆうすけ

介
東北大学大学院
薬学研究科　衛生化学分野
助教

トランス脂肪酸による細胞老化の促進作
用機構および加齢性疾患発症機序の解明 2,253,000 継続

4 ᖒ
㆕㇏ㆈㆉ

Ԭ　 ࢻ
㆗

໺
ㆮ ダイヤ高齢社会研究財団

主任研究員

ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成
する介護予防事業の構築・継続要因に関
する研究

1,132,000 継続

5 ླ
㆙㆚ㆌ

໦　ܒ
㆐ㆂ㆙㆐

հ
国立長寿医療研究センター
治験・臨床研究推進センター
治験・臨床研究推進部長

長寿科学への貢献に資する効率的かつ実
用的な臨床研究のモニタリング体制の開
発

2,000,000 継続

6 松
まつざき

崎　京
きょうこ

子
東京医科歯科大学大学院
医歯学総合研究科
助教

骨格筋組織幹細胞の加齢性機能低下の分
子機構の解析と加齢性筋萎縮治療の分子
標的の抽出

3,000,000 新規

7 重
しげみず

水　大
だ い ち

智

国立長寿医療研究センター
メディカルゲノムセンター
臨床ゲノム解析推進部
ユニット長

アルツハイマー病発症・移行リスク因子
の同定と早期予測診断システムの開発 3,000,000 新規

8 森
もりわき

脇　睦
むつ

子
こ

東京医科歯科大学大学院
医歯学総合研究科
東京都地域医療政策学講座
特任准教授

入院中の転倒転落発生と病棟アクティビ
ティの関連　～環境要因を探る１施設で
の Pilot Study ～

700,960 新規

9 安
あんどう

藤　香
か な え

奈絵
首都大学東京（現：東京都立大学）
理学部生命科学科
准教授

加齢による神経細胞内 ATP 低下に注目し
た新規抗脳老化戦略の開発 2,991,550 新規

10 多
た だ

田　敬
ひろふみ

典

国立長寿医療研究センター
統合加齢神経科学研究部
神経内分泌学研究室
室長

シナプスエイジング分子メカニズム解明
による認知症治療薬開発基盤の構築 1,000,000 新規

11 永
な が い

井　利
としゆき

幸
北海道大学大学院医学研究院　
循環病態内科学教室
講師

最先端技術を駆使した日本人高齢者心不
全における新規高精度予後予測モデルの
開発

262,000 新規

12 設
し た ら

楽　　仁
ひとし 群馬大学大学院医学系研究科

助教
高齢者の頚椎・頚髄疾患における中枢神
経代償メカニズムの解明 59,779 新規

13 େ
ㆈㆈ㆗㇂

Լ　৻
㆗㇓ㆂㆡ㇍ㆄ

Ұ࿠
広島大学大学院医系科学研究科
救急集中治療医学
准教授

呼吸音可視化・自動解析プログラムによ
る在宅高齢者の遠隔医療システム開発 2,000,000 新規

14 ෢
㇀ㆨㆄ

౻　　߶
㆔ㆄ

千葉大学
予防医学センター
特任助教

認知症・介護予防につながる IoT 活用に
よる行動変容促進サービスの創出に関す
る研究

2,000,000 新規

15 େ
ㆈㆈ

ਢ
㆙

լ
ㆋ

　༸
㇈ㆄ㆙㆐

༞
東京都健康長寿医療センター研究所
自立促進と精神保健研究チーム
研究員

高齢者の就労現場で簡便に評価可能な労
働安全指標の開発 888,403 新規

合計 24,787,436
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ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

№ 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額 
（単位：円） 継続・新規

1 辻
つじ

　　大
たい

士
し

千葉大学 
予防医学センター
特任助教

健康・介護・医療データ連携による要介
護リスク指標の作成と利活用モデルの構
築

1920,000 継続

2 橋
はしもと

本　祐
ゆうすけ

介
大阪市立大学大学院 
医学研究科　整形外科
講師

変形性膝関節症の早期診断とロコモ体操
における軟骨マーカー変化の検討 727,000 継続

3 田
た

中
なか

　　都
みやこ

名古屋大学 
環境医学研究所
助教

加齢性脂肪組織リモデリングの分子機構
の解明と医学応用 1,920,000 継続

4 佐
さ

治
じ

　直
なお

樹
き

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター
副センター長

レジストリデータに基づいた経口抗凝固
薬を適切に選択するための戦略 1,920,000 継続

5 楠
くすやま

山　譲
じょうじ

二
鹿児島大学大学院 
医歯学総合研究科 
口腔生化学分野　客員研究員

老齢化がもたらす骨芽細胞分化方向の攪
乱と骨量・骨質との連関 1,920,000 継続

6 清
せい

家
け

　　理
あや

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター 
外来研究員

軽度認知症障害および初期認知症をもつ
人への心理的アプローチによる当事者・
家族介護者相互効果検証研究

1,920,000 継続

7 武
たけくま

隈　　洋
よう

北海道大学
大学院薬学研究院
准教授

高齢者の薬物投与量設計に必要な加齢に
よる腎機能および薬物代謝能の定量的評
価

1,917,000 継続

8 清
せ い の

野　　諭
さとし

東京都健康長寿医療センター
研究所
主任研究員

大都市在住高齢者のフレイル予防・改善
のための地域介入研究：クラスター比較
試験

4,558,000 継続

9 合
ごうやま

山　　進
すすむ

東京大学医科学研究所
細胞療法分野
准教授

クローン性造血の予防による健康長寿促
進法の開発 2,880,000 継続

10 橋
はしづめ

詰　　淳
じゅん

名古屋大学
医学部附属病院
医員

嚥下音分析に基づく嚥下評価機器の開発
と高齢者の誤嚥性肺炎予測アルゴリズム
の構築

1,920,000 継続

11 篠
しのはら

原　　充
みつる

国立長寿医療研究センター
分子基盤研究部
標的治療薬開発研究室
室長

高齢者の脳領域間の疾患脆弱性の違いに
着目した認知症の分子基盤の解明 1,918,517 継続

12 平
ひ ら た

田　祐
ゆうすけ

介
東北大学大学院
薬学研究科　衛生化学分野
助教

トランス脂肪酸による細胞老化の促進作
用機構および加齢性疾患発症機序の解明 2,172,000 継続

13 ᖒ
㆕㇏ㆈㆉ

Ԭ　 ࢻ
㆗

໺
ㆮ ダイヤ高齢社会研究財団

主任研究員

ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成
する介護予防事業の構築・継続要因に関
する研究

2,360,000 継続

14 ླ
㆙㆚ㆌ

໦　ܒ
㆐ㆂ㆙㆐

հ
国立長寿医療研究センター
治験・臨床研究推進センター
治験・臨床研究推進部長

長寿科学への貢献に資する効率的かつ実
用的な臨床研究のモニタリング体制の開
発

1,920,000 継続

15 ക
ㆄ㇁ㆋㆌ

޺　֞
ㆲ㇍㇆ㆌ

ߦ
名古屋大学大学院医学系研究科
地域在宅医療学・老年科学講座
准教授

日本人の前期高齢者における実態等に関
する調査・研究等のレビュー 5,000,000 新規

合計 34,972,517



��

研究࣮੷報告集

ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

№ 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額 
（単位：円） 継続・新規

1 夏
なつ

賀
が

　　健
けん 北海道大学病院 

皮膚科　講師
基底膜蛋白の減少による皮膚老化メカニ
ズムの解明 1,600,000 継続

2 鵜
う

川
かわ

　重
しげかず

和
北海道大学大学院　医学研究院 
社会医学分野公衆衛生学教室
助教

高齢者の認知機能と食習慣、α−ディフェ
ンシン、腸内細菌叢およびその交互作用
の解明

1,600,000 継続

3 杉
すぎもと

本　昌
まさたか

隆 国立長寿医療研究センター　 
老化機構研究部　室長 呼吸器の加齢性変化と疾患機序の解明 1,200,000 継続

4 ૬
ㆀㆂ

ా
ㆠ

　 ५
㆘㇅㇓

東北大学大学院 
歯学研究科　国際歯科保健学分野
臨床疫学統計支援室　准教授

急増する都市部の高齢者のフレイル予
防・介護予防につながる社会環境・保健
行動の研究

273,000 継続

5 ℮
㇄ㆪㆍ㆕㇏

ᖒ　ୖ
㆟ㆎㆵㆿ

࢙

大阪大学 
国際医工情報センター 
寄附研究部門
講師

高齢者の認知機能を改善するニューロ
フィードバック療法の開発 1,600,000 継続

6 平
ひら

野
の

　　優
ゆう 国立長寿医療研究センター　 

長寿診療看護師

高齢者の再入院率に関する研究（診療看
護師によるフォローアップの関わりか
ら）

353,342 継続

7 佐
さ

藤
とう

　敬
けい

子
こ

香川大学 
工学部　知能機械システム工学科
助教

高齢者の視覚特性を考慮した色弁別を補
助するモニタ用フィルタの設計 789,000 継続

8 赤
あかさき

崎　幸
ゆき

穂
お 九州大学病院 

整形外科　助教
長寿遺伝子である FOXO 転写因子の活性
化による変形性関節症治療 1,600,000 継続

9 辻
つじ

　　大
たい

士
し

千葉大学 
予防医学センター
特任助教

健康・介護・医療データ連携による要介
護リスク指標の作成と利活用モデルの構
築

1,800,000 継続

10 橋
はしもと

本　祐
ゆうすけ

介
大阪市立大学大学院 
医学研究科　整形外科
講師

変形性膝関節症の早期診断とロコモ体操
における軟骨マーカー変化の検討 746,000 継続

11 田
た

中
なか

　　都
みやこ

名古屋大学 
環境医学研究所
助教

加齢性脂肪組織リモデリングの分子機構
の解明と医学応用 1,300,000 継続

12 佐
さ

治
じ

　直
なお

樹
き

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター
副センター長

レジストリデータに基づいた経口抗凝固
薬を適切に選択するための戦略 1,800,000 継続

13 楠
くすやま

山　譲
じょうじ

二
鹿児島大学大学院 
医歯学総合研究科 
口腔生化学分野　客員研究員

老齢化がもたらす骨芽細胞分化方向の攪
乱と骨量・骨質との連関 1,800,000 継続

14 高
たかはし

橋　英
ひでひこ

彦
京都大学大学院 
医学研究科
准教授

精神病として超長期入院している潜在的
な前頭側頭型認知症の実態調査 1,800,000 継続

15 清
せい

家
け

　　理
あや

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター 
外来研究員

軽度認知症障害および初期認知症をもつ
人への心理的アプローチによる当事者・
家族介護者相互効果検証研究

1,800,000 継続

16 武
たけくま

隈　　洋
よう

北海道大学
大学院薬学研究院
准教授

高齢者の薬物投与量設計に必要な加齢に
よる腎機能および薬物代謝能の定量的評
価

1,996,660 新規

17 清
せ い の

野　　諭
さとし

東京都健康長寿医療センター
研究所
主任研究員

大都市在住高齢者のフレイル予防・改善
のための地域介入研究：クラスター比較
試験

1,060,322 新規
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研究実੷報ࠂ集

№ 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額 
（単位：円） 継続・新規

18 合
ごうやま

山　　進
すすむ

東京大学医科学研究所
細胞療法分野
准教授

クローン性造血の予防による健康長寿促
進法の開発 3,000,000 新規

19 橋
はしづめ

詰　　淳
じゅん

名古屋大学
医学部附属病院
医員

嚥下音分析に基づく嚥下評価機器の開発
と高齢者の誤嚥性肺炎予測アルゴリズム
の構築

2,000,000 新規

20 篠
しのはら

原　　充
みつる

国立長寿医療研究センター
分子基盤研究部
標的治療薬開発研究室
室長

高齢者の脳領域間の疾患脆弱性の違いに
着目した認知症の分子基盤の解明 2,499,981 新規

21 平
ひ ら た

田　祐
ゆうすけ

介
東北大学大学院
薬学研究科　衛生化学分野
助教

トランス脂肪酸による細胞老化の促進作
用機構および加齢性疾患発症機序の解明 1,432,000 新規

22 ᖒ
㆕㇏ㆈㆉ

Ԭ　 ࢻ
㆗

໺
ㆮ ダイヤ高齢社会研究財団

主任研究員

ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成
する介護予防事業の構築・継続要因に関
する研究

1,290,000 新規

23 ླ
㆙㆚ㆌ

໦　ܒ
㆐ㆂ㆙㆐

հ
国立長寿医療研究センター
治験・臨床研究推進センター
治験・臨床研究推進部長

長寿科学への貢献に資する効率的かつ実
用的な臨床研究のモニタリング体制の開
発

1,798,972 新規

合計 35,139,277
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研究࣮੷報告集

ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

№ 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額 
（単位：円） 継続・新規

1 竹
㆟㆐ㆵ㆘

藤　幹
みき

人
と 名古屋大学医学部付属病院 

循環器内科　助教
心臓・骨格筋の加齢変化を制御するリン
酸化酵素の網羅的解析 1,700,000 継続

2 守
もり

谷
や

　恵
めぐ

未
み

国立長寿医療研究センター 
先端診療開発部　歯科口腔外科 
歯科衛生士

誤嚥性肺炎予防の為の口腔ケア手法およ
びその専用口腔ケアジェルの開発 1,700,000 継続

3 夏
なつ

賀
が

　　健
けん 北海道大学病院 

皮膚科　講師
基底膜蛋白の減少による皮膚老化メカニ
ズムの解明 1,700,000 継続

4 鵜
う

川
かわ

　重
しげかず

和
北海道大学大学院　医学研究院 
社会医学分野公衆衛生学教室
助教

高齢者の認知機能と食習慣、α−ディフェ
ンシン、腸内細菌叢およびその交互作用
の解明

1,700,000 継続

5 杉
すぎもと

本　昌
まさたか

隆
国立長寿医療研究センター　 
老化機構研究部　免疫研究室
室長

呼吸器の加齢性変化と疾患機序の解明 1,699,478 継続

6 ૬
ㆀㆂ

ా
ㆠ

　 ५
㆘㇅㇓

東北大学大学院 
歯学研究科
准教授

急増する都市部の高齢者のフレイル予
防・介護予防につながる社会環境・保健
行動の研究

3,486,717 継続

7 ℮
㇄ㆪㆍ㆕㇏

ᖒ　ୖ
㆟ㆎㆵㆿ

࢙
大阪大学 
国際医工情報センター 
寄附研究部門　講師

高齢者の認知機能を改善するニューロ
フィードバック療法の開発 1,700,000 継続

8 平
ひら

野
の

　　優
ゆう 国立長寿医療研究センター　 

長寿診療看護師

高齢者の再入院率に関する研究（診療看
護師によるフォローアップの関わりか
ら）

367,013 継続

9 佐
さ

藤
とう

　敬
けい

子
こ

香川大学 
工学部
知能機械システム工学科
講師

高齢者の視覚特性を考慮した色弁別を補
助するモニタ用フィルタの設計 1,664,300 新規

10 赤
あかさき

崎　幸
ゆき

穂
お 九州大学病院 

整形外科　助教
長寿遺伝子である FOXO 転写因子の活性
化による変形性関節症治療 1,500,000 新規

11 辻
つじ

　　大
だい

士
し

千葉大学 
予防医学センター
特任助教

健康・介護・医療データ連携による要介
護リスク指標の作成と利活用モデルの構
築

1,500,000 新規

12 橋
はしもと

本　祐
ゆうすけ

介
大阪市立大学大学院 
医学研究科 
整形外科　講師

変形性膝関節症の早期診断とロコモ体操
における軟骨マーカー変化の検討 838,200 新規

13 田
た

中
なか

　　都
みやこ 名古屋大学 

環境医学研究所　助教
加齢性脂肪組織リモデリングの分子機構
の解明と医学応用 2,000,000 新規

14 佐
さ

治
じ

　直
なお

樹
き

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター
副センター長

レジストリデータに基づいた経口抗凝固
薬を適切に選択するための戦略 1,993,456 新規

15 楠
くすやま

山　譲
じょうじ

二
鹿児島大学大学院 
医歯学総合研究科 
口腔生化学分野　助教

老齢化がもたらす骨芽細胞分化方向の攪
乱と骨量・骨質との連関 2,000,000 新規

16 高
たかはし

橋　英
ひでひこ

彦 京都大学大学院 
医学研究科　准教授

精神病として超長期入院している潜在的
な前頭側頭型認知症の実態調査 2,000,000 新規

17 清
せい

家
け

　　理
あや

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター 
外来研究員

軽度認知症障害および初期認知症をもつ
人への心理的アプローチによる当事者・
家族介護者相互効果検証研究

1,500,000 新規

合計 29,049,164 
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研究実੷報ࠂ集

ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 ࡾ
ㆿ

Ӝ
ㆄ㇉

ګ　
ㆌ㇇ㆄ㆓

ࢠ
๺ւಓେֶ
Ҩ఻ࢠප੍ޚ研究　ಈ෺ػೳҩՊֶ研究ࣨ
ࢣߨ

௒௕ण・͕ΜԽ଱ੑᴩྨࣃϋμ
ΧσόωζϛΛར༻ͨ͠新規࿝
Խʗ͕ΜԽ༧๷ߏػͷղ໌

1,999,423 継続

2 ࠤ
㆕ ㆕ ㆌ

ʑ໦༝
㇆

ཧ
㇊

ઍ༿େֶ
༧๷ҩֶηϯλʔ
ಛ೚助ڭ

別ʹΈڥ者ͷଐੑ΍ࣾձ؀ྸߴ
ͨ͏ͭ঱ঢ়ʹؔ͢Δ研究 2,000,000 継続

3 新
ㆀ㇉

Ҫ
ㆂ

　ஐ
ㆨ㇂㇆ㆌ

೭
ҩՊେֶۄ࡛
อ݈ҩྍֶ෦　ཧֶྍ๏ֶՊ
ࢣߨ

஍Ҭॅࡏதߴ年者ʹର͢Δϩί
ϞʔγϣϯτϨʔχϯάͷαϧ
ίϖχΞ༧๷ޮՌͷূݕ

1,995,600 継続

4 ্
ㆄㆆ㆚ㆿ

ॅ　૱
ㆀㆌ㇈㆗

๕
౻ాอ݈Ӵੜେֶ
૯合ҩՊֶ研究ॴ　೉පֶྍ࣏研究෦໳
ࢣߨ

ώτے֨ࠎ༝དྷؒ༿ܥલࡉۦ๔
Λ༻͍ͨαϧίϖχΞྍ࣏๏ͷ
։ൃ

2,000,000 継続

5 ࢁ
㇄ㆾ㆓㆗

ӽ　و
ㆌ ㆿ

ਫ
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
࿝Խߏػ研究෦　୅ँ研究ࣨ
ࣨ௕

૩঱ͷൃ঱ʹ͓͚Δଣӷסߢޱ
೪ੑ෺࣭ͷ໾ׂ 1,993,114 継続

6 ஛
㆟㆐ㆵ㆘

װ　౻
ㆿㆌ

人
ㆨ

԰େֶҩֶ෦෇ଐපӃݹ໊
॥ث؀಺Պ
පӃ助ڭ

৺ଁ・ے֨ࠎͷՃྸมԽΛ੍ޚ
͢ΔϦϯࢎԽ߬ૉͷ໢ཏతղੳ 2,000,000 継続

7 Ԭ
ㆈㆉ㇂ㆨ

元　ণ
ㆾ㆕

थ
ㆌ

ถେֶཹٱ
ҩֶ෦಺Պֶ࠲ߨ
ප಺Պ෦໳ݪ᡼・ܦਆ・ثٵݺ
ࢣߨ

*-ʵ̍ϑΝϛϦʔαΠτΧΠϯ
Λλʔήοτͱͨ͠$01%ͷ
新規ྍ࣏ͷ։ൃ

2,000,000 継続

8 平
ㆸ

ࣝ
㆗ㆌ

　ળ
㇈㆗ㆲ㇍

େ
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ઌ୺਍ྍ෦ࣃՊߢޱ֎Պ
ҩһ

έΞߢޱᅞੑഏԌ༧๷ͷҝͷޡ
ख๏͓Αͼͦͷઐ༻ߢޱέΞ
δΣϧͷ։ൃ

2,000,000 継続

9 Ն
ㆪㆤ

լ
ㆋ

　　݈
㆐㇓

๺ւಓେֶපӃ
ൽෘՊ
助ڭ

গʹΑΔൽෘ࿝ݮఈບ୿നͷج
ԽϝΧχζϜͷղ໌ 2,000,000 新規

10 ӏ
ㆄ

઒
ㆉ㇏

　ॏ
㆗㆒ㆉ㆚

和

๺ւಓେֶେֶӃ
ҩֶ研究Պ
ࣾձҩֶऺެ࠲ߨӴੜֶ෼໺
助ڭ

ೳͱЋʖσΟػ者ͷೝ஌ྸߴ
ϑΣϯγϯɺ௎಺ەࡉ૓͓Αͼ
ͦͷަ࡞ޓ༻ͷղ໌

2,000,000 新規

11 ਿ
㆙ㆍ㇂ㆨ

ຊ　ণ
ㆾ㆕㆟ㆉ

ོ
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
࿝Խࡉ๔研究ϓϩδΣΫτνʔϜ
ϓϩδΣΫτϦʔμʔ

ংػױͷՃྸੑมԽͱ࣬ثٵݺ
ͷղ໌ 2,497,664 新規

12 ૬
ㆀㆂ

ా
ㆠ

　　 ५
㆘㇅㇓

౦๺େֶେֶӃ
研究Պֶࣃ
ԉࣨࢧՊอֶ݈෼໺　ྟচӸֶ౷計ࣃࡍࠃ
।ڭत

者ͷϑϨྸߴ෦ͷࢢΔ౎͢૿ٸ
Πϧ༧๷・հޢ༧๷ʹͭͳ͕Δ
ࣾձڥ؀・อ݈ߦಈͷ研究

1,549,860 新規

13 ℮
㇄ㆪㆍ㆕㇏

ᖒ　ୖ
㆟ㆎㆵㆿ

࢙

େࡕେֶେֶӃ
ҩֶܥ研究Պ
೴ਆܦ֎Պ
助ڭ

ೳΛվળ͢Δػ者ͷೝ஌ྸߴ
χϡʔϩϑΟʔυόοΫྍ๏ͷ
։ൃ

2,000,000 新規

14 平
ㆲ㇉

໺
ㆮ

　　༏
㇆ㆄ ௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ

਍ྍࢣޢ؃

ೖӃ཰ʹؔ͢Δ研࠶者ͷྸߴ
究（਍ྍࢣޢ؃ʹΑΔϑΥϩʔ
ΞοϓͷؔΘΓ͔Β）

303,284 新規

合計 26,338,945 
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ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 ٢
㇈㆗ㆂ㆐

஑　༟
㇆ㆄ

ೋ
㆘

௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ΞϧπϋΠϚʔප෼ࢠපଶ・ྍ࣏
։࢝ϓϩδΣΫτνʔϜ
プロジェクトリーダー

ΦʔτϑΝδʔ੍͕ޚλ΢පଶ
ʹ༩͑ΔӨڹͷղੳ 2,000,000 継続

2 ٢
㇈㆗

ా
ㆠ

　༟
ㆲ㇍㆟ㆉ

޹
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ೝ஌঱ઌਐҩྍ։ൃηϯλʔ
ಉ研究෦ڞܞ࿈ۀا・$/
ༀཧֶ研究ࣨ௕

λ΢පཧ఻೻ੑࡉ๔֎λ΢ͷಉ
ఆͱλ΢Λඪతͱͨ͠新規λ΢
Φύνʔ໔Ӹֶతྍ࣏๏ͷ։ൃ

1,999,999 継続

3 ஑
ㆂ㆐

ా
ㆠ

߁　
㇄㆙ㆾ㆕

ক
ಙౡେֶେֶӃ
ϔϧεόΠΦαΠΤϯε研究෦
ༀཧֶ෼໺
।ڭत

ҕॖʹ͓͚Δమͷҙٛͷے֨ࠎ
ղ໌ 2,000,000 継続

4 新
㆗㇓㇀㇉

ଜ　　݈
㆐㇓ Ԡٛक़େֶܚ

ҩֶ෦　಺Պֶ（࿝年）
ઐ೚ࢣߨ

໔Ӹ࿝Խ੍ޚʹΑΔՃྸؔ࿈࣬
ઓུͷཱ֬ྍ࣏ױ 2,000,000 継続

5 ҏ
ㆂ

౦
ㆨㆄ

　େ
ㆠㆂ㆙㆐

հ
Ԡٛक़େֶܚ
ҩֶ෦　ਆܦ಺Պ
ઐ೚ࢣߨ

๔ͱඦण者JQTࡉಛҟతJ14ױ࣬
๔Λ༻͍ͨೝ஌঱ͷපଶղ໌ࡉ
ͱ૑ༀ΁ͷల։

2,000,000 継続

6 ࡾ
ㆿ

Ӝ
ㆄ㇉

ګ　
ㆌ㇇ㆄ㆓

ࢠ
๺ւಓେֶ
Ҩ఻ࢠප੍ޚ研究　ಈ෺ػೳҩՊֶ研究ࣨ
ࢣߨ

௒௕ण・͕ΜԽ଱ੑᴩྨࣃϋμ
ΧσόωζϛΛར༻ͨ͠新規࿝
Խʗ͕ΜԽ༧๷ߏػͷղ໌

2,000,000 継続

7 ஛
㆟㆐ㆵ㆘

װ　౻
ㆿㆌ

人
ㆨ ԰େֶҩֶ෦෇ଐපӃݹ໊

॥ث؀಺Պ
පӃ助ڭ

৺ଁ・ے֨ࠎͷՃྸมԽΛ੍ޚ
͢ΔϦϯࢎԽ߬ૉͷ໢ཏతղੳ 2,000,000 新規

8 Ԭ
ㆈㆉ㇂ㆨ

元　ণ
ㆾ㆕

थ
ㆌ

ถେֶཹٱ
ҩֶ෦಺Պֶ࠲ߨ
ප಺Պ෦໳ݪ᡼・ܦਆ・ثٵݺ
ࢣߨ

*-ʵ̍ϑΝϛϦʔαΠτΧΠϯ
Λλʔήοτͱͨ͠$01%ͷ
新規ྍ࣏ͷ։ൃ

2,000,000 新規

9 ࠤ
㆕ ㆕ ㆌ

ʑ໦༝
㇆

ཧ
㇊ ઍ༿େֶ

༧๷ҩֶηϯλʔ
ಛ೚助ڭ

別ʹΈڥ者ͷଐੑ΍ࣾձ؀ྸߴ
ͨ͏ͭ঱ঢ়ʹؔ͢Δ研究 1,000,000 新規

10 ෌
ㆨㆿ

ా
㆟

　ঘ
ㆪㆈ

ر
ㆌ ౦๺େֶපӃ

࿝年Պ
Ӄ಺ࢣߨ

౷తͳεΫܥ者ༀ෺ྍ๏ͷྸߴ
Ϧʔχϯά・Ξηεϝϯτ・α
ϙʔτ๏ͷߏங

1,992,000 新規

11 新
ㆀ㇉

Ҫ
ㆂ

　ஐ
ㆨ㇂㇆ㆌ

೭
ҩՊେֶۄ࡛
อ݈ҩྍֶ෦　ཧֶྍ๏ֶՊ
ࢣߨ

஍Ҭॅࡏதߴ年者ʹର͢Δϩί
ϞʔγϣϯτϨʔχϯάͷαϧ
ίϖχΞ༧๷ޮՌͷূݕ

1,992,000 新規

12 ্
ㆄㆆ㆚ㆿ

ॅ　૱
ㆀㆌ㇈㆗

๕
౻ాอ݈Ӵੜେֶ
૯合ҩՊֶ研究ॴ　೉පֶྍ࣏研究෦໳
助ڭ

ώτے֨ࠎ༝དྷؒ༿ܥલࡉۦ๔
Λ༻͍ͨαϧίϖχΞྍ࣏๏ͷ
։ൃ

2,000,000 新規

13 ࢁ
㇄ㆾ㆓㆗

ӽ　و
ㆌ ㆿ

ਫ
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
࿝Խߏػ研究෦　୅ँ研究ࣨ
ࣨ௕

૩঱ͷൃ঱ʹ͓͚Δଣӷסߢޱ
೪ੑ෺࣭ͷ໾ׂ 2,000,000 新規

14 ୌ
㆟ㆌ㇂ㆨ

ຊ　༟
ㆲ㇍ㆮ㇊

ଇ
Ԭཱݝࢁେֶ
৘ใֶ޻෦　৘ใ௨৴ֶ޻Պ
助ڭ

ϢϏΩλε࣌୅ʹଈͨ͠ྸߴ者
ͷͨΊͷࣗવͳࢹઢ༠ಋٕज़ͱ
ݱೝੑධՁٕज़ͷ࣮ࢹ

1,696,048 新規

15 ؠ
ㆂ㇏㆗㆟

Լ　༤
㇆ㆄ

ೋ
㆘

௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
࿝Խߏػ研究෦
ྲྀಈ研究һ

Δ͢ޚ๔࿝ԽΛ੍ࡉ MPOH OPO�
DPEJOH 3/" Λ༻͍ͨࡉ๔࿝
Խঢ়ଶ͔Βͷճ෮

1,999,725 新規

16 平
ㆸ

ࣝ
㆗ㆌ

　ળ
㇈㆗ㆲ㇍

େ
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ઌ୺਍ྍ෦ࣃՊߢޱ֎Պ
ҩһ

έΞߢޱᅞੑഏԌ༧๷ͷҝͷޡ
ख๏͓Αͼͦͷઐ༻ߢޱέΞ
δΣϧͷ։ൃ

2,000,000 新規

合計 30,679,772
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研究実੷報ࠂ集

ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 ٢
㇈㆗ㆂ㆐

஑　༟
㇆ㆄ

ೋ
㆘

௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ΞϧπϋΠϚʔප෼ࢠපଶ・ྍ࣏
։࢝ϓϩδΣΫτνʔϜ
プロジェクトリーダー

ΦʔτϑΝδʔ੍͕ޚλ΢පଶʹ༩
͑ΔӨڹͷղੳ 1,999,733 継続

2 ۙ
㆓㇓ㆩㆄ

౻　和
ㆂ ㆚ ㆿ

ઘ
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ೳճ෮਍ྍ෦ػ
෦௕

・者ͷస౗ϦεΫʹର͢Δ֮ࣗྸߴ
ड༰ೳྗͷධՁʹؔ͢Δ研究 1,238,391 継続

3 খ
㆓

ᖒ
㆖㇏

　૯
ㆮㆶ㇈㆗

ت
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ઌਐҩྍ։ൃηϯλʔߢޱՊࣃ
ࣨ௕

者ʹ΋҆શʹ༻͍Δ͜ͱ͕Մೳྸߴ
ͳༀؚࡎ༗Մ৯ϑΟϧϜΛ༻͍ͨ新
ͨͳࣃՊྍ࣏๏・ༀࡎ౤༩๏・υ
ϥοάσϦόϦʔγεςϜ（%%4）
ͷ։ൃ研究

2,000,000 継続

4 த
ㆪㆉㆫ㆗

੢　　ষ
ㆀㆌ㇉ ௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ

࿝Խ੍ޚ研究෦Ҩ఻ྍ࣏ࢠ研究ࣨ
ࣨ௕

݂ӷ೴ؔ໳ͷػೳΛ੍͢ޚΔ人޻Ҩ
఻ࢠΤϨϝϯτͷ࡞成 2,000,000 継続

5 ٢
㇈㆗

ా
ㆠ

　༟
ㆲ㇍㆟ㆉ

޹
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ೝ஌঱ઌਐҩྍ։ൃηϯλʔ
ಉ研究෦ڞܞ࿈ۀا・$/
ༀཧֶ研究ࣨ௕

λ΢පཧ఻೻ੑࡉ๔֎λ΢ͷಉఆͱ
λ΢Λඪతͱͨ͠新規λ΢Φύνʔ
໔Ӹֶతྍ࣏๏ͷ։ൃ

1,997,105 継続

6 ஑
ㆂ㆐

ా
ㆠ

߁　
㇄㆙ㆾ㆕

ক
ಙౡେֶେֶӃ
ϔϧεόΠΦαΠΤϯε研究෦
ༀཧֶ෼໺
।ڭत

ҕॖʹ͓͚Δమͷҙٛͷղ໌ے֨ࠎ 1,000,000 新規

7 ৗ
ㆤㆭ

ਂ
ㆿ

༞
㇆ㆄㆂㆡ㇍ㆄ

Ұ࿠ ౦ࢠঁژҩՊେֶ
ࢣߨ

ྍ࣏঱ەઃʹ͓͚Δൽෘਅࢪ者ྸߴ
ͷదਖ਼Խ͓Αͼޮ཰ԽΛ໨࣏ͨ͠ࢦ
ྍϓϩτίʔϧͷཱҊ

800,000 新規

8 新
㆗㇓㇀㇉

ଜ　　݈
㆐㇓ Ԡٛक़େֶܚ

ҩֶ෦　಺Պֶ（࿝年）
ઐ೚ࢣߨ

໔Ӹ࿝Խ੍ޚʹΑΔՃྸؔ࿈࣏࣬ױ
ྍઓུͷཱ֬ 2,000,000 新規

9 ҏ
ㆂ

౦
ㆨㆄ

　େ
ㆠㆂ㆙㆐

հ
Ԡٛक़େֶܚ
ҩֶ෦　ਆܦ಺Պ
ઐ೚ࢣߨ

๔ࡉ๔ͱඦण者JQTࡉಛҟతJ14ױ࣬
Λ༻͍ͨೝ஌঱ͷපଶղ໌ͱ૑ༀ΁
ͷల։

2,000,000 新規

10 ࡾ
ㆿ

Ӝ
ㆄ㇉

ګ　
ㆌ㇇ㆄ㆓

ࢠ
๺ւಓେֶ
Ҩ఻ࢠප੍ޚ研究
ಈ෺ػೳҩՊֶ研究ࣨ
ࢣߨ

௒௕ण・͕ΜԽ଱ੑᴩྨࣃϋμΧσ
όωζϛΛར༻ͨ͠新規࿝Խʗ͕Μ
Խ༧๷ߏػͷղ໌

2,000,000 新規

合計 17,035,229
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研究࣮੷報告集

ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 ߥ
ㆀ㇉

Ҫ
ㆂ

༝
㇆

ඒ
ㆿ

ࢠ
㆓ ௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ

௕ण੓ࡦՊֶ研究෦
෦௕

ྸߴ๬ͷৢ成：ʮرձʹର͢Δࣾྸߴ
ʯ؍者ྸߴͼʮٴ଴ʯظݱ࣮׆ͷੜظ
ͷ؍఺͔Β

1,000,000 継続

2 த
ㆪㆉ

Ҫ
ㆂ

　හ
ㆨ㆗ㆯ㇋

੖
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
௕णҩྍֶ޻研究෦
ਆܦ৘ใը૾։ൃ研究ࣨ
ࣨ௕

ը૾ղੳͱ೴ػೳ計ଌʹΑΔӡಈڧௐ
ೳͷՃྸੑมԽͷಛ௃நग़ͷ研究ػ 1,000,000 継続

3 ۙ
㆓㇓ㆩㆄ

౻　和
ㆂ ㆚ ㆿ

ઘ
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ೳճ෮਍ྍ෦ػ
෦௕

者ͷస౗ϦεΫʹର͢Δ֮ࣗ・डྸߴ
༰ೳྗͷධՁʹؔ͢Δ研究 931,787 継続

4 ౉
㇏㆟ㆪㆹ

ล　　研
㆐㇓

௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ӡಈױ࣬ث研究෦
ೳ研究ࣨػ๔ࡉࠎ
ࣨ௕

มੑܗකؔઅ঱ؔ࿈Ҩ఻ࢠͷಉఆ 2,000,000 継続

5 খ
ㆈ

ᖒ
㆖㇏

　૯
ㆮㆶ㇈㆗

ت
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ઌਐҩྍ։ൃηϯλʔߢޱՊࣃ
ઌ୺਍ྍ։ൃࣨߢޱՊࣃ
ࣨ௕

者ʹ΋҆શʹ༻͍Δ͜ͱ͕Մೳͳྸߴ
ༀؚࡎ༗Մ৯ϑΟϧϜΛ༻͍ͨ新ͨͳ
౤༩๏・υϥοάσࡎ๏・ༀྍ࣏Պࣃ
ϦόϦʔγεςϜ（%%4）ͷ։ൃ研究

2,000,000 継続

6 ԕ
ㆆ㇓ㆩㆄ

౻　ণ
㆗㇇ㆄ㆔

ޗ
౦ژ౎݈߁௕णҩྍηϯλʔ研究ॴ
࿝Խ੍ޚ研究νʔϜ
研究෦௕

ଟࡎซ༻ʹΑΔೝ஌঱ྍ࣏Λͨ͠޲ࢦ
研究ૅج 1,000,000 継続

7 ௚
ㆪㆈ

ߐ
ㆆ

　٢
㇈㆗ㆮ㇊

ଇ
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
࿝Խߏػ研究෦　໔Ӹ研究ࣨ
ࣨ௕

Ճྸʹ൐͏໔Ӹ௿ԼϝΧχζϜͷղ໌ 2,000,000 新規

8 த
ㆪㆉㆫ㆗

੢　　ষ
ㆀㆌ㇉ ௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ

࿝Խ੍ޚ研究෦Ҩ఻ྍ࣏ࢠ研究ࣨ
ࣨ௕

݂ӷ೴ؔ໳ͷػೳΛ੍͢ޚΔ人޻Ҩ఻
成࡞ΤϨϝϯτͷࢠ 1,800,000 新規

9 ٢
㇈㆗ㆂ㆐

஑　༟
㇆ㆄ

ೋ
㆘

௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ΞϧπϋΠϚʔප෼ࢠපଶ・ྍ࣏
։࢝ϓϩδΣΫτνʔϜ
プロジェクトリーダー

ΦʔτϑΝδʔ੍͕ޚλ΢පଶʹ༩͑
ΔӨڹͷղੳ 1,999,455 新規

10 ੴ
ㆂ㆗㆖ㆌ

࡚　ୡ
㆟ㆤ㇍ㆄ

࿠ ౦ژ౎݈߁௕णҩྍηϯλʔ研究ॴ
研究෦௕

஍Ҭྸߴॅࡏ者ͷҩྍ・հݯࢿޢফඅ
ʹؔ͢Δ研究 2,000,000 新規

合計 15,731,242
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研究実੷報ࠂ集

ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 ஛
㆟㆐㆗㆟

Լ　　३
㆙ㆪㆈ

௕णҩྍ研究ηϯλʔ　研究ॴཱࠃ
ӡಈױ࣬ث研究෦
研究ࣨޚ୅ँ੍ࠎ
ࣨ௕

ͷಉఆࢠੜΛଅਐ͢ΔҼ࠶ࠎ 2,500,000 継続

2 ߥ
ㆀ㇉

Ҫ
ㆂ

༝
㇆

ඒ
ㆿ

ࢠ
㆓ ௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ

௕ण੓ࡦՊֶ研究෦
෦௕

ྸߴ๬ͷৢ成：ʮرձʹର͢Δࣾྸߴ
ʯ؍者ྸߴͼʮٴ଴ʯظݱ࣮׆ͷੜظ
ͷ؍఺͔Β

2,500,000 継続

3 த
ㆪㆉ

Ҫ
ㆂ

　හ
ㆨ㆗ㆯ㇋

੖
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
௕णҩྍֶ޻研究෦
ਆܦ৘ใը૾։ൃ研究ࣨ
ࣨ௕

ը૾ղੳͱ೴ػೳ計ଌʹΑΔӡಈڧௐ
ೳͷՃྸੑมԽͷಛ௃நग़ͷ研究ػ 2,000,000 継続

4 ԕ
ㆆ㇓ㆩㆄ

౻　ণ
㆗㇇ㆄ㆔

ޗ
౦ژ౎݈߁௕णҩྍηϯλʔ研究ॴ
࿝Խ੍ޚ研究νʔϜ
研究෦௕

ଟࡎซ༻ʹΑΔೝ஌঱ྍ࣏Λͨ͠޲ࢦ
研究ૅج 2,500,000 継続

5 খ
ㆈ

ᖒ
㆖㇏

　૯
ㆮㆶ㇈㆗

ت
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ઌ୺਍ྍ෦ࣃՊߢޱ֎Պ
ҩһ

者ʹ΋҆શʹ༻͍Δ͜ͱ͕Մೳͳྸߴ
ༀؚࡎ༗Մ৯ϑΟϧϜΛ༻͍ͨ新ͨͳ
౤༩๏・υϥοάσࡎ๏・ༀྍ࣏Պࣃ
ϦόϦʔγεςϜ（%%4）ͷ։ൃ研究

2,500,000 新規

6 ۙ
㆓㇓ㆩㆄ

౻　和
ㆂ ㆚ ㆿ

ઘ
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ೳճ෮਍ྍ෦ػ
෦௕

者ͷస౗ϦεΫʹର͢Δ֮ࣗ・डྸߴ
༰ೳྗͷධՁʹؔ͢Δ研究 576,633 新規

7 ౉
㇏㆟ㆪㆹ

ล　　研
㆐㇓

௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ӡಈױ࣬ث研究෦
ೳ研究ࣨػ๔ࡉࠎ
ࣨ௕

มੑܗකؔઅ঱ؔ࿈Ҩ఻ࢠͷಉఆ 2,500,000 新規

合計 15,076,633
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ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 ஛
㆟㆐㆗㆟

Լ　　३
㆙ㆪㆈ

௕णҩྍ研究ηϯλʔ　研究ॴཱࠃ
ӡಈױ࣬ث研究෦
研究ࣨޚ୅ँ੍ࠎ
ࣨ௕

ͷಉఆࢠੜΛଅਐ͢ΔҼ࠶ࠎ 3,000,000 新規

2 ߥ
ㆀ㇉

Ҫ
ㆂ

༝
㇆

ඒ
ㆿ

ࢠ
㆓ ௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ

௕ण੓ࡦՊֶ研究෦
෦௕

ྸߴ๬ͷৢ成：ʮرձʹର͢Δࣾྸߴ
ʯ؍者ྸߴͼʮٴ଴ʯظݱ࣮׆ͷੜظ
ͷ؍఺͔Β

3,000,000 新規

3 த
ㆪㆉ

Ҫ
ㆂ

　හ
ㆨ㆗ㆯ㇋

੖
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
௕णҩྍֶ޻研究෦
ਆܦ৘ใը૾։ൃ研究ࣨ
ࣨ௕

ը૾ղੳͱ೴ػೳ計ଌʹΑΔӡಈڧௐ
ೳͷՃྸੑมԽͷಛ௃நग़ͷ研究ػ 2,000,000 新規

4 উ
ㆉㆤ

ݟ
ㆿ

　　ষ
ㆀㆌ㇉ ௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ

ྟচࠪݕ෦　༌݂؅ཧࣨ
ҩ௕

޲܏ఱੑग़݂ɺ݂ખޙ者ʹ͓͚Δྸߴ
ͷ࣮ଶௐࠪ 2,600,000 新規

5 ࣳ
㆗ㆰ㆕ㆌ

࡚　ਖ਼
ㆾ㆕㆟ㆉ

ਸ
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
แׅ਍ྍ෦ثٵݺ಺Պ
ҩࢣ

୹ॖɺ଱ੑԽͷؒظྍ࣏者ഏԌͷྸߴ
ܥΛ໨తͱͨ͠ΞϛϊάϦίγυࢭ્
ༀࡎ༗ޮར༻ͷݕ౼

3,000,000 新規

6 ञ
㆕ㆉ

Ҫ
ㆂ

　ٛ
㇈㆗ㆲㆨ

人
௕णҩྍ研究ηϯλʔཱࠃ
ઌ୺ػೳճ෮਍ྍ෦ૈࠎᱷ঱Պ
ҩ௕

׆ےഎࠊΔ͚͓ʹױ௣มੑ࣬ࠊ者ྸߴ
ಈͱࠊ௧ͷؔ࿈ 1,620,000 新規

7 ԕ
ㆆ㇓ㆩㆄ

౻　ণ
㆗㇇ㆄ㆔

ޗ
౦ژ౎݈߁௕णҩྍηϯλʔ研究ॴ
࿝Խ੍ޚ研究νʔϜ
研究෦௕

ଟࡎซ༻ʹΑΔೝ஌঱ྍ࣏Λͨ͠޲ࢦ
研究ૅج 3,000,000 新規

合計 18,220,000
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ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

౎合ʹΑΓɺ平成21年度ͷࢧԉۀࣄ͸࣮͠ࢪͳ͔ͬͨ
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ฏ成��೥౓ɹ長寿科学研究者支援事業ɹ࠾୒者໊฽

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 Լ
㆗㇂ㆉ㆟

ߒ　ํ
ㆲ㇍

࢙
㆗ ௕णҩྍηϯλʔ　研究ॴཱࠃ

Ӹֶ研究෦
෦௕

Ճྸʹ൐͏ௌྗো֐ͷݥةҼࢠʹؔ͢
Δେ規໛ॎஅ研究　ʵྸߴ者ͷௌྗҡ
ͷͨΊʹʵ࣋

5,000,000 新規

2 ֯
㆙ㆿ

　　อ
㇄㆙ㆮ㇊

ಙ
௕णҩྍηϯλʔཱࠃ
ઌ୺ҩྍ෦　ػߢޱೳݐ࠶Պ
ҩ௕

࣬ߢޱ者ྸߴবஅ૚ը૾਍அ๏ͷׯޫ
༺΁ͷԠױ 4,000,000 新規

3 新
ㆫㆂ

൧
ㆂㆂ

ా
ㆠ

ढ़
㆗㇅㇓ㆺㆂ

平
௕णҩྍηϯλʔ　研究ॴཱࠃ
ӡಈױ࣬ث研究෦
研究ࣨޚ୅ँ੍ࠎ
ࣨ௕

༺εΫϦʔχϯά࣍ᱷ঱Ұૈࠎతࡁܦ
研究ݧࢼༀͷ࣮༻ԽͷͨΊͷࢼࠪݕ 3,012,600 新規

4 ؙ
ㆾ㇋㇄ㆾ

௚　ࢁ
ㆪㆈ

ه
ㆌ ΐ౦ژ౎ྸߴ者研究・෱ࢱৼஂࡒڵ

౦ژ౎࿝人૯合研究ॴ
෭ॴ௕

Ճྸੑݮےগͷ成Ҽʹͮ͘جධՁ๏ͷ
։ൃͱྸߴ者ूஂ΁ͷద༻ 4,650,000 新規

合計 16,662,600
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嚥下音分析に基づく嚥下評価機器の開発と
高齢者の誤嚥性肺炎予測アルゴリズムの構築

಺Պܦ԰େֶҩֶ෦ෟଐපӃ　೴ਆݹ໊
පӃ助ڭ

橋詰　淳 研究期間　平成29年度ʙ令和元年度（3年計ը3年໨）
助成金（実績総額）　5,920,000円

Ⅰ. 研究活動の概要

　ഏԌ͸ɺ௒ࣾྸߴձͰ͋Δຊ๜ʹ͓͍ͯɺѱੑ
新ੜ෺ɺ৺࣬ױʹ続͍ͯɺຊ๜ྸߴ者ͷࢮҼͷୈ
3 位Λ઎Ί͍ͯΔߴɻ ྸ者ͷഏԌͷ 70 � Ҏ্͸ɺ

ʮޡᅞʯʹؔ࿈͢Δ͜ͱ͕ࢦఠ͞Ε͓ͯΓɺʮޡᅞ
ੑഏԌʯ͸ɺਆױױ࣬ےܦ者ͷओཁͳࢮҼͱͳΔ
͹͔ΓͰͳ͘ɺͦΕΛ܁Γฦ͢͜ͱʹΑΓ度ॏͳ
ΔೖୀӃ͕ඞཁͱͳΔՄೳੑ͕͘ߴͳΔɻͦͷ৔
合ɺױ者ຊ人ʹՃ͑ͦͷՈ଒ͷੜ׆ͷ࣭·Ͱ΋ஶ
͘͠௿Լͤ͞ɺ͞Βʹɺҩྍݯࢿͷଟେͳফඅʹ
΋ͭͳ͕͍ͬͯΔɻޡᅞੑഏԌΛ༧๷͢ΔͨΊʹ
͸ɺઁ৯ᅞԼো֐Λਖ਼֬ʹධՁ͢Δ͜ͱ͕ඞཁͱ
ͳΔ͕ɺઁ৯ᅞԼো֐ͷओཁͳํࠪݕ๏Ͱ͋Δᅞ
Լ଄Ө（7'）ࠪݕɺ΋͘͠͸ᅞԼ಺（&7）ڸࢹ
ثػ額ͳߴɺʹ্͍ߴ͸ɺ͍ͣΕ΋৵ऻੑ͕ࠪݕ
ͷઃஔΛཁ͠ɺ͞Βʹ͸ධՁͷͨΊͷઐ໳తͳ஌
ࣝΛཁ͢Δ͜ͱ͔Βɺ൚༻ੑ͕ࠪݕ͍ߴͱ͸͑ݴ
ͳ͍ɻΑͬͯɺઁ৯ᅞԼো֐ʹର͢Δ؆ศ͔ͭ٬
ᅞޡʹظతͳධՁ͕ՄೳͱͳΓɺͦͷ݁Ռɺૣ؍
΍ᅞԼো֐Λݕग़͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Ε͹ɺॏཁͳΞ
ϯϝοτϝσΟΧϧχʔζΛຬͨ͢͜ͱ͕Ͱ͖ɺ
͞Βʹ͸ɺױ者ʹͱͬͯ΋අ༻ରޮՌʹ༏ΕΔҩ
ྍٕज़ͱͳΔ͜ͱ͕ࠐݟ·ΕΔɻ
　ͦ͜Ͱզʑ͸ɺඇ৵ऻత・ޮ཰తʹᅞԼΛධՁ
Ͱ͖Δํ๏ͱͯ͠ʮᅞԼԻͷԻֶڹత෼ੳʯʹண
໨ͨ͠ɻ࣌ݱ఺ʹ͓͍ͯɺਆױױ࣬ےܦ者ΛؚΊ
ࡉண໨͠ɺᅞԼԻͷৄʹ֐者ͷઁ৯ᅞԼোྸߴͨ

ͳԻֶڹత෼ੳΛ࣮͠ࢪɺޡᅞੑഏԌൃ঱ͱͷؔ
࿈ੑΛ໌Β͔ʹͨ͠ઌߦ研究͸ͳ͘ɺᅞԼԻͷৄ
'త෼ੳ݁Ռͱɺ7ֶڹͳԻࡉ ݧՌ౳ɺඃ݁ࠪݕ
者ͷ֤ධՁࢦඪͱͷؔ࿈͕໌֬ʹͳ͍ͬͯͳ͍ͨ
ΊɺͦΕΒ͕໌Β͔ʹͳΕ͹ɺᅞԼԻͷௌऔͷΈ
͔Βઁ৯ᅞԼػೳͷධՁ͕新ͨʹՄೳʹͳΔͱߟ
͑ΒΕΔɻຊ研究Ͱ͸ɺਆױױ࣬ےܦ者ͷ 7' ݕ
ࠪͱಉ࣌ʹɺᅞԼ࣌ʹൃੜ͢ΔԻ（ᅞԼԻ）Λऩ
ू͠ɺͦΕΛ .%71（.VMUJ�EJNFOTJPOBM WPJDF
QSPHSBN）ʹΑΓσδλϧղੳ͢Δ͜ͱͰɺᅞ
Լো֐΍ޡᅞੑഏԌͷϦεΫΛ൓ө͢ΔόΠΦ
ϚʔΧʔΛ୳ࡧ・ಉఆ͢Δ͜ͱΛ໨తͱ͍ͯ͠Δɻ
͜ͷ໨తͷͨΊɺਤ 1 Λ༻͍ͯɺᅞثػࣔ͢ʹ
ԼԻղੳγεςϜΛߏஙͨ͠ɻ

ίϯσϯαʔϚΠΫ
঎඼໊ɿ",(�$����-

ϑΝϯλϜిݯ
ʢϚΠΫͷిݯʣ

7'

ม׵ίωΫλ

঎඼໊ɿ50.0$"�
��3$"+

ͷϨίʔμʔࣨࠪݕ

঎඼໊ɿΦʔσΟΦ
έʔϒϧʢ���Nʣ

ϑΝϯλϜిݯ
ʢϚΠΫͷిݯʣ

ม׵ίωΫλ

3$"୺ࢠ

図1
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ຊ研究ͷํ๏ʹ͓͍ͯɺᅞԼͷը૾త・Իֶڹత
෼ੳ͸ɺ·ͣɺਆױ࣬ےܦΛ༗͢Δྸߴ者Λର৅
ʹԣஅతͳղੳΛ͍ߦɺͦͷղੳ݁Ռͱର৅ߴ
ྸ者ͷ֤എܠҼࢠͱͷؔ܎Λ໌Β͔ʹͨ͠ɻױ
者ͷഎܠ৘ใͱͯ͠͸ɺҎԼͷ৘ใΛऩूͨ͠：
੶ɺ̎ࠃ（̍ ஍ɺ̏ॅډ（ ）Ո଒ྺɺ̐ ）合ซ঱ɺ
̑）಺෰தͷༀࡎɺ̒）ॏ঱度ɺ̓）͔͔Γ͚ͭ
ҩྍؔػɺ̔）පྺ（ൃ঱ظ࣌・ॳൃ঱ঢ়・ܦ
ա）ɺ̕）"%- ・༺࢖ख͢Γͷ）ظ࣌ඪͷมԽࢦ
৛ͷ࢖༻ͳͲ）ɻॏ঱度ࢦඪͱͯ͠͸ɺ7' ࠪݕ
ʹΑͬͯಘΒΕΔᅞԼͷը૾తධՁɺͳΒͼʹɺ
ᅞԼԻऩूʹΑͬͯಘΒΕΔᅞԼͷԻֶڹతධՁ
ʹՃ͑ͯɺҎԼͷྟচ৘ใΛҩࢣʹΑΔ਍࡯ɺ΋
͘͠͸ྟচ研究ίʔσΟωʔλʔʹΑΓධՁ͠
ͨɻ1）"%- ͷมԽ（৛ͷ࢖༻ɺंҜࢠͷ࢖༻
ͳͲ）ɺ̎）಺෰ༀͷมߋ（ओͱͯ͠合ซ঱ͷ࣏
ྍ໨తͳͲͰ 2 िؒҎ্継続ͯ͠಺෰ͨ͠ༀࡎ）ɺ
̏）ӡಈػೳεέʔϧ（"-4'34�3（SFWJTFE 
BNZPUSPQIJD MBUFSBM TDMFSPTJT GVODUJPOBM 
SBUJOH TDBMF）ɺ4#."'34（TQJOBM BOE CVMCBS 
NVTDVMBS BUSPQIZ GVODUJPOBM SBUJOH TDBMF）ɺ
-JNC /PSSJT 4DBMFɺ/PSSJT #VMCBS 4DBMF）ɻ̐）
ͦͷଞͷ֮ࣗతਵ൐঱ঢ়（4%2（4XBMMPXJOH 
%JTUVSCBODF 2VFTUJPOOBJSF）ɺ48"-�2P-
౳）ɻ

　ԣஅతݕ౼Ͱ͸ɺඃݧ者ͷഎܠ৘ใΛ੔ཧ͢Δ
ͱͱ΋ʹɺ֤ධՁ߲໨ͷ૬ؔΛ֬ೝ͠ɺධՁࢦඪ
ͱͯ͠ͷଥ౰ੑΛݕ౼͢Δɻ7'  � ͸ɺ40ࠪݕ
	X�W
 ͷόϦ΢ϜਫΛ 3NM ʷ 3 ճ͓Αͼ 10 NM
ʷ̍ճᅞԼ͠ɺը૾৘ใΛऔಘͨ͠ɻը૾ࠪݕʹ
ಉͨͤ͞ظᅞԼԻ͸ɺᰍ෦ʹऔΓ෇͚ͨখܕϚΠ
Ϋ͔Βऩू͢Δ͜ͱͱͨ͠ɻ
　ௌऔͨ͠ᅞԼԻͷղੳʹ͍ͭͯɺᅞԼධՁͷ
ΰʔϧυελϯμʔυͰ͋Δ 7' ͍ͯͭʹࠪݕ
͸ɺͦͷ݁ՌΛಡӨ͠ɺޡᅞͱ࠷΋Α͘૬ؔ͢Δ
཰ͷଟՉͰ෼ྨɺཹ࢒ඪͰ͋ΔҺ಄෦όϦ΢Ϝࢦ
۩ମతʹ͸ 5� Ҏ্ͷཹ࢒Λཹ࢒ߴɺ5� ະຬͷ
ցֶशʹ͓͚Δػͱఆٛ͠ɺͦΕΛཹ࢒Λ௿ཹ࢒

ʮࢣڭʯͱ͠ɺᅞԼԻʹ͍ͭͯ͸ɺҰఆͷΞϧΰ
ϦζϜͰτϦϛϯάͨ͠͏͑Ͱɺͦͷதͷಛ௃ྔ
Λநग़͢Δ͜ͱͱͨ͠ɻ۩ମతʹ͸ .'$$（ϝ
ϧप೾数έϓετϥϜ܎数：.4'4� ཭ࢄίαΠ
ϯม（%$5）׵）ͷؒ࣌平ۉɺ.'$$（ϝϧप
೾数έϓετϥϜ܎数౳Λநग़͠ɺػցֶशͷҰ
छͰ͋ΔαϙʔτϕΫλϚγϯ（47.）Λ༻͍
ͯղੳ͠ɺ֤ ಛ௃ͷ਍அೳͷൺֱ͢Δ͜ͱͱͨ͠ɻ

Ⅱ. 研究の成果

　·ͣɺ47. Λ༻͍ͨᅞԼԻղੳͷ਍அೳΛ
༧උతʹݕ౼͢ΔͨΊʹɺ47. ղੳʹΑΓᅞ

図2　嚥下音の解析アルゴリズム

ᅞԼը૾ʢ7'ʣ

ಡӨ

Һ಄෦όϦ΢Ϝཹ࢒཰ʹΑΔ
7'ը૾ͷ෼ྨ

ʢʾ�ˋɿଟɺ�ˋ ɿ̓খʣ

ࢣڭ

ᅞԼԻ

47.
αϙʔτϕΫλʔϚγϯ

ಛ௃ྔͷநग़

֤ಛ௃ྔͷ਍அೳͷൺֱ

ɾ.'$$ʢϝϧप೾਺έϓετϥϜ܎਺ʣ
ͷؒ࣌ฏۉʢݩ࣍��ϕΫτϧʣ
ɾ.'4$
ɾ01&/�TNJMF
ɾ3FMBUJWF�.'4$
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ԼԻϑΝΠϧ͔Β༧૝͞ΕΔҺ಄෦όϦ΢Ϝ࢒
ཹ཰（1SFEJDFUFE）ͱɺ࣮ࡍͷόϦ΢Ϝཹ࢒཰

（$PSSFDU）Λൺֱݕ౼ͨ͠ͱ͜Ζɺ32�0�7416
ͱ͍ߴҰகੑΛ֬ೝͰ͖ͨ（ਤ 3）ɻ
者合計ͯ͠ױױ࣬ےܦɺ݈ৗ者ͳΒͼʹਆʹ࣍　
42 ͷԻ੠σʔλΛղੳͨ͠ɻ࣮ݧ৚݅Λද 1 ʹ
ࣔ͢ɻ͍͔ͭ͘ͷԻ੠ಛ௃ྔީิΛબ択͠ɺͦΕ
Βʹରͯ͠ɺͦͷੑೳΛධՁͨ͠ɻੑೳධՁʹ͓
͍ͯ͸ɺ42 ͷᅞԼԻσʔλʹ͍ͭͯɺ1ݸ ͭൈ
͖๏ʹΑΔަࠩݕఆΛద༻͠ɺ֤ಛ௃ྔʹ͓͚Δ
'஋・ਖ਼ղ཰Λࢉग़ͨ͠ɻ'஋ͷࢉग़͸ɺ2QS�	Q�S
 
Λ༻͍ͨ（Q� ద合཰ɺS� ݱ࠶཰）ɻͦͷதͷ࠷
ྑͷಛ௃ྔʹ͍ͭͯ͸ 30$ ઢͷඳը・"6$ۂ

（BSFB VOEFS UIF DVSWF）Λࢉग़ͨ͠ɻද 1 ʹ
ࣔ͢Α͏ʹɺਖ਼ղ཰・' ஋ߴʹڞ஋ʹͳͬͨͷ͸
.'$$ Ͱ͋ͬͨɻ.'$$ ʹ͍ͭͯ 30$ ઢΛۂ
成ͨ͠ͱ͜Ζ（ਤ࡞ 3）ɺ"6$ ͸ 0�935 Ͱ͋Γɺ
ͳห別ೳΛ༗͢Δ݁Ռ͕ಘΒΕͨɻ޷ྑ

　͜ΕΒͷ݁Ռ͸ɺᅞԼԻΛৄࡉʹղੳ͢Δ͜ͱ
ʹΑͬͯɺඇ৵ऻతʹᅞԼػೳΛධՁͰ͖Δ͜ͱ
Λ͍ࣔࠦͯ͠Δɻ
　ຊ研究ʹΑͬͯɺᅞԼʹؔ͢ΔԻ੠σʔλΛػ
ցֶश͢Δ͜ͱʹΑΓɺᅞԼػೳͷΰʔϧυελ
ϯμʔυͰ͋ΔᅞԼ଄Ө݁ՌΛҰఆఔ度ͷස度Ͱ
༧ଌ͢Δ͜ͱ͕ՄೳͰ͋Δ͜ͱ͕ࣔࠦ͞Εͨɻॎ
அతσʔλΛ͞Βʹղੳ͢Δ͜ͱʹΑΓɺޡᅞੑ
ഏԌൃ঱ͱͷؔ࿈ੑΛಉఆ͠ɺޡᅞੑഏԌൃੜ༧
ଌΞϧΰϦζϜΛཱ͍֬ͨ͠ɻ

表 1　音声解析の実験条件

量を抽出することとした。具体的には MFCC（メル周波数ケプストラム係数：MSFS+

離散コサイン変換（DCT））の時間平均、MFCC（メル周波数ケプストラム係数等を抽

出し、機械学習の一種であるサポートベクタマシン（SVM）を用いて解析し、各特

徴の診断能の比較することとした。 

 

５．研究の成果 

まず、SVM を用いた嚥下音解析の診

断能を予備的に検討するために、SVM

解析により嚥下音ファイルから予想

さ れ る 咽 頭 部 バ リ ウ ム 残 留 率

（Prediceted）と、実際のバリウム残

留率（Correct）を比較検討したとこ

ろ、R2=0.7416 と高い一致性を確認で

きた（図 3）。 

次に、健常者ならびに神経筋疾患患

者合計して 42 の音声データを解析し

た。実験条件を表 1に示す。いくつか

の音声特徴量候補を選択し、

それらに対して、その性能

を評価した。性能評価にお

いては、42 個の嚥下音デー

タについて、1つ抜き法によ

る交差検定を適用し、各特

徴量における F 値・正解率

を算出した。F 値の算出は、

2pr/(p+r) を用いた（p: 適

合率、r: 再現率）。その中

の最良の特徴量については ROC 曲線

の描画・AUC（area under the curve）

を算出した。表 1 に示すように、正

解率・F 値共に高値になったのは

MFCC であった。MFCC について ROC 曲

線を作成したところ（図 3）、AUC は

0.935 であり、良好な弁別能を有す

る結果が得られた。 

これらの結果は、嚥下音を詳細に

解析することによって、非侵襲的に

嚥下機能を評価できることを示唆し

ている。 

本研究によって、嚥下に関する音

声データを機械学習することにより、嚥下機能のゴールドスタンダードである嚥下造

影結果を一定程度の頻度で予測することが可能であることが示唆された。縦断的デー

タをさらに解析することにより、誤嚥性肺炎発症との関連性を同定し、誤嚥性肺炎発

生予測アルゴリズムを確立したい。 

図 3　SVM を用いた嚥下音解析解析診断能の
予備的検討
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解析することによって、非侵襲的に

嚥下機能を評価できることを示唆し

ている。 

本研究によって、嚥下に関する音
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生予測アルゴリズムを確立したい。 

図 4　音声特徴量量 MFCC を用いた場合の
SVM 診断能解析
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Ⅰ. 研究活動の概要

　ੈքతʹ΋ྨΛΈͳ͍΄Ͳͷૣ͞ͰྸߴԽ͕ਐ
Ή೔ຊͰ͸ɺްੜ࿑ಇলࢿྉʹΑΔͱɺ2015 年
ʹ͓͍ͯ 500 ສ人Ҏ্͕ೝ஌঱Λ༗͠ɺޙࠓ΋
ͦͷ数͸૿େ͢Δͱ૝ఆ͞Ε͓ͯΓɺՈ଒ɺհޢ
者ͷෛ୲ͷΈͳΒͣɺࡁܦతଛࣦ͸๲େͰ͋Γɺ
ͦͷࣾձతରࡦ͸ٸ຿Ͱ͋ΔɻΞϧπϋΠϚʔ
ප（̖̙）͸ೝ஌঱ͷ൒数Ҏ্Λ઎ΊΔ͕ɺͦͷ
େ෦෼͸ੑൃݽͰ͋ΓɺݪҼ͸े෼ʹ͸෼͔ͬͯ
͍ͳ͍ɻ̖̙ͷਆܦපཧֶతͳಛ௃͸ΞϛϩΠυ
Ќ（̖Ќ）ͱλ΢͕ɺͦΕͧΕ࿝人ൗɺਆݪܦઢ
ҡมԽͱͯ͠೴಺ʹ஝ੵ͢Δ͜ͱͰ͋Γɺ̖̙ͷ
தͰ̍ˋఔ度Λ઎ΊΔͱ͞ΕΔՈ଒ੑΞϧπϋΠ
ϚʔපͷݪҼҨ఻ࢠͷղੳ͔Βɺಛʹ̖Ќ͕̖̙
ͷݪҼͰ͋Δͱ͑ߟΒΕΔΑ͏ʹͳͬͨ（Ξϛϩ
ΠυԾઆ）ɻͦ͜Ͱɺ̖ЌΛඪతͱͨ͠ༀྟ͕ࡎ
চݧࢼதͰ͋Δ͕ɺগͳ͘ͱ΋ೝ஌঱Λൃ঱ͯ͠
͔ΒͰ͸ɺ̖ЌΛඪతͱͨ͠ༀࡎ͸͋·ΓޮՌ͕
ͳ͍ͷͰ͸ͱ͍͏ίϯηϯαεʹͳΓͭͭ͋Γɺ
ਆܦมੑ΍ೝ஌঱පଶͱΑΓ૬ؔ͢Δͱ͞Ε͍ͯ
Δλ΢ͷ໾ׂ΋ؚΊɺ͞ΒͳΔපଶͷཧղ͕ٻΊ
ΒΕ͍ͯΔɻ
　̖Ќͱλ΢͸ɺগͳ͘ͱ΋ͦͷେ෦෼Λ઎ΊΔ
ஈ֊ʹ͓͍ͯɺՃྸʹ൐͍ͦΕظͷॳ̙̖ੑൃݽ
ͧΕಠཱͯ͠஝ੵ͢Δɻಛʹ̖Ќ（࿝人ൗ）͕༏
位ʹ஝ੵͨ͠৔合Λ࿝人ൗ༏位1）ܕBUIPMPHJDBM 
"HJOH� 1"）ɺλ΢（ਆݪܦઢҡมԽ）͕஝ੵ͠

高齢者の脳領域間の疾患脆弱性の違いに着目した
認知症の分子基盤の解明

　൫研究෦جࢠ௕णҩྍ研究ηϯλʔ　෼ཱࠃ
ඪతྍ࣏ༀ։ൃࣨ　ࣨ௕

篠原　充 研究期間　平成29年度ʙ令和元年度（3年計ը3年໨）
助成金（実績総額）　5,918,242円

ͨ৔合ΛੑൃݪՃྸੑλ΢Φύγʔ（1SJNBSZ 
BHF�SFMBUFE UBVPQBUIZ� 1"35）ͱশ （͢%JDLTPO
%8 FU BM�, /FVSPCJPM "HJOH 1992, � $SBSZ 
FU BM�, "DUB /FVSPQBUIPMPHJDB 2014）ɻ ͦ Ε
ͧΕͷػংΛଊ͑Δ͜ͱ͕ɺ̖̙ͷΈͳΒͣྸߴ
者ͷೝ஌ػೳো֐Λཧղ͢Δ্ͰॏཁͰ͋Γɺ·
ͨපଶɺපҼʹࠜͨ͟͠૑ༀ։ൃ͕ՄೳͱͳΔɻ
̖Ќͱλ΢͕஝ੵ͢Δ෦位ʹ͸ಛ௃͕͋Γɺ̖Ќ
͕େ೴新ൽ࣭Λத৺ʹ஝ੵ͢Δͷʹର͠ɺλ΢͸
ลԑܥ΍ଆ಄༿Λத৺ʹ஝ੵ͢Δ（#SBBL FU BM�, 
"DUB /FVSPQBUIPMPHJDB 1991, 5IBM FU BM�, 
/FVSPMPHZ 2002, ਤ̍）ɻ͜ͷΑ͏ͳྖҬಛҟ
ੑ͸ɺපଶཧղʹେ͖ͳख͕͔ΓͱͳΔɻ
　զʑ͸͜ͷ͜ͱʹண໨͠ɺ݈ৗ人ɺ1" ͓Αͼ
"% ೴Λ༻͍ͯɺ೴಺ͷ̖Ќͱɺ̖Ќݕ者ͷ๤ױ
ͷ୅ँ͋Δ͍͸ਆܦมੑʹؔ͢܎Δ෼ࢠͷྖҬ෼
෍Λಠࣗͷํ๏ʹͯݕ౼ɺൺֱ͠ɺ̖Ќ஝ੵ͕΋

図 １．Ａβ とタウの脳 内 の領 域 分 布  
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㸱．研究ㄢ㢟 

高㱋者の⬻㡿ᇦ間の疾患⬤ᙅ性の㐪いに╔┠した認▱症のศᏊᇶ┙の解᫂ 

 

㸲．研究άືのᴫせ 

ୡ⏺的にࡶ㢮をࡳない࡝࡯の᪩さで高㱋໬が㐍ࡴ᪥本では、ཌ生ປാ┬㈨ᩱに

よると、㸰㸮㸯５ᖺにおいて５㸮㸮୓ே௨ୖが認▱症を有し、௒ᚋࡶその数はቑ኱す

ると想定されており、ᐙ᪘、௓ㆤ者の㈇ᢸのࡳならず、経῭的ᦆኻは⭾኱であり、そ

の♫఍的対⟇はᛴົである。アルࣁࢶイマー⑓（㸿㹂）は認▱症の༙数௨ୖを༨める

が、その኱部ศはᏙ発性であり、ཎᅉは༑ศにはศかっていない。㸿㹂の神経⑓⌮学

的な特徴はア࣑ࣟイドș（㸿ș）とタウが、それࡒれ⪁ேᩬ、神経ཎ線⥔変໬として

⬻ෆに⵳✚することであり、㸿㹂の中で㸯㸣程度を༨めるとされるᐙ᪘性アルࣁࢶイ

マー⑓のཎᅉ㑇ఏᏊの解析から、特に㸿șが㸿㹂のཎᅉであると⪃࠼られるようにな

った（ア࣑ࣟイド௬ㄝ）。そこで、㸿ș をᶆ的とした⸆๣が⮫ᗋヨ験中であるが、ᑡ

なくとࡶ認▱症を発症してからでは、㸿șをᶆ的とした⸆๣はあまりຠ果がないので

はというコンࢭンサスになりつつあり、神経変性ࡸ認▱症⑓ែとより┦関するとされ

ているタウのᙺ๭ྵࡶめ、さらなる⑓ែの⌮解がồめられている。 

㸿ș とタウは、ᑡなくとࡶその኱部

ศを༨めるᏙ発性㸿㹂のึᮇẁ㝵におい

て、ຍ㱋にకいそれࡒれ⊂立して⵳✚する。

特に㸿ș（⪁ேᩬ）がඃ఩に⵳✚したሙ合

を⪁ேᩬඃ఩ᆺ（PathoOoJicaO AJinJ� PA）、

タウ（神経ཎ線⥔変໬）が⵳✚したሙ合を

ཎ発性ຍ㱋性タウࣃ࢜シー（PriPar\ 

aJe�reOated tauopath\� PART ）と⛠す

(DicNVon D: et aO.� 1euroEioO AJinJ 1992� 

	 Crar\ et aO.� Acta 1europathoOoJica 

2014)。それࡒれの機ᗎをᤊ࠼ることが、㸿

㹂のࡳならず高㱋者の認▱機能㞀ᐖを⌮解するୖで㔜せであり、また⑓ែ、⑓ᅉに᰿

した๰⸆㛤発が可能となる。㸿șࡊ とタウが⵳✚する部఩には特徴があり、㸿ș が

኱⬻᪂⓶㉁を中ᚰに⵳✚するのに対し、タウは㎶⦕⣔ࡸഃ頭ⴥを中ᚰに⵳✚する

（%raaN et aO.� Acta 1europathoOoJica 1991� ThaO et aO.� 1euroOoJ\ 2002� 図

図1　Ａβとタウの脳内の領域分布
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ͨΒ݁͢ՌͷΈͳΒ̖ͣЌ஝ੵͷݪҼΛཧղ͢Δ
্Ͱ͍ͭ͘΋ͷൃݟΛ͜ͷ数年ͷؒʹใ͖ͯ͠ࠂ
ͨ 	4IJOPIBSB FU BM�, "DUB /FVSPQBUIPMPHJDB 
2013, 4IJOPIBSB FU BM�, /FVSPEFHFOFSBUJWF 
EJTFBTF NBOBHFNFOU 2013, 4IJOPIBSB 
FU BM�, #SBJO 2014, 4IJOPIBSB FU BM�, "DUB 
/FVSPQBUIPMPHJDB 2016, 4IJOPIBSB FU BM�, 
#SBJO 2017
ɻզʑͷ͜Ε·Ͱͷ研究Ͱ͸ओʹ̖
Ќʹண໨͖͕ͯͨ͠ɺ͜Ε͔Βͷ研究ͱͯ͠͸ɺ
͞Βʹλ΢ʹ΋େ͖͘ண໨͠（ਤ̎）ɺ1"35 ΋
Ճ͑ͯɺλ΢͓Αͼλ΢ͷ୅ँʹؔ༩͢Δͱ͑ߟ
ΒΕΔ෼ࢠɺγφϓε΍Ԍ঱ͳͲͷਆܦมੑʹؔ
ͷྖҬ෼෍Λ໌Β͔ʹ͠ɺλ΢ͷ஝ੵࢠΔ෼͢܎
͕ਆܦมੑʹͲͷΑ͏ͳӨڹΛ༩͑Δͷ͔ͱͱ΋
ʹɺԿނλ΢͕஝ੵ͢Δͷ͔ʹ͍ͭͯ΋෼ࢠతͳ
ཧղΛ͢͢ΊΔ͜ͱΛ໨తͱ͢Δɻ·ͨͦͷͨΊ
ʹɺطଘͷσʔλϕʔεͷղੳ΍໢ཏతͳҨ఻ࢠ
ղੳͳͲʹΑΓ̖Ќͱλ΢ͷ஝ੵʹؔ༩͢Δݱൃ
新規෼ࢠͷಉఆ΋ਐΊΔͱͱ΋ʹɺࡉ๔ഓཆܥ΍
Ϛ΢εΛ༻͍ͯɺಉఆ͞ΕͨҨ఻ࢠ΍ܦ࿏ͷؔ༩
Λ࣮ূ͢Δɻ࠷ऴతʹ͸̖̙ൃ঱ʹࢸΔϓϩηε
Λ౷合తʹཧղ͢Δͱͱ΋ʹɺ新規ඪతΛ໌Β͔
ʹ͠ɺ૑ༀ։ൃʹͭͳ͛Δ͜ͱΛ໨ඪͱ͍͖ͯ͠
͍ͨͱ͍ͯ͑ߟΔɻຊ研究ͷೝ஌঱໰୊ͷࠜຊత
ղܾʹ͚ͨ޲औΓ૊Έ͸ɺ݈શͳ௕णࣾձߏஙʹ
ॏཁͳҰੴΛ౤͡ΒΕΔͷͰ͸ͱ͑ߟΔɻ

　ͦ͜Ͱຊ研究Ͱ͸ɺ౦ژ౎݈߁௕णҩྍηϯ
λʔ・ྸߴ者ϒϨΠϯόϯΫʹ �80ˆͰౚ݁อ؅
͞Ε͍ͯΔ݈ৗ者ɺ1"ɺ1"35ɺ̖̙ױ者ͷ̐
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㸯）。このような㡿ᇦ特␗性は、⑓ែ⌮解に኱きなᡭがかりとなる。 

ᡃࠎはこのことに╔┠し、健常ே、PA および AD 患者の๗検⬻を用いて、⬻ෆの

㸿ș と、㸿ș の௦ㅰあるいは神経変性に関係するศᏊの㡿ᇦศᕸを⊂⮬の᪉法にて

検討、比較し、㸿ș ⵳✚がࡶたらす結果のࡳ

ならず㸿ș⵳✚のཎᅉを⌮解するୖでいくつ

の発ぢをこの数ᖺの間にሗ࿌してきたࡶ

(Shinohara et aO.� Acta 1europathoOoJica 

2013� Shinohara et aO.� 1eurodeJenerative 

diVeaVe PanaJePent 2013� Shinohara et aO.� 

%rain 2014� Shinohara et aO.� Acta 

1europathoOoJica 2016� Shinohara et aO.� 

%rain 2017)。ᡃࠎのこれまでの研究では୺に

㸿ș に╔┠してきたが、これからの研究とし

ては、さらにタウにࡶ኱きく╔┠し（図㸰）、

PART 炎症ࡸプスࢼられるศᏊ、シ࠼⪄て、タウおよびタウの௦ㅰに関୚すると࠼ຍࡶ

な࡝の神経変性に関係するศᏊの㡿ᇦศᕸを᫂らかにし、タウの⵳✚が神経変性に࡝

のような影㡪を୚࠼るのかととࡶに、ఱᨾタウが⵳✚するのかについてࡶศᏊ的な⌮

解をすすめることを┠的とする。またそのために、᪤Ꮡのデータベースの解析ࡸ⥙⨶

的な㑇ఏᏊ発現解析な࡝により㸿ș とタウの⵳✚に関୚する᪂つศᏊの同定ࡶ㐍め

るととࡶに、細⬊ᇵ㣴⣔ࡸマウスを用いて、同定された㑇ఏᏊࡸ経㊰の関୚を実ドす

る。最⤊的には㸿㹂発症に⮳るプࣟࢭスを⤫合的に⌮解するととࡶに、᪂つᶆ的を᫂

らかにし、๰⸆㛤発につなࡆることを┠ᶆとしていきたいと⪃࠼ている。本研究の認

▱症ၥ㢟の᰿本的解Ỵにྥけたྲྀり⤌ࡳは、健඲な㛗ᑑ♫఍ᵓ⠏に㔜せな一▼をᢞࡌ

られるのではと⪃࠼る。 

そこで本研究では、ᮾி㒔健ᗣ㛗ᑑ་⒪ࢭンター・高㱋者ࣞࣈインバンクに��0Υ

で෾結ಖ⟶されている健常者、PA、PART、㸿㹂患者の㸲⩌の๗検⬻を用いて、㸯㸰か

ᡤ௨ୖの⬻㡿ᇦをྲྀり出し、生໬学的に抽出し、ձ㸿ș、ղタウ、ճタウの௦ㅰに関

୚するศᏊ、մシࢼプスࡸ炎症な࡝の神経変性のᣦᶆとなるศᏊ、の発現を評価し、

各⑓ែ⩌間での各ศᏊの発現を検討す

るととࡶに、各ศᏊの㡿ᇦศᕸおよび、

ศᏊ間での㡿ᇦ┦関を、これまでሗ࿌し

てきた᪉法(Shinohara et aO.� Acta 

1europathoOoJica 2013� Shinohara et 

aO.� %rain 2014� Shinohara et aO.� 

%rain 2017)にて検討し、結果として㉳

きている 2次的な変໬なのか（⤯対量が

AD でのࡳ変໬する等）、ཎᅉとなるᙺ๭

をᢸいうるのか（⤯対量が PA、PART で

変໬する、㡿ᇦศᕸが⩌間で┦関するࡶ

等）、を᫂らかにする（図㸱）。またマ

イクࣟアࣞイを用いた⥙⨶的発現解析

ࡸ AOOen %rain AtOaV な࡝の᪤Ꮡのデ

ータベースをά用した解析からࡶ、㸿șとタウの㡿ᇦศᕸと┦関する᪂つศᏊを同定

する。同定された㑇ఏᏊに対して、細⬊ᇵ㣴ࣔデルおよびື≀ࣔデルを用いてそのᙺ

๭を実ドしていく。 

図㻟．ᮏ◊✲のゎᯒ᪉ἲ䠄㻿㼔㼕㼚㼛㼔㼍㼞㼍 㼑㼠 㼍㼘㻚㻘 㻮㼞㼍㼕㼚 㻞㻜㻝㻣䜘䜚ᨵኚ䠅 

図 2　これまでの研究とこれからの研究
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図 3　本研究の解析方法

（Shinohara et al., Brain 2017 より改変）
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Ⅱ. 研究の成果
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トランス脂肪酸による細胞老化の促進作用機構
および加齢性疾患発症機序の解明

౦๺େֶେֶӃ　ༀֶ研究Պ　ӴੜԽֶ෼໺
助ڭ

平田　祐介 研究期間　平成29年度ʙ令和元年度（3年計ը3年໨）
助成金（実績総額）　5,857,000円
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൐ͬͯ࣬ൃױ঱ϦεΫ͕૿େ͢ΔʮՃྸੑ࣬ױʯ
ͷጶױ者数͕૿ՃͷҰ్ΛͨͲ͍ͬͯΔɻࡉ๔
෼྾Λ܁Γฦͯ͠෼྾ण໋Λܴ͑ͨࡉ๔ɺ͋Δ
͍͸ɺ͕ΜҨ఻ੑ׆ࢠԽɺࢎԽετϨε΍ %/"
ଛইͳͲͷ༷ʑͳετϨεΛड͚ͨࡉ๔ͷҰ෦
͸ɺෆՄٯతʹ૿৩Λఀͨ͠ࢭʮࡉ๔࿝Խʯঢ়
ଶͱͳΔ͜ͱ͕͔͘ݹΒ͍ͩ͞ݟΕ͖ͯͨɻ࠷
ۙͷ研究͔Βɺ࿝Խͨ͠ࡉ๔͸ɺͨͩ単ʹࡉ๔
๔࿝ԽࡉͰ͸ͳ͘ɺ͚ͩ͏·ͯ͠͠ࢭಈΛఀ׆
ؔ ࿈ ෼ ൻ（4FOFTDFODF�BTTPDJBUFE TFDSFUPSZ 
QIFOPUZQF� 4"41）Ҽࢠͷ෼ൻ౳ʹΑͬͯɺप
ลͷ૊৫΍ࡉ๔ʹର͠ɺԌ঱ͷऒى΍ൃ͕Μଅਐ
Λ΋ͨΒ͢͜ͱͰɺ্هՃྸੑ࣬ױͷൃ঱ʹد༩
͍ͯ͠Δ͜ͱ͕໌Β͔ʹͳ͖ͬͯͨɻ͠ ͕ͨͬͯɺ
ͷಉఆɺࢠҼڥ๔࿝Խʹؔ༩͢Δੜମ಺֎ͷ؀ࡉ
͓ΑͼͦΕΒʹΑΔࡉ๔࿝Խ༠ಋߏػͷղ໌Λ௨
෱޾͔ͭ߁ઓུͷ։ൃ͸ɺ݈ྍ࣏・༧๷ױ࣬ͨ͡
ͳ௕णࣾձ࣮ݱͷ্ͰෆՄܽͰ͋Δɻ
　ਃ੥者Β͸͜Ε·Ͱɺ৯඼த成෼ͷ̍ͭͰ͋Δ
τϥϯεࢷ๱ࢎʹ͍ͭͯɺ্هՃྸੑ࣬ൃױ঱ͱ
ͷӸֶతؔ࿈͕ࣔࠦ͞Ε͍ͯΔ͜ͱʹண໨͠ɺੜ
ମಟੑൃ͓ߏػݱΑͼ࣬ൃױ঱ػংͷղ໌Λ໨ࢦ
ͯ͠研究ΛਐΊ͖ͯͨɻτϥϯεࢷ๱ࢎ͸ɺτϥ
ϯεܕͷ୸ૉ � ୸ૉؒೋॏ݁合ΛؚΉࢷ๱ࢎͷ૯

শͰɺੜମ಺Ͱ͸合成͞Εͣɺؚ༗৯඼ͷઁऔʹ
Αͬͯੜମ಺ʹऔΓࠐ·ΕΔɻӸֶతௐࠪͳͲ͔
Βɺओʹ৯඼੡଄աఔʹ͓͍ͯ人޻తʹ࢈ੜ͞Ε
ΔΤϥΠδϯࢎͳͲͷτϥϯεࢷ๱ઁࢎऔͱɺ॥
පͳͲͷ༷ʑͳ࣬׳श׆ɺೝ஌঱ɺੜױ࣬ܥث؀
঱ͱͷؔ࿈͕ࣔ͞Ε͖ͯͨɻ͔ͦ͠͠ͷҰํൃױ
Ͱɺ࣬ൃױ঱ػংʹ͍ͭͯ͸΄ͱΜͲղ໌͕ਐΜ
Ͱ͓Βͣɺͦͷഎܠͱͯ͠ɺ෼ࡉ・ࢠ๔ϨϕϧͰ
ͷ஌ݟʹ๡͘͠ɺτϥϯεࢷ๱ࢎͷ۩ମతͳੜ
ମ࡞༻΍͕ߏػ༺࡞ෆ໌Ͱ͋Δͱ͍͏ݱঢ়͕͋
Δɻਃ੥者Βͷ研究͔Βɺτϥϯεࢷ๱ࢎ͸ɺͦ
ͷҟੑମͰࣗવքʹීวతʹଘ͢ࡏΔγεࢷ๱ࢎ
ͱ͸ҟͳΔɺಛ༗ͷੜମࡉ）༺࡞๔ࢮ・໔ӸԠ౴
ͷଅਐ࡞༻）Λ༗͢Δ͜ͱ͕໌Β͔ʹͳ͖ͬͯͨ 

（)JSBUB FU BM�, +� #JPM� $IFN�, 2017）ɻ
　ຊ助成研究Ͱ͸ɺۙ࠷ਃ੥者Β͕新ͨʹݟग़
ͨ͠τϥϯεࢷ๱ࢎʹΑΔ %/" ଛই࣌ͷࡉ๔
࿝Խଅਐ࡞༻ͱՃྸੑ࣬ൃױ঱ͱͷؔ࿈ͷղ໌
Λ໨తͱͯ͠ɺ平成 29 年度ΑΓ研究ʹணख͠
ͨɻ%/" ଛইͱ͸ɺࢵ֎ઢ΍ࢎੑ׆ૉɺ͕߅Μ
"/%ΑͬͯɺʹࡎͳͲͷༀࡎ ͕੾அ΍म০Λड
͚Δݱ৅ͷ͜ͱͰ͋Δɻࡉ๔ʹ͸ɺଛইΛड͚ͨ
%/" Λ元Ͳ͓Γʹम෮͢Δ͕ߏػଘ͢ࡏΔҰ
ํɺ%/" ଛই͕࣬ױ΍Ճྸʹ൐ͬͯ஝ੵͨ͠৔
合ʹ͸ɺੜମػೳʹҟৗΛ͖ͨͨ͢ΊɺࣗΒ࿝Խ
΍ࢮͷӡ໋Λબ択͢Δ͜ͱʹΑͬͯɺ૿৩・ੜଘ
Λఀ͢ࢭΔߏػ΋උΘ͍ͬͯΔɻࢎ࣭ࢷԽ͕࿝Խ
ʹ൐͏ଁࡉ・ث๔ػೳ௿ԼͷॏେͳཁҼͰ͋ΔΑ
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͏ʹɺτϥϯεࢷ๱ࢎ΋࿝Խʹ൐͏ΦϧΨωϥບ
΍ࡉ๔ػೳΛஶ͘͠มԽͤ͞ΔՄೳੑ͕͑ߟΒΕ
Δɻ平成 29 年度ͷ研究成ՌΑΓɺΤϥΠδϯࢎ

（৯඼தؚ༗ྔͷ࠷΋ଟ͍τϥϯεࢷ๱ࢎ）Λ͸
͡Ίͱͨ͠τϥϯεࢷ๱ࢎ͸ɺ࿝Խ༠ಋʹத৺త
໾ׂΛՌͨ͢సࣸҼࢠ Q53 ͓Αͼࡉ๔पࢭఀظ
Ҽࢠ Q16 ͷൃݱ༠ಋ・ੑ׆Խͷဏਐ΍ɺࢎੑ׆
ૉ࢈ੜͷ૿ڧʹ൐ͬͯɺ%/" ଛই࣌ͷࡉ๔࿝Խ
Λଅਐ͢Δ͜ͱΛ໌Β͔ʹ͍ͯ͠Δɻ平成 30 年
度ʹ͸ɺτϥϯεࢷ๱ࢎ͸ɺ%/" ଛই࣌ͷసࣸ
Ҽࢠ Q53ɺ͓Αͼۙ年ࡉ๔࿝Խͷ༠ಋʹؔΘΔ
ॏཁ෼ࢠͱͯ͠ண໨͞Ε͍ͯΔɺ͋ΔΩφʔθ෼
ࢠ 9 ͷੑ׆ԽΛဏਐ͢Δ͜ͱͰɺࡉ๔࿝ԽΛଅ
ਐ͢Δ͜ͱΛ͍ͨͩ͠ݟɻ·ͨɺτϥϯεࢷ๱ࢎ
ΛؚΉࢷߴ๱৯Λઁऔͨ͠Ϛ΢εͰ͸ɺ؊ଁͷࢷ
๱஝ੵ͓Αͼ࿝Խͷଅਐ͕͖ىΔ͜ͱΛ໌Β͔ʹ
ͨ͠ɻͦ͜Ͱ平成 31 年度Ͱ͸ɺ新規࿝ԽଅਐҼ
Β໌ʹࡉৄʹΛ͞Βߏػ༺࡞ͷࢎ๱ࢷτϥϯεࢠ
͔ʹ͢Δͱͱ΋ʹɺࢷ๱ࢎछ͝ͱͷ࡞༻ͷҧ͍΍ɺ
ຊ࡞༻ͷՃྸੑ࣬ױͱͷؔ࿈ͷղ໌Λ໨͠ࢦɺࡉ
๔͓ΑͼϚ΢εݸମϨϕϧͰͷղੳΛͨͬߦɻ

Ⅱ. 研究の成果

̍ʣτϥϯεࢷ๱ࢎʹΑΔࡉ๔࿝Խଅਐ࡞༻ͷ
෼ߏػࢠͷղੳ

ΑΔʹࢎ๱ࢷ年度ͷղੳΑΓɺτϥϯεࡢ　
%/" ଛই࣌ͷࡉ๔࿝Խଅਐ࡞༻ʹ͸ɺసࣸҼࢠ
Q53 ͓ΑͼΩφʔθ෼ࢠ 9 ͕ॏཁͳد༩ΛՌͨ
͢͜ͱ͕ࣔࠦ͞ΕͨɻҰํɺॳ年度ͷղੳ͔Βɺ
τϥϯεࢷ๱ࢎ͸ %/" ଛই࣌ͷࢎੑ׆ૉ࢈ੜΛ
ɺͦͷҙٛ͸ෆ͕͍͍ͨͯͩ͠ݟΔ͜ͱΛ͢ڧ૿
໌Ͱ͋ͬͨɻͦ͜Ͱɺຊ࡞༻ͷ෼ߏػࢠʹ͍ͭͯɺ
ώτࠎ೑जࡉ๔ג 6204 ΍ώτᢌଳ੩຺্ൽࡉ
๔ג )67&$ ͳͲͷ༷ʑͳഓཆࡉ๔גΛ༻͍ͯ
ղੳΛͨͬߦͱ͜Ζɺ͕߅Μࡎ EPYPSVCJDJO ΍
DJTQMBUJO ͳͲΛߴೱ度Ͱॲஔͨ͠ॏ度ͷ %/"
ଛই࣌ʹɺτϥϯεࢷ๱͕ࢎϛτίϯυϦΞ༝དྷ
ͷࢎੑ׆ૉ࢈ੜΛ૿Ճͤ͞Δ͜ͱɺ࢈ੜ૿ڧʹ͸
ετϨεԠ౴ੑ ."1 Ωφʔθ +/, ༩͢Δد͕
͜ͱΛ͍ͨͩ͠ݟɻ͞Βʹৄࡉͳղੳ͔ΒɺΤϥ

ΠδϯࢎͳͲͷτϥϯεࢷ๱ࢎଘࡏԼͰ͸ɺ׆
ੑԽͨ͠ +/, ͕ɺϛτίϯυϦΞ֎ບʹ͢ࡏہ
Δ +/, ͷΞμϓλʔ෼ࢠ 4BC ʹ݁合͢Δ͜ͱͰ
,/+）ੜ͕૿େ͠ɺ+/,�Q38࢈ૉࢎੑ׆ ͱಉ͡
͘ετϨεԠ౴ੑ ."1 Ωφʔθͷ̍ͭ）ͷੑ׆
ԽΛ͢ڧ૿ʹߋΔ͜ͱͰɺࡉ๔ࢮΛଅਐ͢Δ͜
ͱ͕໌Β͔ʹͳͬͨ（)JSBUB FU BM�, 4DJFOUJpD 
3FQPSUT, 2020）ɻ
　 ׆ ੑ ࢎ ૉ ΍ +/,�Q38 ͸ɺ ࡉ ๔ ࿝ Խ ଅ ਐ
ʹ ΋ د ༩ ͢ Δ ͜ ͱ ͔ Βɺ ׆ ઢ ࢎ ૉ ফ ڈ ࡎ
/�BDFUZMDZTUFJOF ΍ Q38 ્ ֐ ࡎ 4#203580ɺ
+/, ࡎ֐્ 41600125 ॲஔ৚݅ԼͰͷࡉ๔࿝Խ
ʹ͍ͭͯ΋ݕ౼͕ͨ͠ɺ͍ͣΕͷ્ࡎ֐ଘࡏԼʹ
͓͍ͯ΋ΤϥΠδϯࢎʹΑΔ 4"41 Ҽࢠ *-�8 ͷ
年度研究成ࡢ）ೝΊΒΕ͕ͨ༺࡞༠ಋଅਐݱൃ
Ռ）ɻҰํɺΩφʔθ 9 ʹ͍ͭͯ͸ɺܽଛࡉ๔ג
Λथཱͯ͠ݕ౼Λͨͬߦͱ͜Ζɺࡉ๔ଅਐ࡞༻͕
શʹ཈੍͞Ε（ਤ׬΅΄ 1）ɺࡢ年度ͷಛҟత્
Δ݁Ռ͕ಘΒΕ࣋͢ࢧՌΛ݁ݧ࣮͍ͨ༺Λࡎ֐
ͨɻࡉ๔࿝Խ͸ɺࡉ๔͖ى͕ࢮͳ͍Α͏ͳ௿ೱ度
ͷ͕߅Μࡎॲஔ࣌ʹ༠ಋ͞ΕΔ͜ͱ͔ΒɺҎ্ͷ
݁Ռ͸ɺτϥϯεࢷ๱͕ࢎɺ%/" ଛইͷఔ度ʹ
Ԡͯ͡ɺશ͘ҟͳΔ෼ߏػࢠʹΑͬͯɺࡉ๔͋ࢮ
Δ͍͸ࡉ๔࿝ԽΛଅਐ͢Δ࡞༻Λ༗͢Δ͜ͱΛࣔ
͍ࠦͯ͠Δɻ

̎ʣ࿝Խଅਐ࡞༻ͷτϥϯεࢷ๱ࢎछؒͰͷ
ൺֱղੳ

　τϥϯεࢷ๱ࢎͷதʹ͸ɺΤΠϥδϯࢎΛ͸͡
Ίͱͨ͠ɺۀ޻తͳ৯඼੡଄աఔͰ࢈ੜ͞ΕΔʮ人
ͱɺ΢γͳͲͷ൓ᢸಈ෺தࢎ๱ࢷʯτϥϯεܕ޻
ͷңͷதʹੜଉ͢Δඍੜ෺ʹΑΓ࢈ੜ͞ΕΔόΫ
ηϯࢎͷΑ͏ͳʮఱવܕʯτϥϯεࢷ๱͕ࢎଘࡏ
͢Δɻ͜Ε·ͰӸֶతௐ͔ࠪΒॾ࣬ൃױ঱ϦεΫ
͕ࣔࠦ͞Ε͖ͯͨͷ͸人ܕ޻ͷΈͰ͋ΔഎܠΛ౿
·͑ɺ୅දతͳఱવܕτϥϯεࢷ๱ࢎͰ͋ΔόΫ
ηϯࢎɺϧʔϝϯࢎͷ࿝Խଅਐ࡞༻ͷ༗ແʹ͍ͭ
τϥϯεܕɻͦͷ݁Ռɺ͜ΕΒͷఱવͨ͠౼ݕͯ
ͱಉ༷ͷࢎͷॲஔ৚݅ԼͰ͸ɺΤϥΠδϯࢎ๱ࢷ
%/" ଛই࣌ͷ 4"41 Ҽࢠ *-�8 ͷൃݱ༠ಋଅਐ
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͸ೝΊΒΕͳ͔ͬͨ（ਤ̎）ɻैͬͯɺఱવ༺࡞
Λ༗͞ͳ͍͜ͱ༺࡞͸࿝Խଅਐࢎ๱ࢷτϥϯεܕ
͕ࣔࠦ͞Εͨɻ

̏ʣτϥϯεࢷ๱ઁࢎऔϚ΢εͷղੳ
　τϥϯεࢷ๱ࢎͱՃྸੑ࣬ൃױ঱ͱͷؔ࿈Λௐ
΂ΔͨΊɺ$57#-�6+ Ϛ΢ε（ˁ）ʹɺ8 िྸ͔
Βτϥϯεࢷ๱ؚࢎ༗ࢷߴ๱৯（)'% 	5'"�
� 
IJHI GBU EJFU DPOUBJOJOH USBOT�GBUUZ BDJET

（5'"）ɺγϣʔτχϯά༝དྷͷ༉ࢷΛఴՃɻؚ
༗τϥϯεࢷ๱ࢎͷେ൒͸ΤϥΠδϯࢎ）Λઁऔ
ͤ͞ɺࢷ๱؊΍؊ԌͳͲͷ؊ଁපଶʹ͍ͭͯ࣌ܦ
తʹղੳΛߦͳͬͨɻൺֱର৅ͱͯ͠ɺී௨৯

（/%� OPSNBM EJFU）ɺ௨ৗͷ（τϥϯεࢷ๱ࢎ 
	5'"
 ෆؚ）ࢷߴ๱৯（)'% 	5'"�
� IJHI GBU 
EJFU XJUIPVU 5'"ɺύʔϜ༉༝དྷͷ༉ࢷΛఴՃ）
ઁऔ܈Λஔ͍ͨɻ
年度ͷղੳΑΓɺ12ࡢ　 िؒڅӤͨ͠ )'% ܈
Ͱ͸ɺ͍ͣΕ΋݂த؊ো֐ϚʔΧʔ΍ίϨες

ϩʔϧ஋ͷ্ঢ͕ೝΊΒΕɺࢷ๱؊ͷපଶൃ঱͕
ೝΊΒΕ͕ͨɺڵຯਂ͍͜ͱʹɺ)'% 	5'"�


�"'5	 Ͱ͸ɺ)'%܈ ΑΓ΋͞Βʹɺ؊ଁͷ܈
૬ରॏྔ（૬ର؊ॏྔ）͓Αͼࢷ๱஝ੵ͕ဏਐ͠
͍ͯͨɻ·ͨɺ؊ଁͷ࿝Խؔ࿈෼ࢠͷൃݱղੳ͔
ΒɺQ53 ԼྲྀҨ఻ࢠ Q21 ͸ )'% τ͍͓ͯʹ܈
ϥϯεࢷ๱ࢎͷ༗ແʹΑΒͣൃ্ݱঢ͕ೝΊΒΕ
͕ͨɺ࿝ԽϚʔΧʔ෼ࢠ Q16（ࡉ๔पࢭఀظҼࢠ）
ʹ͍ͭͯ͸ɺ)'% 	5'"�
 ݱͰಛʹஶ͍͠ൃ܈
্ঢ͕ೝΊΒΕͨ（ࡢ年度研究ใࠂ）ɻ
ӤΛ続͚ɺ24څʹ年度͸ɺ͞Βࠓ　 िؒɺ36
िؒڅӤͨ͠ࡍͷපଶղੳΛͨͬߦɻͦͷ݁Ռɺ
24 िؒڅӤͨ͠৔合ʹ͸ɺ)'% 	5'"�
 ͷ܈
૬ର؊ॏྔ͸ )'% 	5'"�
 ͔ͬߴʹΑΓ༗ҙ܈
͕ͨɺ36 िؒڅӤͨ͠ࡍʹ͸༗ҙͳࠩ͸ͳ͘ͳͬ
ͨɻ·ͨɺ؊ଁ࿝Խͷఔ度ΛධՁ͢ΔͨΊɺ؊
ଁ૊৫੾ยͷ 4"� Ќ (BM છ৭Λͨͬߦͱ͜Ζɺ
12 िؒͷڅӤʹΑΓɺ)'% %/Ͱ͸ɺ܈ ͱ܈
ൺֱͯ͠ 4"� Ќ (BM ཅੑࡉ๔数͕૿Ճ͠ɺಛʹɺ

 

 

㸰）⪁໬ಁ㐍作用のトランス⬡⫫㓟種間での比較解析 

 トランス⬡⫫㓟の中には、࢚イラࢪン㓟をはࡌめとした、ᕤᴗ的な㣗ရ〇造㐣程で

⏘生されるࠕேᕤᆺࠖトランス⬡⫫㓟と、ウシな࡝の཯ⱄື≀中の⫶の中に生ᜥする

ᚤ生≀により⏘生されるバクࢭン㓟のようなࠕኳ↛ᆺࠖトランス⬡⫫㓟がᏑᅾする。

これまで␿学的ㄪᰝからㅖ疾患発症リスクが示唆されてきたのはேᕤᆺのࡳである

⫼ᬒを㋃ま࠼、௦表的なኳ↛ᆺトランス⬡⫫㓟であるバクࢭン㓟、ルーメン㓟の⪁໬

ಁ㐍作用の有↓について検討した。その結果、これらのኳ↛ᆺトランス⬡⫫㓟のฎ⨨

条件下では、࢚ライࢪン㓟と同ᵝの D1A ᦆയ時の SASP ᅉᏊ ,/�� の発現ㄏᑟಁ㐍作用

は認められなかった（図㸰）。ᚑって、ኳ↛ᆺトランス⬡⫫㓟は⪁໬ಁ㐍作用を有さ

ないことが示唆された。 

 

図㸯：U2OS 細⬊のࢼ࢟ーࢮ ; 㔝生ᆺ細⬊（:T）またはḞᦆ細⬊（.O）に、200 wM ࢚ライࢪ

ン㓟Ꮡᅾ下または非Ꮡᅾ下でシスプラࢳン (D1A ᦆയㄏᑟ๣)をฎ⨨して⪁໬をㄏᑟしたᚋ

に細⬊をᅇ཰し、reaO�tiPe PCR 法によって SASP ᅉᏊ ,/�� の PR1A 発現ࣞベルを解析した 

(発現ࣞベルは *APD+ の PR1A ࣞベルで補正し、┦対値で表グ)。 

図 1
U2OS 細胞のキナーゼ X 野生型細胞（WT）または欠
損細胞（KO）に、200 µM エライジン酸存在下または
非存在下でシスプラチン （DNA 損傷誘導剤）を処置し
て老化を誘導した後に細胞を回収し、real-time PCR
法によって SASP 因子 IL-8 の mRNA 発現レベルを解
析した（発現レベルは GAPDH の mRNAレベルで補
正し、相対値で表記）。

 

 

㸰）⪁໬ಁ㐍作用のトランス⬡⫫㓟種間での比較解析 

 トランス⬡⫫㓟の中には、࢚イラࢪン㓟をはࡌめとした、ᕤᴗ的な㣗ရ〇造㐣程で

⏘生されるࠕேᕤᆺࠖトランス⬡⫫㓟と、ウシな࡝の཯ⱄື≀中の⫶の中に生ᜥする

ᚤ生≀により⏘生されるバクࢭン㓟のようなࠕኳ↛ᆺࠖトランス⬡⫫㓟がᏑᅾする。

これまで␿学的ㄪᰝからㅖ疾患発症リスクが示唆されてきたのはேᕤᆺのࡳである

⫼ᬒを㋃ま࠼、௦表的なኳ↛ᆺトランス⬡⫫㓟であるバクࢭン㓟、ルーメン㓟の⪁໬

ಁ㐍作用の有↓について検討した。その結果、これらのኳ↛ᆺトランス⬡⫫㓟のฎ⨨

条件下では、࢚ライࢪン㓟と同ᵝの D1A ᦆയ時の SASP ᅉᏊ ,/�� の発現ㄏᑟಁ㐍作用

は認められなかった（図㸰）。ᚑって、ኳ↛ᆺトランス⬡⫫㓟は⪁໬ಁ㐍作用を有さ

ないことが示唆された。 

 

図㸯：U2OS 細⬊のࢼ࢟ーࢮ ; 㔝生ᆺ細⬊（:T）またはḞᦆ細⬊（.O）に、200 wM ࢚ライࢪ

ン㓟Ꮡᅾ下または非Ꮡᅾ下でシスプラࢳン (D1A ᦆയㄏᑟ๣)をฎ⨨して⪁໬をㄏᑟしたᚋ

に細⬊をᅇ཰し、reaO�tiPe PCR 法によって SASP ᅉᏊ ,/�� の PR1A 発現ࣞベルを解析した 

(発現ࣞベルは *APD+ の PR1A ࣞベルで補正し、┦対値で表グ)。 

図 2
U2OS 細胞に、200 µM エライジン酸、バクセン酸また
はルーメン酸存在下でシスプラチン（DNA 損傷誘導剤）
を処置して老化を誘導した後に細胞を回収し、real-
time PCR 法によって SASP 因子 IL-8 の mRNA 発現
レベルを解析した（発現レベルは GAPDH の mRNA
レベルで補正し、相対値で表記）。



��

研究࣮੷報告集

)'% 	5'"�
 Ͱ͸܈ )'% 	5'"r
 ΑΓ΋͞܈
Βʹ༗ҙͳ૿Ճ͕ೝΊΒΕͨɻ͔͠͠ɺ24 िؒ
͋Δ͍͸ 36 िؒڅӤͨ͠ࡍʹ͸ɺ྆ؒ܈ͷ༗ҙ
ͳࠩ͸ͳ͘ͳͬͨɻ͜ΕΒͷ݁ՌΑΓɺτϥϯε
๔࿝ࡉͷظૣʹࡍ๱৯Λઁऔͨ͠ࢷߴ͸ɺࢎ๱ࢷ
ԽΛ༠ಋ͢Δ࡞༻͕͋Δ͜ͱ͕ࣔࠦ͞Εͨɻͦ͜
Ͱɺ)'% 	5'"�
 ࢷͷ૬ର؊ॏྔͷ૿Ճ͕ɺ܈
๱஝ੵʹΑΔ΋ͷ͔Ͳ͏͔͔֬ΊΔͨΊɺ12 ि
๱ͷ୅ࢷͷ؊ଁ૊৫੾ยʹ͍ͭͯதੑ܈Ӥڅؒ
දతͳછ৭๏Ͱ͋Δ 0JM�SFE 0 છ৭Λͨͬߦͱ
͜Ζɺ)'% 	5'"�
 ๱ͷ஝ੵࢷͰ͸ಛʹதੑ܈
ɺʹ࣍Δ͜ͱ͕֬ೝͰ͖ͨ（ਤ̏"）ɻ͍͖ͯى͕
12 िؒڅӤ֤ͨ͠܈ͷҨ఻ݱൃࢠมಈϓϩϑΝ
ΠϧΛɺ3/"TFR ʹΑͬͯ໢ཏతʹղੳͨ͠ͱ
͜Ζɺ୅දతͳ 4"41 Ҽࢠ（Ԍ঱ؔ࿈ҼࢠͳͲ）

Λ͸͡Ίͱ͢Δࡉ๔࿝Խؔ࿈Ҩ఻ࢠʹ͍ͭͯɺ
)'% 	5'"�
 Ͱ͸܈ )'% 	5'"r
 ΑΓ΋ஶ܈
ೝΊΒΕ͕ͨ޲܏ঢ͢Δ্ݱൃ͘͠ 	 ਤ̏#
ɻҎ
্ͷ݁Ռ͔Βɺτϥϯεࢷ๱ࢎΛؚΉࢷߴ๱৯Λ
ઁऔͨ͠Ϛ΢εͰ͸ɺ؊ଁͷࢷ๱஝ੵ΍Ԍ঱ଅਐ
ʹ൐ͬͯɺ࿝ԽͷՃ଎͕͖ىΔ͜ͱ͕ࣔࠦ͞Εͨɻ

ʲ૯ׅʳ
　ຊ研究成ՌΑΓɺτϥϯεࢷ๱ࢎʹΑΔ࿝Խଅ
ਐ࡞༻ͷ෼ߏػࢠͱɺͦͷ؊࣬ൃױ঱ͱͷؔ࿈͕
ࢎ๱ࢷΒ͔ʹͳͬͨ（ਤ̐）ɻτϥϯε໌ʹࡉৄ
ͷઁऔʹΑΓɺࢷߴ๱৯ઁऔ࣌ͷ؊ଁ࿝Խͱࢷ๱
஝ੵ͕૬ؔͯ͠ဏਐ͍͕ͯͨ͠ɺۙ࠷ͷ஌͔ݟ
Βɺࢷ๱஝ੵʹΑͬͯ࿝Խଅਐɺ͋Δ͍͸ٯʹɺ
࿝ԽʹΑͬͯࢷ๱஝ੵ͕ଅਐ͢Δ͜ͱ͕ࣔ͞Εͯ

図 3
12 週間トランス脂肪酸含有高脂肪食を摂取させたマウスの肝臓の病態解析。（A）Oil-red O 染色像。中性脂肪が
赤色に染まる、代表的な中性脂肪染色法。HFD （TFA+）群では、中性脂肪の蓄積が特に亢進している。Bar, 50 
µm。（B）細胞老化関連遺伝子の発現変動プロファイル。RNAseq 解析の結果、HFD（TFA+）で HDF （TFA–）
よりも特に発現が上昇していたものを選定し、ヒートマップで発現変動を示している。ND: 普通食 (normal diet), 
HFD （TFA+）: トランス脂肪酸含有高脂肪食 （high fat diet containing trans-fatty acids）, HFD （TFA–）: 通常
の（トランス脂肪酸不含）高脂肪食（HFD without TFA）。

 
 

 

࠙⥲ᣓࠚ 

 本研究成果より、トランス⬡⫫㓟による⪁໬ಁ㐍作用のศᏊ機

ᵓと、その⫢疾患発症との関連が詳細に᫂らかになった（図㸲）。

トランス⬡⫫㓟のᦤྲྀにより、高⬡⫫㣗ᦤྲྀ時の⫢⮚⪁໬と⬡⫫

⵳✚が┦関してஹ㐍していたが、最㏆の▱ぢから、⬡⫫⵳✚によ

って⪁໬ಁ㐍、あるいは㏫に、⪁໬によって⬡⫫⵳✚がಁ㐍する

ことが示されており、メタ࣎リࢵクシンドࣟームと⪁໬とのᐦ᥋な関連が╔┠されて

いる(OJrodniN et aO.�1at. CoPPun.� 2017)。また、トランス⬡⫫㓟の中でࡶ、特に

ேᕤ的な㣗ရ〇造㐣程で⏘生される࢚ライࢪン㓟がᙉຊな⪁໬ಁ㐍作用を有する一

᪉、ኳ↛⏤᮶のトランスバクࢭン㓟ࡸルーメン㓟には⪁໬ಁ㐍作用は認められなかっ

たことから、これまでの␿学的研究によるேᕤᆺトランス⬡⫫㓟の疾患発症との関連

を⿬௜ける合⌮的な結果が得られた。本研究成果は、トランス⬡⫫㓟ᦤྲྀにకうຍ㱋

性疾患の発症機ᗎ解᫂、および予㜵・἞⒪ᡓ␎の㛤発に⧅がる㔜せなᇶ♏的▱ぢであ

り、㣗ရのᏳ඲性ྥୖࡸ健ᗣ㛗ᑑ♫఍の実現に኱きく㈉⊩可能である。 
 

 

 

 

図㸱：12㐌間トランス⬡⫫㓟ྵ有高⬡⫫㣗をᦤྲྀさࡏたマウスの⫢⮚の⑓ែ解析。(A) OiO�red 

O ᰁⰍീ。中性⬡⫫が㉥Ⰽにᰁまる、௦表的な中性⬡⫫ᰁⰍ法。+FD (TFA+)⩌では、中性⬡⫫の

⵳✚が特にஹ㐍している。%ar� 50 wP。(%) 細⬊⪁໬関連㑇ఏᏊの発現変ືプࣟファイル。R1AVeT

解析の結果、+FD (TFA+)で +DF (TFA̽)よりࡶ特に発現がୖ᪼していたࡶのを選定し、ࣄートマ

プで発現変ືを示している。1D: ᬑ㏻㣗 (norPaO diet)� +FD (TFA+): トランス⬡⫫㓟ྵ有高ࢵ

⬡⫫㣗 (hiJh Iat diet containinJ tranV�Iatt\ acidV) � +FD (TFA̽): ㏻常の (トランス⬡⫫

㓟୙ྵ)高⬡⫫㣗 (+FD Zithout TFA)。  
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図 4
本研究によって明らかになったトランス脂肪酸による細胞老化促進作用機構および加齢性疾患発症との関連。エライ
ジン酸などのトランス脂肪酸は、DNA 損傷時の細胞老化を、転写因子 p53 および kinase X の活性化亢進によっ
て促進する。一方、重度の DNA 損傷蓄積時には、ストレス応答性 MAP キナーゼ JNK およびそのミトコンドリア
外膜上のアダプター分子 Sab を介したミトコンドリア活性酸素産生を増強することで、細胞死を促進する（Hirata et 
al., Scientific Reports, 2020）。このようにトランス脂肪酸は、DNA 損傷の程度に応じて、全く異なる分子機構で
細胞老化または細胞死誘導を促進することで、循環器系疾患やがんをはじめとする様々な加齢性疾患の発症に寄与
すると考えられる。

 

 

ᘬ用ᩥ⊩： 
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図㸲：本研究によって᫂らかになったトランス⬡⫫㓟による細⬊⪁໬ಁ㐍作用機ᵓおよびຍ㱋性

疾患発症との関連。࢚ライࢪン㓟な࡝のトランス⬡⫫㓟は、D1A ᦆയ時の細⬊⪁໬を、㌿෗ᅉᏊ

p53 および NinaVe ; のά性໬ஹ㐍によってಁ㐍する。一᪉、㔜度の D1A ᦆയ⵳✚時には、スト

ࣞスᛂ⟅性MAPࢼ࢟ー1-ࢮ.およびその࣑トコンドリアእ⭷ୖのアダプターศᏊSaEを௓した࣑

トコンドリアά性㓟⣲⏘生をቑᙉすることで、細⬊Ṛをಁ㐍する (+irata et aO.� ScientiIic 
ReportV� 2020)。このようにトランス⬡⫫㓟は、D1A ᦆയの程度にᛂࡌて、඲く␗なるศᏊ機ᵓ

で細⬊⪁໬または細⬊Ṛㄏᑟをಁ㐍することで、ᚠ⎔ჾ⣔疾患ࡸがࢇをはࡌめとするᵝࠎなຍ㱋

性疾患の発症にᐤ୚すると⪃࠼られる。 





�7

研究実੷報ࠂ集

Ⅰ. 研究活動の概要
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໳৬ͷ໾ׂʯͳͲɺݸʑͷঢ়گʹԠཱͨࣗ͡
ͷ࢟Λ͚ͩͭ͠ݟɺଅ͢ͱ͍͏ࢹ఺͕ॏཁͰ
͋Δ͜ͱ

ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する
介護予防事業の構築・継続要因に関する研究

ެӹஂࡒ๏人μΠϠࣾྸߴձ研究ஂࡒ　
ओ೚研究һ

澤岡　詩野 研究期間　平成29年度ʙ令和元年度（3年計ը3年໨）
助成金（実績総額）　4,782,000円
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ʲ研究�೥໨ʢ����೥౓ʣr
⿟աڈ 2 年ؒʹಘͨ৘ใͷ֬ೝΛ͏ߦҝʹɺ௥

Ճͷࢀ༩࡯؍Λͨͬߦɻ
⿟研究 1 年໨ͱ 2 年໨ͷ݁ՌΛड͚ͨ࠷ऴ年度
（2019 年度）͸ɺಘΒΕͨ஌ݟΛ౷合͠ɺް
ੜ࿑ಇল͕ਪ͠ਐΊΔʮ௨͍ͷ৔ʯͷܗ成ϓϩ
ηε΍՝୊ɺ՝୊ղܾʹΉ͚ͨࢧԉ΍޻෉ͳͲ
Λ·ͱΊͨϦʔϑϨοτʮ௨͍ͷ৔ͷ 3 ͭͷ
՝୊Λ௕ॴʹม͑Δʂ：ຐ๏ͷ੠͔͚ͷώϯ
τʯ2）Λ࡞成͠ɺ࣏ࣗମͷྸߴ者෦ॺɺ஍Ҭ
แׅࢧԉηϯλʔɺࣾձ෱ٞڠࢱձɺ௨͍ͷ৔
ͷӡӦ者ͳͲʹૹ෇ͨ͠ɻ

⿟研究成ՌͷҰ෦Λ࿦จʹ·ͱΊɺγχΞࣾձֶ
ձʮΤΠδϨεϑΥʔϥϜʯʹ౤ͨ͠ߘ（ࠪಡ
෇͖ɺ2020 年 6 ༧ఆ）ʯ3）ɻߦץ݄

Ⅱ. 研究の成果

　஍Ҭͮ͘Γܕհޢ༧๷ۀࣄʮ元ͮ͘ؾΓεςʔ
γϣϯʯ33 ͔ॴΛ 3 年ؒʹΘͨΓ௥੻ͨ݁͠Ռɺ
৺਎ͷঢ়گͳͲʹԠͨ͡ܗͰ׆ಈͷ৔ͮ͘Γʹؔ
ΘΔ͜ͱͰհޢ༧๷ͷޮՌΛಘΔ͚ͩͰ͸ͳ͘ɺ
者͕ۙॴͷҾ͖͜΋͍ͬͯΔ人΍਎ྸߴՃͨ͠ࢀ
ମΛಈ͔͢͜ͱ͕͍ݏͳ஍元ͷ஥ؒΛ׆ಈʹ༠͏
ͱ͍ͬͨ஍Ҭʹ΋ΏΔ΍͔ͳ݈ͮ͘߁Γͷͭͳ͕
ΓΛ֦͛Δ৔ͱͳ͍ͬͯΔ͜ͱ͕໌Β͔ʹͳͬ
ͨɻ
　ಉ࣌ʹɺ௕͍׆ʹؒظಈΛ続͚͍ͯ͘͏͑Ͱʮհ
ಈ͕׆者ͷࣗओάϧʔϓྸߴͨ͠ʹ༧๷Λ໨తޢ
௚໘͢Δ՝୊ʯ΋໌Β͔ʹͳͬͨɻ՝୊ͱղܾʹ
Λ෇͚Δ΂͖ϙΠϯτΛάϧʔϓͷੈ࿩ؾ͚ͯ޲
໾ͷޠΓ͔Β੔ཧ͢Δͱɺ̡ ϝϯόʔͷק༠ͱҡ
ʳ̡࣋ உੑϝϯόʔͷఆணʳ̡ ϝϯόʔͷؔΘΓํʳ

ʲੈ࿩໾ͷ֬อʳ̡ ձඅͷ位ஔ͚ͮʳ̡ ಈχʔζ׆
ͷ೺Ѳʳ̡ 継続ͷՄೳੑʳͷ 7 ͭͷӡӦ্ͷϙΠ
ϯτ͕Έ͖͑ͯͨ（ਤ 1）ɻ
۠ʹ者ߨͳͲͷड࠲ߨ༧๷ޢ͸ɺհʹ্ཱ࣌͛　
ͷอ݈ࢣ΍஍ҬแׅέΞηϯλʔͷࢣޢ؃ͱ͍ͬ
ͨઐ໳৬͕ࣗओԽΛಇ͖͔͚ɺମૢΛ͍ͨ͠ͱ͍
͏ҙ͚ࣝͩͰ͸ͳ͘ɺओମతͳࢀՃʹཧղΛ͠Ί
ͨ͠人͕࢒Γɺࣗओάϧʔϓ׆ಈΛ্ཱ͍ͪ͛ͯ

ͨɻ͜ͷஈ֊Ͱ࠲ߨड͔࣌ߨΒ人数͕൒෼ҎԼʹ
Ίͯ૬ஊٻಈઌΛ׆ɺ͠ࡏগͨ͠άϧʔϓ΋ଘݮ
者ʹઐ໳৬͕঺հΛͨ͠Γɺϝϯόʔྸߴ͖ͨʹ
ಉ࢜ͷޱίϛͰ新ͨͳϝϯόʔͷק༠͕ߦΘΕͯ
͍ͨʲϝϯόʔͷק༠ͱҡ࣋ ɻrಛʹɺҰൠʹࣾ
ձؔ܎ͷශ͠͞΍ۙྡͱͷަྲྀͷرബͳ͜ͱ͕஌
ΒΕΔ౎ࢢஉੑྸߴ者ʹ͍ͭͯ͸ɺ঺հ͞Ε͖ͯ
ͯ΋Ұ人Ͱ͸׆ಈʹೃછΈʹ͍͘൓໘ɺ୅දΛ
୲ͬͨΓɺॏ͍ҜࢠΛग़͢ͱ͍ͬͨɺͳΜΒ͔ͷ
໾ׂΛ֫ಘͨ͠৔合ʹ͸ఆண͠΍͍͢͜ͱ͕ࣔ͞
Εͨʲஉੑϝϯόʔͷఆண ɻr
　͜͏ͯࣗ͠ओάϧʔϓͱͯ͠ͷ׆ಈΛ続͚͍ͯ
͘ͳ͔Ͱ௚໘͢Δͷ͕ɺڏऑԽ΍ྸߴԽͰ͋ͬͨɻ
ੈ࿩໾΍ิ助తͳ໾ׂΛ୲ͬͨΓɺ౰൪੍ͰӡӦ
Λ෼୲ͨ͠ΓɺϝϯόʔͷӡӦ΁ͷؔΘΓํ͸ά
ϧʔϓʹΑΓҟͳΔ͕ɺ্ཱ͛࣌΍Ճೖ࣌ͷΑ͏
ͳओମతͳؔΘΓํ͕೉͘͠ͳΔͳ͔Ͱɺෛ୲ײ
Λ͡ײΔϝϯόʔ΋૿͍͑ͯͨɻ͜ͷ݁ՌɺΈͳ
ͰҰ༷ʹ΍ΔͷͰ͸ͳ͘ʮ΍ΕΔ͜ͱΛ΍ΕΔ人
Ͱ΍Δʯͱ͍͏ํ਑ʹస͕׵ਤΒΕ͍ͯͨʲϝϯ
όʔͷؔΘΓํʳ̡ ੈ࿩໾ͷ֬อ ɻrಉ࣌ʹɺʮձ
අΛ૿΍͢͜ͱͳ͘ʯʮ΍ΕΔ͜ͱΛ΍ΕΔ人Ͱ
΍ΔʯൣғͰ΋Ͱ͖ΔӡӦ΁ͷస͕׵ਤΒΕɺँ
ۚͷ͔͔Δ֎෦ࢣߨΛট͍ͨΓɺ新ͨͳϓϩάϥ
ϜΛऔΓೖΕ続͚͖ͨάϧʔϓ΋ɺϝϯόʔ͕ಛ
ٕΛग़͠合͍ͨͬ͋͑ڭΓɺ਎ମঢ়گʹซͤͯࢀ
Ճͷ度合͍Λॊೈʹௐ੔͢Δͱ͍ͬͨ಺༰ʹγϑ
τ͍ͯͨ͠ʲձඅͷ位ஔ͚ͮʳ̡ ಈχʔζͷ೺׆
Ѳ ɻr͞Βʹ׆ಈ͕ؒظ௕͘ͳΔͱͱ΋ʹɺަྲྀ
໨తͷ׆ಈΛऔΓೖΕΔάϧʔϓ΋૿͑ͭͭ͋ͬ
ͨɻ
　ʮ΍ΕΔ͜ͱΛ΍ΕΔ人Ͱ΍Δʯ͜ͱʹՃ͑ɺ
ಈʹ௨ͬͯ͘Δ׆ʹ੠Λ͔͚͋ͬͯҰॹʹ͍ޓ͓
ͳͲͷʮϝϯόʔಉ࢜ͷ͑ࢧ合͍ʯ͕ɺڏऑԽ・
ಈΛ継続͢ΔͨΊͷཁҼͱͳͬͯ׆Խͯ͠΋ྸߴ
͍Δ͜ͱ͕ࣔ͞Εͨɻ͞Βʹɺϝϯόʔಉ࢜ͷࢧ
͑合͍ͷͳ͔͔ΒɺΈͳͱಉ͡Α͏ʹؔΘΕͳ͘
ͯ΋ʮଘ͓͕ࡏखຊʯͰɺ࢟Λͯͤ͘ݟΕΔ͜ͱ
͕໾ׂͰ͋ΓɺओମతͳࢀՃͰ͋Δͱ͍ͬͨՁ஋
ʯੑ܎合͏͍ؔݣؾʹָؾ成͞Ε͍ͯͨɻʮৢ͕؍
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図 1

られていた࠙メンバーの関ࢃり᪉࠙ࠚୡヰᙺの確ಖࠚ。同時に、ࠕ఍㈝をቑࡸすことな

くࠖࡸࠕれることをࡸれるேでࡸるࠖ⠊ᅖでࡶできる㐠Ⴀ࡬の㌿換が図られ、ㅰ㔠の

かかるእ部ㅮᖌをᣍいたり、᪂たなプࣟࢢラムをྲྀりධれ⥆けきたࢢループࡶ、メン

バーが特ᢏを出し合いᩍ࠼あったり、㌟体≧ἣにేࡏてཧຍの度合いをᰂ㌾にㄪᩚす

るといったෆᐜにシフトしていた࠙఍㈝の఩⨨࡙け࠙ࠚάືࢽーズのᢕᥱࠚ。さらにά

ືᮇ間が㛗くなるととࡶに、交ὶ┠的のάືをྲྀりධれるࢢループࡶቑ࠼つつあった。 
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ͱ͍ͬͨάϧʔϓ಺Ͱͷަྲྀ͕ࣗओάϧʔϓʹ継
続ͯ͠ࢀՃ͢ΔͨΊͷཁҼͱͳΔ͜ͱ͕஌ΒΕͯ
͍Δ͕ɺຊ研究Ͱ͸͞ΒʹڏऑԽ・ྸߴԽͨ͠౰
Ճ͠続͚ΒΕΔแઁతͳάϧʔࢀʹ者͕ओମతࣄ
ϓͱͳΓ͑Δ͜ͱ͕ࣔ͞Εͨɻ
　ҰํͰɺάϧʔϓͷࣗ助౒ྗͰ͸ղܾ͕ࠔ೉ͳ
՝୊΋ଘͨ͠ࡏɻ
ʮੈ࿩໾ͷݻఆԽʯ：্ཱͪ͛࣌ʹઐ໳৬͕ద೚
者ͱ໨੕Λ͚ͭͨԿ͔Βͷ׆ಈݧܦ者Λੈ࿩
໾ʹਪͨ͠৔合΋ɺຽੜҕһͳͲΛ୲͍खͱ͠
ͯҾ͖ࠐΜͩ৔合΋ɺ׆ಈ年数͕ܦա͢Δͳ͔
Ͱ新ͨͳੈ࿩໾Λϝϯόʔ͔ΒืΔ͜ͱ͕೉
成͞Ε͍ͯͨɻࣗओάϧʔϓͷৢ͕ؾۭ͍͠
Ϧʔμʔత໾ׂΛ୲͏ʹ͸ɺࣾձతͳ׆ಈΛ
Β͛ڍΛ༗͢Δ͜ͱ͕ݧܦ͖ͨͯ͠ʹతۃੵ
Ε͍ͯΔɻ研究ର৅ͱͳͬͨ元ͮ͘ؾΓεςʔ
γϣϯͰ΋ɺݧܦ者্ཱ͕ͪ͛࣌ͷੈ࿩໾Λ୲
͏ྫ͕ଟ͘ɺ͜ͷ݁Ռͱͯ͠ϝϯόʔʹ͋ͷ人
͔ͩΒͰ͖Δͱ͍֮ͬͨײΛੜΈग़͠ɺݻఆԽ
ΛҾ͖͢͜ىͱ͍͏ϓϩηε͕૝૾͞Εͨ

ʮϝϯόʔ͔ΒͷఏҊͷݮগʯ：׆ಈ͕ؒظ௕͘
ͳΔʹ൐͍ɺϝϯόʔ͔ΒͷӡӦʹର͢ΔఏҊ
௚໘͍ͯͨ͠ɻάϧʔʹگগ͢Δͱ͍͏ঢ়ݮ͕
ϓશମ͕ྸߴԽ͢Δͳ͔Ͱɺ਎ମͷΈͳΒͣϞ
νϕʔγϣϯͷ௿Լʹ൐͍ʮ΍ΕΔ͜ͱΛ΍Ε
Δ人Ͱ΍Δʯͷʮ΍ΕΔʯൣғ΋ॖখ͠ɺϝϯ
όʔ͚ͩͰͷӡӦ͕ࠔ೉ʹͳΓͭͭ͋Δঢ়گ
͕૝૾͞Εͨ

　͜ΕΒʹ௚໘ͨ݁͠Ռɺ͜ىޙࠓΔͰ͋Ζ͏ೝ
஌঱΍αϙʔτΛඞཁͱ͢Δϝϯόʔͷ૿Ճɺࣗ
਎ͷ৺਎ͷਰ͑ͱ͍ͬͨঢ়گʹରͯ͠લ͖޲ʹղ
͍ͯ͠ࡏΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ੈ࿩໾΋ଘ͑ߟΛࡦܾ
ͨʲ継続ͷՄೳੑ ɻr͜Ε͸ɺ্ཱͪ͛࣌ͷ元ؾ
ͳ人Λલఏʹͨ͠ӡӦͷࡏΓํΛɺࡏݱ΍কདྷͷ
Γํʹͦͷ··౰ͯ͸ΊΑ͏ͱͨ݁͠ՌͰ΋͋ࡏ
Δͱ͍͑Δɻ͜Εʹର͠׆ಈΛࢧԉ͢Δઐ໳৬͕
͢΂͖͸ʮ໰୊఺ͱղܾࡦΛ౰ࣄ者͕͑ߟΔʯ΍

ʮ໰୊ղܾͷաఔʹ౰ࣄ者ͷࢀՃΛଅ͠ɺݸ人ͷ
੹೚ΛߴΊΔʯͱ͍ͬͨΤϯύϫϝϯτΛଅ͢͜
ͱ͚ͩͰ͸ͳ͍ͱ͍͑ΔɻάϧʔϓͷʮͰ͖͍ͯ

Δ͜ͱʯʮ΍ΕΔ͜ͱʯΛ͚ͩͭ͠ݟɺੈ࿩໾Λ
͸͡Ίͱ͢Δϝϯόʔͱڞ༗͠ɺʮ΍Εͳ͍͜ͱʯ
Λάϧʔϓ֎ͷྗ΋͍࢖ͳ͕Βղܾ͢Δํ๏Λڞ
Ճ͠続ࢀʹԽͯ͠΋ओମతྸߴ・ऑԽڏɺ͑ߟʹ
͚ΒΕΔแઁతͳࣗओάϧʔϓ׆ಈͷӡӦํ๏Λ
ಋ͖ग़͢͜ͱ͕ॏཁͰ͋Δɻ

1）ʮ元ͮ͘ؾΓεςʔγϣϯʯ：
　஍Ҭ಺ͷͭͳ͕ΓΛৢ成͢Δ͜ͱͰޓ助・ڞ助
ΛҾ͖ग़͠ɺհޢ༧๷Λߦ੓ͱࢢຽ・஍Ҭͷڠಇ
ͰਐΊΔ͜ͱΛ໨͠ࢦɺ2012 年ΑΓ͕ۀࣄຊ֨
తʹελʔτͨ͠ɻ͜ͷ໨తʹࢍಉͯ͠ొ࿥ͨ͠
65 成͞ΕΔߏҎ্Ͱࡀ 10 人Ҏ্ͷάϧʔϓʹ
ର͠ɺ࣏ࣗମ͕ӡӦͷαϙʔτΛ͍ͯͬߦΔɻ۩
ମతʹ͸ɺอ݈ࢣ΍ࢣޢ؃ͳͲ͕׆ಈʹؔΘΓɺ
ͷͨ࣋ɺϞνϕʔγϣϯҡڙͷఏࡐڭ΍ݣ೿ࢣߨ
ΊͷମྗଌఆɺࣗओԽʹ͚ͨ޲Ϧʔμʔҭ成ͳͲ
Λ͍ͯͬߦΔɻ
2）ϦʔϑϨοτͷೖखํ๏͸ɺ（ެࡒ）μΠϠ
΁໰͍合ΘͤΔ͔ɺϗʔϜϖʔஂࡒձ研究ࣾྸߴ
δ͔Βμ΢ϯϩʔυ͕ՄೳɻIUUQ���XXX�EJB�
PS�KQ�NBHJDXPSE�
˟ 160�0022 新॓۠新॓ 1�34�57&3%&7*45"
新॓ޚԓ 3 ֊ɺ5&-03�5919�1631
3）ᖒԬࢻ໺：հޢ༧๷Λ໨తͱԼྸߴ者ͷࣗओ
άϧʔϓ׆ಈͰੜ͡Δ՝୊ʀԣ඿ࢢ元ͮ͘ؾΓε
ςʔγϣϯۀࣄͰੈ࿩໾Λ୲͏ྸߴ者ͷޠΓ͔
ΒɽΤΠδϨεϑΥʔϥϜɼ18（2021）ɽ



��

研究実੷報ࠂ集

長寿科学への貢献に資する効率的かつ実用的な
臨床研究のモニタリング体制の開発に関する研究

国立長寿医療研究センター　治験・臨床研究推進センター
治験・臨床研究推進部長

鈴木　啓介 研究期間　平成29年度ʙ令和元年度（3年計ը3年໨）
助成金（実績総額）　5,718,972円

Ⅰ. 研究活動の概要

　平成 27 年݄̐ʹ͞ߦࢪΕͨʮ人Λର৅ͱ͢Δ
ҩֶܥ研究ʹؔ͢Δྙཧࢦ਑（౷合ࢦ਑）ʯʹ͓
͍ͯ͸ɺ৵ऻ͋Γհೖ͋Γͷྟচ研究Ͱ͸Ϟχλ
ϦϯάΛ࣮͠ࢪɺ研究ͷ৴པੑΛ֬อ͢Δ͜ͱ͕
ٛ຿͚ͮΒΕ͍ͯΔɻ·ͨ平成 30 年݄̐̍೔͔
Β͞ߦࢪΕͨྟচ研究๏ʹ͓͍ͯ΋ɺʮಛఆྟচ
研究ʯʹ֘౰͢Δ研究Λ࣮͢ࢪΔ研究者͸Ϟχλ
Ϧϯάͷ࣮ࢪΛؚΊͨछʑͷ੹຿ΛՌͨ͞ͳ͚Ε
͹ͳΒͳ͍ɻ͔͠͠ͳ͕Βզ͕ࠃͰ࣮͞ࢪΕ͍ͯ
ΔҰൠతͳϞχλϦϯά͸ɺݧ࣏ۀاͰߦΘΕΔ
ϞχλϦϯάΛϕʔεʹ͍ͯ͠ΔͨΊɺ研究ͷ࣮
΁ෝ͍ͯશྫͰΧϧςͷ௚઀Ӿཡ（4%7）ؔػࢪ
Λ͏ߦͳͲɺܾͯ͠ޮ཰తͳ΋ͷͰ͸ͳ͘ɺ͔ͭ
ߦίετͱͳΔ͜ͱ͕ଟ͔ͬͨɻ研究者ओಋͰߴ
ΘΕΔҰൠతͳྟচ研究Ͱ͸ɺۚࢿ΍人త͕ݯࢿ
ॆ෼ʹಘΒΕΔݧ࣏ۀاͱ͸എ͕ܠҟͳΔͨΊɺ
͜ͷΑ͏ͳϞχλϦϯάΛ࣮͢ࢪΔ͜ͱ͸࣮ݱత
Ͱ͸ͳ͍ɻ
　͜ΕΒͷ໰୊Λղܾ͠Α͏ͱɺۙ࠷Ͱ͸શྫͰ
͸ͳ͘Ұ෦ͷ঱ྫͷΈϞχλϦϯάΛ࣮͢ࢪΔα
ϯϓϦϯάϞχλϦϯά΍ɺதԝʹͯσʔλΛҰ
ׅ؅ཧ͠ධՁ͢ΔηϯτϥϧϞχλϦϯά΍Ϧ
Ϟʔτ 4%7 ͳͲͷɺ新͍͠ख๏͕採༻͞ΕΔ͜
ͱ΋ଟ͍ɻͨ ͩ͜ͷΑ͏ͳख๏Λ༻͍ͨͱͯ͠΋ɺ
ྟচ研究Λ࣮͢ࢪΔࡍ࣮͍͓ͯʹؔػͷϞχλϦ
ϯάΛ࣮͢ࢪΔϞχλʔͷ人͕ࡐ๡͘͠ɺ$30

（։ൃۀ຿डୗؔػ）ͱ͍ͬͨຽؒۀʹۀا຿Λ
ҕୗͤ͟ΔΛಘͣɺ݁ہ͸͔ͳΓͷίετ͕͔
͔ͬͯ͠·͏ͱ͍͏໰୊఺͸ͨͬ࢒··Ͱ͋Δɻ
ྟচ研究த֩පӃΛ༴͢ΔେֶͳͲͰ͸ $30 ͷ
ΔΑ͏͑ߦ຿ΛࣗલͰۀ "30 ͱݺ͹ΕΔ૊৫Λ
༴͍ͯ͠Δ͕ɺ͜ͷΑ͏ͳ͜ͱ͕Մೳͳ研究ؔػ
͸͘͝Ұ෦ʹͱͲ·͍ͬͯΔɻ
　ͦ͜Ͱຊ研究Ͱ͸ɺ研究者ओಋͰاը・ཱҊࡁ
Έͷೝ஌঱ױ者Λର৅ͱͨ͠հೖ研究（ೋॏ໡ݕ
ൺֱݧࢼɺಛఆྟচ研究ʹ֘౰）Λج൫ͱͯ͠ɺ
αϯϓϦϯάϞχλϦϯά΍ηϯτϥϧϞχλϦ
ϯάͳͲͷख๏΋׆༻ͭͭ͠ɺ研究طʹؔػʹॴ
ଐ͍ͯ͠Δ人ࡐΛର৅ʹ࣮ફతͳڭҭΛͯͬߦϞ
χλʔͱͯ͠ҭ成ͨ͠ΓɺϞχλϦϯάʹ࢖༻
͢Δπʔϧͷ࡞成ͷΈ $30 ʹҕୗͨ͠Γ͢Δͳ
ͲɺͳΔ΂͘௿ίετͰ͔ͭ研究ͷ඼࣭͕ద੾ʹ
؅ཧͰ͖ΔϞχλϦϯάମ੍Λ։ൃ͢Δ͜ͱΛ໨
తͱ͍ͯ͠Δɻ·ͨ研究ͷ৴པੑΛ֬อͰ͖͔ͨ
Ͳ͏͔ͷূݕ΋͏ߦɻ࠷ऴతʹ͸ɺҰൠͷ研究ػ
ؔʹ΋ల։͕ՄೳͰɺ௕णՊֶ΁ͷ͢ࢿʹݙߩΔ
ޮ཰త͔࣮ͭ༻తͳϞχλϦϯάମ੍Λ։ൃͨ͠
͍ͱ͍ͯ͑ߟΔɻ
ͷ໨ඪΛୡ成͢΂͘研究ͷୈҰஈ֊ͱ͠ه্　
ͯɺ研究者Β͕اը・ཱҊ͍ͯ͠Δೝ஌঱ױ者Λ
ର৅ͱͨ͠հೖ研究Ͱ࣮͢ࢪΔϞχλϦϯάʹඞ
ཁͳϞχλϦϯάखॱॻ͓ΑͼϞχλϦϯά計ը
ॻͷ࡞成ʹணख͢Δɻͦͷࡍʹ͸ɺैདྷͷ࣏ۀا
ΘΕ͍ͯΔΑ͏ͳશ঱ྫͰΧϧςͷ௚઀ӾߦͰݧ
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ཡΛ͏ߦΑ͏ͳϞχλϦϯάख๏͸採༻ͤͣɺి
ॻΛதԝͰҰׅͯ͠఺ࠂ成͞Εͨ঱ྫใ࡞ʹతࢠ
໨͝ͱ߲ݕΔηϯτϥϧϞχλϦϯά΍ɺ఺͢ݕ
ʹϞχλϦϯάͷස度΍঱ྫநग़度ΛมԽͤ͞Δ
αϯϓϦϯάϞχλϦϯάͳͲΛ׆༻ͯ͠ɺϞχ
λϦϯάͷޮ཰ੑΛ্ͤ͞޲Δ͜ͱʹ౒ΊΔɻ࣮
༺ޏ͸ɺຊ研究ͷ研究අͰۀ࡞ͷϞχλϦϯάࡍ
͢Δࣄ຿ิ助һͷ΄͔ɺՄೳͰ͋Ε͹֤ࢪઃʹઃ
ఆͨ͠ϩʔΧϧϞχλʔ͕͏ߦɻ͜ΕΒͷ者͸Ϟ
χλϦϯάͷ͕ݧܦ๡͍͠Մೳੑ͕ۃΊ͍ͯͨߴ
Ίɺ研究者Β͕ద੾ͳڭҭ・ࢦಋΛ͏ߦͱͱ΋
ʹɺະݧܦ者Ͱ΋ϞχλϦϯάͷ඼࣭͕୲อͰ͖
Δπʔϧ（νΣοΫϦετ౳）΋։ൃ͢ΔɻҰ෦
ͷۀ຿ʹ͍ͭͯ͸ίετʹݟ合͏ൣғ಺Ͱ $30
ʹҕୗ͢Δ͜ͱ΋ྀ͢ߟΔɻ͜ ͷΑ͏ͳ޻෉ʹͯɺ
ͳΔ΂͘௿ίετͰ͔ͭ研究ͷ඼࣭Λద੾ʹ؅ཧ
Ͱ͖ΔϞχλϦϯάମ੍Λ։ൃ͢Δɻ
　ୈೋஈ֊ͱͯ͠平成 30 年度Ҏ߱ɺߏங͞Εͨ
ମ੍Ͱ࣮ࡍͷϞχλϦϯάΛͨͬߦͱ͖ʹੜ͡Δ
໰୊఺Λநग़͠ɺͦΕΛϞχλϦϯάखॱॻ͓Α
ͼϞχλϦϯά計ըॻʹ൓өͤ͞ɺͦΕΛجʹ͞
ΒʹϞχλϦϯάΛ࣮͢ࢪΔͱ͍ͬͨɺ͍ΘΏ
Δ 1%$" αΠΫϧΛճ͢ۀ࡞ʹணख͢ΔɻϞχ
λϦϯά୲౰者ͷशख़度ͳͲʹΑΓࢪઃຖͷϞχ
λϦϯάख๏ΛมԽͤ͞Δ͜ͱ΋ྀ͢ߟΔɻ·ͨ
ֶձࢀՃ΍ΞϯέʔτௐࠪʹΑͬͯଞͷྟচ研究
ʹ͓͚ΔϞχλϦϯάͷ࣮ଶʹ͍ͭͯ৘ใऩूΛ
Ͱ͖Ε͹ຊ研ݟΒΕΔख๏͕ൃ͑ߟɺ༗༻ͱ͍ߦ
究Ͱ͏ߦϞχλϦϯάʹ採༻͢Δɻୈࡾ者తͳઐ
໳ՈͳͲ͔Β΋඼࣭؅ཧʹؔ͢Δ助ݴΛಘΔɻ·
ઃʹઃఆͨ͠ϩʔΧϧϞχλʔΛର৅ʹɺࢪ֤ͨ
πʔϧͷ༗༻ੑʹؔ͢ΔΞϯέʔτͳͲ΋࣮͢ࢪ
Δ༧ఆͰ͋Δɻ
　研究ͷ࠷ऴஈ֊Ͱ͸ɺϞχλϦϯάͷ࣮຿͕׬
ઃຖʹɺ採༻ͨ͠ϞχλϦϯάख๏ͷ༗ࢪͨྃ͠
༻ੑ͓Αͼޮ཰ੑʹ͍ͭͯূݕΛ͏ߦɻશࢪઃͰ
ϞχλϦϯά͕ऴྃͨ࣌͠఺Ͱɺ研究શମͰͷ૯
ׅతͳূݕ΋࣮͢ࢪΔɻڭҭମ੍ʹؔ͢Δ࡞ূݕ
Δɻྟচ研究ͷ඼࣭Λॆ෼ʹ୲อͰ͖͢ࢪ΋࣮ۀ
ΔϞχλϦϯάମ੍͕։ൃͰ͖͍ͯΕ͹ɺຊ研究

ͰಘΒΕ֤ͨछॻࣜ౳ͷ成Ռ෺͸ଞͷྟচ研究Ͱ
΋ద༻Ͱ͖Δͱ͑ߟΒΕΔͨΊɺֶձൃද΍࿦จ
ެදͳͲΛ௨ͯ͡ੵۃతʹެ։͍͖͍ͯͨ͠ɻ

Ⅱ. 研究の成果
　ຊ年度͸ຊϞχλϦϯάମ੍ͷӡ༻Λ継続͠ɺ

ʮᶗɽ研究׆ಈͷ֓ཁʯʹͨ͠ࡌه研究ͷୈࡾஈ
֊Λओʹ਱ͨ͠ߦɻͦͷ۩ମతͳ成Ռʹ͍ͭͯҎ
Լʹड़΂Δɻ

̍ʣྟচ研究๏΁ͷҠߦͱ実ࢪମ੍มߋʹ൐͏支援
൫ͱͳΔհೖ研究͸ɺྟচ研究๏ʹ͓͚Δಛج　
ఆྟচ研究（ঝೝༀͷదԠ֎࢖༻）ʹ֘౰͢Δͨ
Ίɺ౷合ࢦ਑͔Βྟচ研究๏΁ͷҠߦରԠ͕ߦΘ
ΕͨɻͦΕʹ൐͍ɺ研究࣮ࢪମ੍͕ม͞ߋΕͨͨ
Ί（ڞಉ研究ؔػͷ௥Ճ͓Αͼ࡟আ）ɺ௥Ճ͞Ε
ʹͷελʔτΞοϓϛʔςΟϯάؔػಉ研究ڞͨ
ಉ͠ߦɺϞχλϦϯάମ੍ʹؔ͢Δ৘ใΛऩू͠
ͨ（ਤ 1）ɻͦͷ݁Ռɺ͜Ε·Ͱʹ੔උͨ͠Ϟχ
λϦϯάࢧԉମ੍（ۀ຿ࢧԉπʔϧͷఏ͓ڙΑͼ
ͦΕΒΛ༻͍ͨۀ຿આ໌ɺηϯτϥϧϞχλʔʹ
ΑΔ 0O UIF�+PC 5SBJOJOH（0+5）ͳͲ）Λద
Ԡ͢Δ͜ͱͰରԠՄೳͰ͋Δ͜ͱ͕֬ೝͰ͖ͨɻ

̎ʣຊϞχλϦϯάମ੍ͷ༗༻ੑͱޮ཰ੑʹ
ؔ͢Δݕ౼

　計ըͰ͸ج൫ͱͳΔհೖ研究ऴྃޙͷ؂ࠪ౳ʹ
ΑΓຊϞχλϦϯάͷ༗༻ੑͱޮ཰ੑͷূݕΛ༧
ఆ͍ͯͨ͠ɻ͔͠͠ɺհೖ研究ͷඃݧ者૊ΈೖΕ
͕೉͓ͯ͠ߤΓɺ؂ࠪ౳ʹΑΔূݕ͸ࠔ೉ͱͳͬ
ͨͨΊɺ࣌ݱ఺·Ͱͷਐ௙ঢ়گΛ΋ͱʹݕ౼ͨ͠ɻ

ᶃ༗༻ੑͷڞ֤：ূݕಉ研究ؔػʹϩʔΧϧϞχ
λʔΛ഑ஔ͢Δ͜ͱͰɺΦϯαΠτͰ͔࣮͠ࢪ
Ͱ͖ͳ͍ϞχλϦϯάʹ͍ͭͯ͸ɺηϯτϥϧ
ϞχλʔΑΓ΋ਝ଎ʹରԠ͢Δ͜ͱͰ͖ͨɻ·
ͨɺϞχλϦϯάະݧܦͷϩʔΧϧϞχλʔʹ
͓͍ͯ͸ɺఏग़͞ΕͨϞχλϦϯάใࠂॻ΁ͷ
ٙٛরձΛ͞ΕΔ͜ͱଟ͘ɺͦͷରԠͷͨΊη
ϯτϥϧϞχλʔ͕๚໰౳ʹΑͬͯࢧԉ͢Δ
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ඞཁ͕͋ͬͨɻϩʔΧϧϞχλʔ͸༷ʑͳۀ຿
Λ݉຿͓ͯ͠Γࢪઃ๚໰࣌ʹରԠՄೳͳؒ࣌
͸୹ؒ࣌Ͱ͕͋ͬͨɺ研究ࣄ຿ہʹఏग़͞Εͨ
ϞχλϦϯάใࠂॻΛηϯτϥϧϞχλʔ͕
લʹ֬ೝ͠ɺཁ఺Λ੔ཧ্ͨ͠Ͱࣄ 0+5 Λߦ
͏͜ͱͰɺݶΒΕͨؒ࣌ͷதͰͷରԠ͕ՄೳͰ
͋ͬͨ（ਤ 2）ɻηϯτϥϧϞχλʔ͕研究ػ
ؔΛ๚໰͠ 0+5 ԉ͢Δ͜ͱͰɺࢧ・ҭڭͯʹ
໰୊͕ੜ͍ͯ͡Δঢ়گ（研究࣮ࢪମ੍΍۩ମత
ͳ໰୊఺ͳͲ）ͷਖ਼֬ͳ೺Ѳ͕ՄೳͱͳΓɺ研
究ؔػ๚໰ޙͷϦϞʔτͰͷࢧԉͷ円׈Խʹ

ͭͳ͕ͬͨɻηϯτϥϧϞχλʔʹΑΔ 0+5
ΛؚΊͨࢧԉͷ݁Ռɺ֬ೝ͕ඞཁͳνΣοΫϦ
ετͷ߲໨શͯͰ֬ೝ݁ՌΛهೖ͢Δ͜ͱ͕
Մೳͱͳͬͨɻ݁Ռͱͯ͠ɺج൫ͱͳΔհೖ研
究ͷ඼࣭؅ཧʹ͢ࢿΔϞχλϦϯάମ੍͕ߏ
ஙͰ͖ͨͱ͑ߟΔɻ

　ᶃ研究੹೚ҩ͓ࢣΑͼ研究୅දҩࢣ（研究ࣄ຿
ɺᶄٙٛরձޙॻఏग़ࠂϞχλϦϯάใʹ（ہ
͞ΕΔͱಉ࣌ʹᶅ $. ʹ΋৘ใڞ༗͞Εɺᶆ
ͦͷ৘ใΛ΋ͱʹ $. ͕ -. ΁ͷࢧԉΛ͏ߦɻ

　ͦͷଞɺ࡞成࣮ͨ͠ࢪϚχϡΞϧ౳ͷۀ຿ิ助

図 1　モニタリング体制の基盤となる介入研究の実施体制

図 2　 セントラルモニターによるローカルモニターへの支援の実際
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πʔϧ͸ 0+5 ͱ૊Έ合ΘͤΔ͜ͱͰϞχλʔ
ઃͷࢪ֤ʹҭπʔϧͱͯ͠ར༻Ͱ͖ɺ݁Ռతڭ
ϞχλϦϯάମ੍֦ॆʹͭͳ͕ͬͨɻ

ᶄޮ཰ੑͷࠓ：ূݕճ計ըͨ͠ϞχλϦϯάΛ׬
਱ͨ͠৔合ʹඞཁͱͳΔඅ༻ͷ֓ࢉΛࢉग़͠ɺ
ಉ͡৚݅Ͱ $30 ΋ੵݟ຿ҕୗͨ͠৔合ͷۀʹ
Γ額Λൺֱͨ͠（ද 1）ɻ֓ࢉஈ֊ͷσʔλͰ
͸͋Δ͕ɺ$30 ʹશϞχλϦϯάۀ຿ҕୗ͠
ͨ৔合ͱൺֱͯ͠ɺ௿ίετͰϞχλϦϯάମ
ங・ӡ༻͕ՄೳͰ͋Δ͜ͱ͕ࣔࠦ͞Εͨɻߏ੍

　ຊϞχλϦϯάମ੍͸ɺϞχλϦϯάνΣο
ΫϦετͷ࡞成（໿ 40 ສ円）͓Αͼྟচ研究
๏Ҡߦʹ൐͏ϞχλϦϯάखॱॻ・計ըॻ・
νΣοΫϦετͷվఆ（໿ 30 ສ円）ʹ͔͔Δ
຿ͷҰ෦Λۀ $30 ʹҕୗ͍ͯ͠Δɻ$30 ΁
ͷۀ຿ҕୗΛϦιʔεʹ合Θͤͯ׆༻͢Δ͜
ͱͰɺ研究者ͷෛ୲ܰݮ΍ޮ཰ੑͷ͕ܨʹ্޲
Δͱ͑ߟΔɻ

ᶅୈࡾ者ʹΑΔূݕ
　ຊ研究ͷ成Ռ෺Λશࠃͷ研究ؔػͰ࢖༻Ͱ
͖ΔΑ͏ҰൠԽ͢ΔͨΊɺ·ͣ͸ྟচ研究๏Ҡ
աΛୈܦͰͷ·ߦ 3 ճྟচༀཧֶձ౦ւ・๺
཮஍ํձʹͯޱ಄ൃද͠ɺྟচ研究๏Ҡޙߦͷ
ձୈֶݧࢼաΛɺ೔ຊྟচܦ 11 ճֶज़ूձ૯
ձʹͯϙελʔൃද͢Δ͜ͱͰଟ͘ͷઐ໳Ո
͔ΒҙݟΛಘͨɻൃදޙʹຊ研究ʹࢍಉ͠ྗڠ

͕ಘΒΕΔ͜ͱͱͳͬͨΞΧσϛΞॴଐͷϞ
χλϦϯά୲౰者ʹ࡞成ͨ͠ۀ຿ิ助πʔϧ
Λఏ͠ڙɺۀ຿ิ助πʔϧͷϒϥογϡΞοϓ
Λਤͬͨɻ্ه೔ຊྟচֶݧࢼձֶज़ूձʹ͓
͚Δಛ別৆ͷड৆͓Αͼୈࡾ者ͷઐ໳Ոͱͷ
ΑΓɺຊϞχλϦϯάମ੍ͷ༗༻ੑͱޮʹٞڠ
཰ੑʹ͍ͭͯҰఆͷධՁ͕ಘΒΕͨ΋ͷͱ൑
அͨ͠ɻ

̏ʣ·ͱΊ
　νΣοΫϦετͷ࡞成ͳͲҰ෦ͷۀ຿Λ $30
ʹҕୗ͢Δͱͱ΋ʹɺຊϞχλϦϯάମ੍ߏஙͷ
ͨΊʹ࡞成ͨ͠ۀ຿ิ助πʔϧ΍Ϟχλʔڭҭͷ
ͨΊͷϊ΢ϋ΢Λ׆༻͠ɺϞχλʔݧܦͷ͋Δ研
究者͕ۀ຿ࢧԉ͢Δ͜ͱͰɺ௿ίετͰ࣮༻తͳ
ϞχλϦϯάମ੍Λߏங͢Δ͜ͱ͕Մೳʹͳͬͨ
ͱ͑ߟΔɻ·ͨɺ࡞成ͨ͠ۀ຿ิ助πʔϧ͸ɺϞ
χλʔڭҭͱͯ͠׆༻Ͱ͖Δ͜ͱ΋֬ೝ͞Εͨɻ
ஙͰಘΒΕͨ成ߏ͸ɺຊϞχλϦϯάମ੍ͷޙࠓ
ՌΛҰൠԽ͠ɺ࿦จ౳Ͱެද͢Δ༧ఆͰ͋Δɻ

表 1　モニタリングに必要な経費の比較

ຊϞχλϦϯάମ੍ " ࣾ # ࣾ

額ۚࢉ֓ 400 ສ円 1100 ສ円 1700 ສ円

ग़৚݅ࢉ ・研究ิ助һ 2 ໊ͷ人݅අࠐΈ
（研究ิ助һͷڭҭʹ܎Δඅ༻΋ؚΉ）

・$. ͱ -. ͸ɺࢪʹطઃʹॴଐ͍ͯ͠Δ
৬һ͕ͨͨͬߦΊɺ人݅අ͸ؚΊͣ

・$. ͷࢪઃ๚໰࣌ͷཱྀඅࠐΈ
・$30 ΁ͷۀ຿ҕୗඅ༻ࠐΈ

・ׂҾͳ͠
・ཱྀඅަ௨අࠐΈ

・ׂҾͳ͠
・ཱྀඅަ௨අؚΊͣ

$.：ηϯτϥϧϞχλʔ　-.：ϩʔΧϧϞχλʔ
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Ⅰ. 研究活動の概要　
ʲ໨తʳ
　ՃྸʹΑΔےҤॖɺྗے௿Լ͸ɺന൅ɺബໟɺ
ൽෘͷᚧͱಉ͘͡ɺੜཧతՃྸݱ৅ͱଊ͑ΒΕɺ
ҩྍհೖͷର৅ͱݟͳ͞Εʹ͍͘ɻ͔͠͠ɺՃྸ
ʹޢ者͕ཁհྸߴҤॖ（αϧίϖχΞ）͸ےੑ
ͳΔݪҼͷ 25ˋΛ઎Ίɺ͍ۙকདྷɺ೴݂؅ো֐
Ҩ঱Λൈ͍ͯୈҰ位ʹͳΔͱ༧ଌ͞Ε͍ͯΔɻޙ
ैͬͯՃྸੑےҤॖରࡦ͸શੈքతʹྸߴԽͭ͠
ͭ͋Δ人ྨ͕ɺྗ׆Λҡ࣋͢ΔͨΊͷඞਢͷཁ݅
Ͱ͋Δɻ
　ͦ͜ͰɺՃྸੑےҤॖΛҩྍର৅ͱ͢Δ͜ͱʹ
ίϯηϯαεΛ֫ಘ͠ɺՊֶతऔΓ૊ΈΛৼ͍޿
ϨϕϧࢠҤॖ͕෼ےΔͨΊʹɺ·ͣɺՃྸੑ͢ى
ͷಛఆͷมԽʹ規ఆ͞ΕΔ࣬ױͰ͋Δ͜ͱΛ໌ࣔ
͠ɺ続͍ͯɺมԽ͢Δ෼ࢠͷத͔Β༗ޮͳྍ࣏ඪ
తΛࢦఠ͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻ
　Ҏ্Λ೦಄ʹ͓͖ɺਃ੥者͸͜Ε·Ͱʹɺ࿝ྸ
Ϛ΢εͷے֨ࠎ૊৫ࡉװ๔（αςϥΠτࡉ๔）ͷ
Ҩ఻ݱൃࢠΛղੳ͠ɺಠࣗʹ࡞੡ͨ͠࿝ԽଅਐϞ
σϧϚ΢εͷղੳ݁Ռͱରൺ͠ɺ͋Δಛఆͷγά
φϧ఻ୡෆશ͕ɺ࠷΋ݦஶͳมԽͷҰͭͰ͋Δ͜
ͱΛݟग़ͨ͠ɻͦ͜Ͱຊ研究Ͱ͸ɺՃྸʹ൐͏γ
άφϧ఻ୡෆશͱɺͦͷ݁Ռੜ͡ΔαςϥΠτࡉ
๔ͷػೳ௿Լͷ෼ߏػࢠΛղ໌͢Δ͜ͱͰɺՃྸ
ग़͢͜ͱݟͷద੾ͳհೖ఺ͷީิΛྍ࣏Ҥॖےੑ
Λ໨తͱ͢Δɻ

ʲ׆ಈ಺༰ʳ
ᶃ͜Ε·ͰʹಘΒΕ͍ͯΔ஌ݟ
　࿝ྸ・एྸϚ΢εͷ௕᪇৳͔ےΒے֨ࠎ૊৫װ
ઢҡ̍ຊ͋ͨے๔Λ単཭ഓཆ͠ൺֱͨ݁͠Ռɺࡉ
Γ͔ΒಘΒΕΔࡉ๔数͸લ者Ͱগͳ͘ɺ؅ݧࢼ
಺Ͱͷ૿৩଎度΋௿Լ͍ͯͨ͠ɻҰํɺݸʑͷ
ΒΕͳ͔ͬͨɻཧԽֶ研ݟ๔ͷ෼Խೳʹࠩ͸ࡉ
究ॴ͕։ൃͨ͠τϥϯεΫϦϓτʔϜղੳٕज़

（$"(&）Λ༻͍ͯɺՃྸʹΑΓൃ͕ݱ௿Լ͢Δ
Ҩ఻ࢠΛ୳͠ࡧɺͦΕΒͷҨ఻ࢠΛର৅ʹ (FOF 
4FU &OSJDINFOU "OBMZTJT	(4&"
 Λ݁ͨͬߦ
ՌɺҼࢠ 9 ΛؚΉ͋Δಛఆͷγάφϧ఻ୡ͕ܥ
Ճྸʹ൐͍ݦஶʹ཈੍͞Ε͍ͯΔ͜ͱ͕Θ͔ͬ
ͨɻ　　
　)VUDIJOTPO�(JMGPSE 1SPHFSJB 4ZOESPNF 
	)(14
 ͸ɺࡉ๔֩ບ୿ന -./" ͷ఺มҟΛݪ
Ҽͱ͢Δૣ࿝঱Ͱग़ੜ௚͔ޙΒ࿝Խ͕ਐ͢ߦΔɻ
-./" ͸ػցܹࢗηϯαʔͱͯ͠ಇͨ͘Ίɺػ
ցܹࢗΛ͘ڧड͚Δ૊৫
Ͱ͋Δے֨ࠎɺൽෘɺ݂
؅ͷ࿝Խ͕ݦஶʹ࡯؍
͞ΕΔɻਃ੥者͸͜Ε
·Ͱʹ )(14 Λ໛฿͢
ΔϚ΢εΛ $3*413 ٕ
ज़ʹΑΓ࡞੡͠（ਤ 1）ɺ
)(14 ϞσϧϚ΢εʹ
͓͍ͯஶ͍͠ےҤॖ͕ݟ
ΒΕΔ͜ͱΛ֬ೝͨ͠ɻ

骨格筋組織幹細胞の加齢性機能低下の分子機構の
解析と加齢性筋萎縮治療の分子標的の抽出

౦ژҩՊࣃՊେֶେֶӃ　ҩֶࣃ૯合研究Պ
助ڭ

松崎　京子 研究期間　令和元年度ʙ令和̎年度（2年計ը1年໨）
助成金（実績総額）　3,000,000円

図 1　HGPS マウスは
低体重である

ていた。一᪉、個ࠎの細⬊のศ໬能に差はぢられなかった。⌮໬学研究ᡤが㛤発した

トランスクリプトーム解析ᢏ⾡（CA*(）を用いて、ຍ㱋により発現がప下する㑇ఏᏊ

を᥈⣴し、それらの㑇ఏᏊを対㇟に *ene Set (nrichPent AnaO\ViV(*S(A)を⾜った結

果、ᅉᏊ ;をྵࡴある特定のシࢼࢢルఏ㐩⣔がຍ㱋にకい㢧ⴭにᢚไされていること

がࢃかった。   

+utchinVon�*iOIord ProJeria S\ndroPe (+*PS)は、

細⬊᰾⭷⺮ⓑ /M1A のⅬ変␗をཎᅉとする᪩⪁症で出

生┤ᚋから⪁໬が㐍⾜する。/M1A は機械่⃭ࢭンサー

としてാくため、機械่⃭をᙉくཷける⤌⧊である㦵

᱁筋、⓶⭵、⾑⟶の⪁໬が㢧ⴭにほᐹされる。⏦ㄳ者

はこれまでに +*PS をᶍೌするマウスを CR,SPR ᢏ⾡に

より作〇し（図 1）、+*PS ࣔデルマウスにおいてⴭしい

筋ⴎ⦰がぢられることを確認した。また、+*PS マウス

においてࡶ CA*( 解析を⾜った結果、⪁㱋マウスと同ᵝ

の㑇ఏᏊ変໬がほᐹされた。 

 

ղ�  ຓ成対㇟ᮇ間に実᪋を予定したෆᐜ 

そこで本研究では、+*PS マウスをຍ㱋性筋ⴎ⦰のࣔデルとして用いて、㸯ᖺ┠ 

は、in vitro ᇵ㣴⣔を用いて、ὀ┠しているシࢼࢢルఏ㐩経㊰の下ὶでไᚚされるこ

とがሗ࿌されているᶆ的㑇ఏᏊに関して、実際にそれらの㑇ఏᏊがຍ㱋にకい発現ప

下するのかを検ドする。さらに、シࢼࢢルを高めるとቑṪ能ຊがᅇ᚟するかを検ドす

る。 

次に、㦵᱁筋⤌⧊ᖿ細⬊を筋線⥔の niche ୖでᇵ㣴する VePi in vivo の⣔により、

ຍ㱋によりỈ平ศ⿣能がప下すること、筋線⥔にఙᒎ่⃭がຍࢃると、シࢼࢢルが高

まることを確認する。次に、シࢼࢢル୙඲のศᏊ機ᵓを解析し、௓ධ可能なᶆ的をぢ

出す。 

2ᖺ┠にはin vivoでシࢼࢢルᅇ᚟のຠ果を検ドする。㦵᱁筋⤌⧊ᖿ細⬊のࡳならず、

ศ໬ᚋの筋線⥔においてࡶຍ㱋にకいὀ┠シࢼࢢルがప下する可能性を合ࡏࢃて検

討し、とくに⢾௦ㅰ、アࣀ࣑㓟௦ㅰに対する影㡪を᫂らかにする。௨ୖのとおり、2

ᖺ間の研究ᮇ間ෆに、ຍ㱋性筋ⴎ⦰に対する⸆≀的、ᰤ㣴的な௓ධス࢟ームを確立す

る。 

 

࠙本研究にᮇᚅされる㛗ᑑ♫఍ᵓ⠏に対するព⩏ࠚ 

ຍ㱋性筋ⴎ⦰は、高㱋໬の㐍ࡴ㏆ᖺではヰ㢟となることがከく、〇⸆௻ᴗࡶアンメ

⢾ᒀ⑓とはࡸーズのあるᕷሙとして高い関ᚰを示している。一᪉で、高⾑ᅽࢽ・トࢵ

␗なり、疾⑓とゝうよりࡶ生⌮的現㇟とぢなされ、個ࠎேのດຊ（ᰤ㣴ᦤྲྀࡸ㐠ື）

に対⟇がጤࡡられるഴྥがある。筋ຊは 40 ṓ௨㝆、経ᖺ的にప下するが、健ᗣ診断

においてࡶຍ㱋性筋ⴎ⦰を評価する検ᰝは᪋⾜されない。しかし、ඛ㏙の㏻りຍ㱋性

筋ⴎ⦰は実際にせ௓ㆤの୺せなཎᅉであり、௒ᚋ、その比㔜はさらに高まると⪃࠼ら

れ、ேཱྀの඲体を⥙⨶する対ᛂが୙可Ḟである。適ษなᰤ㣴ᦤྲྀ、適度な㐠ືをᣦᑟ

するබ⾗⾨生的アプࣟーࢳが㔜せࡔが、㐠ືは高㱋者ではⱝ㱋者࡝࡯ຠ果をあࡆず、

㔜度のຍ㱋性筋ⴎ⦰౛では㐠ືが⾜࠼ないሙ合ࡶᑡなくない。このようなሙ㠃では⸆

≀἞⒪ࡶồめられるが有ຠな἞⒪⸆はᮍࡔ㛤発されていない。 

本研究は、ຍ㱋性筋ⴎ⦰に対する認㆑をᨵめるዎ機をᥦ౪し、ேཱྀの኱༙が高㱋໬

するே㢮の࿨㐠をỴ定する㔜せなࠕ疾⑓ࠖであるというၥ㢟ព㆑を㔊成し、᪂しい἞

図 1 HGPSマウスはప体㔜である 
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·ͨɺ)(14Ϛ΢εʹ͓͍ͯ΋$"(&ղੳΛͬߦ
ͨ݁Ռɺ࿝ྸϚ΢εͱಉ༷ͷҨ఻ࢠมԽ͕͞࡯؍
Εͨɻ

ᶄ助成ର৅ࢪ࣮ʹؒظΛ༧ఆͨ͠಺༰
　ͦ͜Ͱຊ研究Ͱ͸ɺ)(14 Ϛ΢εΛՃྸੑے
ҤॖͷϞσϧͱͯ͠༻͍ͯɺ̍年໨͸ɺJO WJUSP
ഓཆܥΛ༻͍ͯɺ஫໨͍ͯ͠Δγάφϧ఻ୡܦ࿏
ͷԼྲྀͰ੍͞ޚΕΔ͜ͱ͕ใ͞ࠂΕ͍ͯΔඪతҨ
఻ࢠʹؔͯ͠ɺ࣮ࡍʹͦΕΒͷҨ఻͕ࢠՃྸʹ൐
Δɻ͞Βʹɺγάφ͢ূݕ௿Լ͢Δͷ͔Λݱൃ͍
ϧΛߴΊΔͱ૿৩ೳྗ͕ճ෮͢Δ͔Λ͢ূݕΔɻ
ઢҡͷے๔Λࡉװ૊৫ے֨ࠎɺʹ࣍　 OJDIF ্
Ͱഓཆ͢Δ TFNJ JO WJWP ͷܥʹΑΓɺՃྸʹΑ
Γਫ平෼྾ೳ͕௿Լ͢Δ͜ͱɺےઢҡʹ৳లܹࢗ
͕ՃΘΔͱɺγάφϧ͕ߴ·Δ͜ͱΛ֬ೝ͢Δɻ
Λղੳ͠ɺհೖՄߏػࢠɺγάφϧෆશͷ෼ʹ࣍
ೳͳඪతΛݟग़͢ɻ
　2 年໨ʹ͸ JO WJWP Ͱγάφϧճ෮ͷޮՌΛݕ
ূ͢Δɻے֨ࠎ૊৫ࡉװ๔ͷΈͳΒͣɺ෼Խޙͷ
ઢҡʹ͓͍ͯ΋Ճྸʹ൐͍஫໨γάφϧ͕௿Լے
͢ΔՄೳੑΛ合Θͤͯݕ౼͠ɺͱ͘ʹ౶୅ँɺΞ
ϛϊࢎ୅ँʹର͢ΔӨڹΛ໌Β͔ʹ͢ΔɻҎ্ͷ
ͱ͓Γɺ2 年ؒͷ研究ؒظ಺ʹɺՃྸੑےҤॖʹ
ର͢Δༀ෺తɺӫཆతͳհೖεΩʔϜΛཱ֬͢Δɻ

ʲຊ研究ʹظ଴͞ΕΔ長寿ࣾձߏஙʹର͢Δҙٛʳ
　ՃྸੑےҤॖ͸ɺྸߴԽͷਐΉۙ年Ͱ͸࿩୊ͱ
ͳΔ͜ͱ͕ଟ͘ɺ੡ༀۀا΋Ξϯϝοτ・χʔζ
ͷ͋Δࢢ৔ͱ͍ͯؔ͠ߴ৺Λ͍ࣔͯ͠ΔɻҰํ
Ͱɺ݂ߴѹ΍౶೘පͱ͸ҟͳΓɺ࣬පͱ͏ݴΑΓ
΋ੜཧతݱ৅ͱݟͳ͞Εɺݸʑ人ͷ౒ྗ（ӫཆઁ
औ΍ӡಈ）ʹର͕ࡦҕͶΒΕΔ͕͋޲܏Δɻྗے
͸ 40 ʹ਍அ߁年తʹ௿Լ͢Δ͕ɺ݈ܦҎ߱ɺࡀ
͓͍ͯ΋ՃྸੑےҤॖΛධՁ͢Δࠪݕ͸͞ߦࢪΕ
ͳ͍ɻ͔͠͠ɺઌड़ͷ௨ΓՃྸੑےҤॖ͸࣮ࡍʹ
ཁհޢͷओཁͳݪҼͰ͋Γɺޙࠓɺͦͷൺॏ͸͞
Βʹߴ·Δͱ͑ߟΒΕɺ人ޱͷશମΛ໢ཏ͢Δର
Ԡ͕ෆՄܽͰ͋Δɻద੾ͳӫཆઁऔɺద度ͳӡಈ
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図 2　幹細胞マーカーの発現レベル

⒪ᶆ的をᥦ示して解Ỵの᪉ྥを示すことにより、άຊある㛗ᑑ♫఍ᵓ⠏に㈉⊩する。 

 

 

５．研究の成果 

 

ձ�ᅉᏊ ;の発現ࣞベル解析 

はࡌめに、CA*( 解析の結果から示唆された⪁໬サࢸライト細⬊ཬび +*PS ⏤᮶サࢸラ

イト細⬊において㢧ⴭにప下しているシࢼࢢルఏ㐩ศᏊの一つ ; に╔┠し、実際に ;

の発現ࣞベルを R1A�タンࣃク㉁の୧᪉で検出し、+*PS マウスにおいて㢧ⴭにప下し

ていることをぢ出した。 

 

ղ�サࢸライト細⬊のຍ㱋性変໬とᖿ細⬊性の関連 

ᅉᏊ ;は、ᖿ細⬊性の⥔ᣢに㔜せなᙺ๭をᣢつことがሗ࿌され

ている。そこで、サࢸライト細⬊はຍ㱋にకってそのᖿ細⬊性

がኻࢃれるのではないかと予想した。サࢸライト細⬊のᖿ細⬊

性を検ドするため、ᵝࠎなᖿ細⬊マー࢝ーの発現ࣞベルを

RT�PCR のᡭ法を用いて定量した。その結果、+*PS ⏤᮶のサࢸ

ライト細⬊において各種ᖿ細⬊マー࢝ーの発現ࣞベルが㢧ⴭ

にప下していることがࢃかった（図 2）。 

 

ճ�  ᅉᏊ ;の機能解析 

次に、実際にサࢸライト細⬊で ;がప下することが、ᖿ細⬊性の႙ኻに関୚するかを

検ドするため、㔝生ᆺサࢸライト細⬊において;をࢵࣀクダウンしたところ、細⬊数、

ቑṪ能、いずれࡶ㢧ⴭにప下することがࢃかった（図 3）。一᪉、;をࢵࣀクダウンし

てࡶ、ศ໬ᇵᆅにおけるศ໬能には変໬はぢられなかった。それ࡝ころか、; をࢵࣀ

クダウンすること

により、ቑṪᇵᆅ

においてࡶศ໬が

ㄏᑟされることが

かった。௨ୖのࢃ

結果は、;がサࢸラ

イト細⬊のᮍศ໬

性、すなࡕࢃᖿ細

⬊性の⥔ᣢに㈉⊩

していることをᙉ

く示唆する。 

 

 

௨ୖの結果、ཬび⥅⥆ᑂᰝにおいて㡬いたࡈຓゝを㋃ま࠼、௒ᚋはຍ㱋によって ;

が発現ప下するศᏊメࢽ࢝ズムの解析を⾜う。この解析により ;のప下をᢚไするよ

うな௓ධᶆ的が同定されることをᮇᚅしている。 

; をྵࡴ特定のシࢼࢢル経㊰のప下がサࢸライト細⬊のᖿ細⬊性を႙ኻさࡏ、サルコ

。プトを示すには、個体ࣞベルでの検ドがᚲ㡲であるࢭアのせᅉであるとのコンࢽ࣌

そこで、サࢸライト細⬊特␗的に ; を発現さࡏる TJ マウスを作〇し、⪁໬マウス、

あるいは +*PS マウスのサࢸライト細⬊に ; を発現さࡏると、サルコࢽ࣌アがᢚไさ

図 � ᖿ細⬊マー࢝ーの発現ࣞベル 
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図 3　X ノックダウンによる効果

⒪ᶆ的をᥦ示して解Ỵの᪉ྥを示すことにより、άຊある㛗ᑑ♫఍ᵓ⠏に㈉⊩する。 

 

 

５．研究の成果 

 

ձ�ᅉᏊ ;の発現ࣞベル解析 

はࡌめに、CA*( 解析の結果から示唆された⪁໬サࢸライト細⬊ཬび +*PS ⏤᮶サࢸラ

イト細⬊において㢧ⴭにప下しているシࢼࢢルఏ㐩ศᏊの一つ ; に╔┠し、実際に ;

の発現ࣞベルを R1A�タンࣃク㉁の୧᪉で検出し、+*PS マウスにおいて㢧ⴭにప下し

ていることをぢ出した。 

 

ղ�サࢸライト細⬊のຍ㱋性変໬とᖿ細⬊性の関連 

ᅉᏊ ;は、ᖿ細⬊性の⥔ᣢに㔜せなᙺ๭をᣢつことがሗ࿌され

ている。そこで、サࢸライト細⬊はຍ㱋にకってそのᖿ細⬊性

がኻࢃれるのではないかと予想した。サࢸライト細⬊のᖿ細⬊

性を検ドするため、ᵝࠎなᖿ細⬊マー࢝ーの発現ࣞベルを

RT�PCR のᡭ法を用いて定量した。その結果、+*PS ⏤᮶のサࢸ

ライト細⬊において各種ᖿ細⬊マー࢝ーの発現ࣞベルが㢧ⴭ

にప下していることがࢃかった（図 2）。 

 

ճ�  ᅉᏊ ;の機能解析 

次に、実際にサࢸライト細⬊で ;がప下することが、ᖿ細⬊性の႙ኻに関୚するかを

検ドするため、㔝生ᆺサࢸライト細⬊において;をࢵࣀクダウンしたところ、細⬊数、

ቑṪ能、いずれࡶ㢧ⴭにప下することがࢃかった（図 3）。一᪉、;をࢵࣀクダウンし

てࡶ、ศ໬ᇵᆅにおけるศ໬能には変໬はぢられなかった。それ࡝ころか、; をࢵࣀ

クダウンすること

により、ቑṪᇵᆅ

においてࡶศ໬が

ㄏᑟされることが

かった。௨ୖのࢃ

結果は、;がサࢸラ

イト細⬊のᮍศ໬

性、すなࡕࢃᖿ細

⬊性の⥔ᣢに㈉⊩

していることをᙉ

く示唆する。 

 

 

௨ୖの結果、ཬび⥅⥆ᑂᰝにおいて㡬いたࡈຓゝを㋃ま࠼、௒ᚋはຍ㱋によって ;

が発現ప下するศᏊメࢽ࢝ズムの解析を⾜う。この解析により ;のప下をᢚไするよ

うな௓ධᶆ的が同定されることをᮇᚅしている。 

; をྵࡴ特定のシࢼࢢル経㊰のప下がサࢸライト細⬊のᖿ細⬊性を႙ኻさࡏ、サルコ

。プトを示すには、個体ࣞベルでの検ドがᚲ㡲であるࢭアのせᅉであるとのコンࢽ࣌

そこで、サࢸライト細⬊特␗的に ; を発現さࡏる TJ マウスを作〇し、⪁໬マウス、

あるいは +*PS マウスのサࢸライト細⬊に ; を発現さࡏると、サルコࢽ࣌アがᢚไさ

図 � ᖿ細⬊マー࢝ーの発現ࣞベル 

Ɛŝ�ŽŶƚ
Ɛŝy

䠆䠆䠆

ƐŝyƐŝ�ŽŶƚ

Ɖ‐
,ŝ
Ɛƚ
ŽŶ

Ğ 
,ϯ

 ;й
Ϳ

䠆䠆䠆

䠆䠆䠆
Ɛŝ�ŽŶƚ
Ɛŝy

�Ğ
ůů 
sŝ
Ăď

ůŝů
ƚǇ

�Ğ
ůů 
E
Ƶŵ

ďĞ
ƌ

図  クダウンによるຠ果ࢵࣀ; �





��

研究実੷報ࠂ集

アルツハイマー病発症・移行リスク因子の同定と
早期予測診断システムの開発

௕णҩྍ研究ηϯλʔ　ϝσΟΧϧήϊϜηϯλʔཱࠃ
ྟচήϊϜղੳਪਐ෦　Ϣχοτ௕

重水　大智 研究期間　令和元年度ʙ令和2年度（2年計ը1年໨）
助成金（実績総額）　3,000,000円

Ⅰ. 研究活動の概要

　ೝ஌঱ྸߴ者͸年ʑ૿Ճ޲܏ʹ͋Γɺ2030 年
ʹͦͷ数͸ 7,500 ສ人Λ௒͑Δͱਪఆ͞Ε͍ͯ
Δ 1）ɻͦͷதͰ࠷΋ױ者数͕ଟ͍࣬ױ͸ɺΞϧπ
ϋΠϚʔප 	"M[IFJNFSʟT EJTFBTF� "%
 Ͱɺೝ
஌঱ͷ໿൒数Λ઎ΊΔ 1）ɻ"10& Ҩ఻ࢠͷҨ఻
ස度ʹೝΊΒΕΔ͜ͱɺΞϛϩΠυЌߴ͕ܕଟࢠ
୿നͷ೴΁ͷ஝ੵ͕ೝΊΒΕΔ͜ͱ͕ใ͞ࠂΕͯ
͍Δ 2ɺ3）ɻ͔͠͠ͳ͕ΒɺͦΕҎ֎ະͩ༗ྗͳ
ใ͕ࠂͳ͍ɻ
　 ۙ 年ɺ ή ϊ Ϝ γ ʔ Ϋ Τ ϯ ε ٕ ज़（/FYU 
(FOFSBUJPO 4FRVFODJOH� /(4）ͷൃలʹΑΓ
৘ݱൃࢠήϊϜมҟ΍ҟৗͳҨ఻）ࢠҼҼݪױ࣬
ใ౳）Λ໢ཏతʹௐ΂Δ͜ͱ͕Մೳʹͳ͖ͬͯ
ͨɻͦ͜Ͱຊ研究Ͱ͸ɺܰ 度ೝ஌োױ֐者（.JME 
$PHOJUJWF *NQBJSNFOU� .$*）ͷήϊϜσʔλ

ͱҨ఻ݱൃࢠͷ੍ޚʹؔΘΔ NJDSP3/" 	NJ3
 
ͷΦϛΫεσʔλ͔Βɺ.$* ͔Β "% ΁ͷൃ঱・
ҠߦʹؔΘΔϦεΫҼࢠΛ໢ཏతʹ୳͠ࡧɺૣظ
Ҡߦ༧ଌ਍அγεςϜͷ։ൃΛ໨͢ࢦɻ
　ਃ੥者ͷؔػ͸ɺྸߴ者ͷࢼྉΛଟ数ొ࿥ͨ͠
όΠΦόϯΫΛอ༗͍ͯ͠Δ͚ͩͰͳ͘ɺೝ஌঱
ͷϦεΫҼ10"ࢠ& Ҩ఻ࢠͷҨ఻ܕࢠɺ年ྸɺ
ੑ別ɺ..4&（ೝ஌঱ςετ）ɺ݂ӷࠪݕσʔλ
౳ͷྟচ৘ใ΋อ༗͍ͯ͠Δɻ͜ͷ๛෋ͳྟচ৘
ใͱήϊϜσʔλɺNJ3 成͞ߏσʔλ͔Βݱൃ
ΕΔΦϛΫεσʔλ͔Β .$* ͔Β "% ൃ঱・Ҡ
ࢠΛಉఆ͠ɺͦͷϦεΫҼࢠΘΔϦεΫҼؔʹߦ
Λϕʔεͱͨ͠ "% ൃ঱・Ҡظૣߦ༧ଌ਍அγ
εςϜͷ։ൃΛ࣮͢ࢪΔ（ਤ 1）ɻ
　͜ͷ໨తΛୡ成͢ΔͨΊʹҎԼͷ 3 ͭΛ໌Β
͔ʹ͢Δ：ᶃήϊϜϫΠυؔ࿈ղੳ 	(FOPNF�
XJEF BTTPDJBUJPO TUVEZ� (8"4
 ʹΑΔ "%

図 1　解析の全体像

Early detection

Early 
intervention

Prediction

Clinical Data

Big data analysis

Biomarkers

Variant Data

Expression Data

AD 

MCI

MCI

Deep learning



��

研究࣮੷報告集

ൃ঱・ҠߦʹؔΘΔϦεΫҼࢠͷ໢ཏత୳ࡧɻᶄ
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ͨ "% ൃ঱・Ҡظૣߦ༧ଌ਍அγεςϜͷ։ൃɻ
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༧ଌ͢Δ͜ͱΛՄೳʹ͢ΔɻͦͷͨΊɺૣظհೖ
΁ͷ൑அΛαϙʔτ͢ΔγεςϜͱͯ͠ྟচతҙ
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 �"%ൃ঱ɾҠߦʹؔΘΔϦεΫҼ͕ؔࢠΘΔ
Ҩ఻ػࢠೳͱ"%ൃ঱ػংͷղ໌

　্ड़Ͱಉఆͨ͠ϦεΫมҟ（ਤ 3B）ͱ NJ3 ͷ
ਤ）͠ࢪͷ૬ؔղੳΛ࣮ྔݱൃ 3C）ɺ·ͨͦͷ
NJ3�F25- ղੳͰಉఆ͞Εͨ NJ3 ηοτͷൃݱ
ࠩղੳΛ͜͏ߦͱͰɺ"% ൃ঱・ҠߦʹؔΘΔϦ
εΫมҟ͕Ͳͷ NJ3 ͷൃݱʹӨڹΛ༩͑Δ͔Λ
໌Β͔ʹ͢Δ（ਤ 3D）ɻ·ͨɺ͜ΕΒͷ NJ3 ͕
ʹηοτΛ༻͍ͨύε΢ΣΠղੳࢠΔҨ఻͢ޚ੍
ΑΓ "% ൃ঱ػংͷղ໌΋͏ߦɻ
⁠�"%ൃ঱ɾҠߦʹؔΘΔϦεΫҼࢠΛ༻͍ͨ
༧ଌ਍அγεςϜͷ։ൃظૣ

　"% ൃ ঱・ Ҡ ߦ ʹ ؔ ༩ ͢ Δ 4/1 ͱ NJ3 ͱ
F25- ͷηοτΛ༻͍ͯ $PY ൺྫϋβʔυϞσ
ϧΛϕʔεʹૣظ༧ଌ਍அγεςϜͷ։ൃΛߦ
͏ɻ͜ͷ༧ଌ਍அγεςϜ͸࠷ऴతʹɺױ者ͷ݂
ӷ͔Βಛఆͷ 4/1 ͱ NJ3 ͷൃݱ৘ใΛଌఆ͢
Δ͚ͩͰɺԿ年ޙʹԿ � ͷ֬཰Ͱ "% ൃ঱・Ҡ
ͷՄೳੑΛ༧ଌ͢ΔγεςϜʹͳΔɻߦ

図 2　集団の構造化
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図 3　AD 発症リスク因子の同定とパスウェイ解析
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Ⅱ. 研究の成果

　ຊ研究Ͱ͸ɺ.$* ͔Β "% ʹҠ͕֬ߦೝ͞Ε
ͨ 83 ໊ 	.$* $POWFSUFS� .$*�$
 ͱҠ͕֬ߦ
ೝ͞Ε͍ͯͳ͍ 114 ໊ 	.$* /PO $POWFSUFS� 
.$*�/$
ɺ計 197 ໊Λղੳର৅者ͱͨ͠（ද
1）ɻશݕମΛֶशηοτͱূݕηοτʹ෼ׂ͠ɺ
ֶशηοτΛ༻͍ͯ .$* ͔Β "% ൃ঱・Ҡߦ
ʹؔΘΔϦεΫҼࢠͷಉఆɺͦͷϦεΫҼࢠΛ
ϕʔεͱͨ͠ "% ൃ঱・Ҡظૣߦ༧ଌ਍அγε
ςϜͷ։ൃΛ࣮ͨ͠ࢪɻϦεΫҼࢠ͸ .$*�$
ͱ .$*�/$ ͷؔ࿈ղੳ͔ΒಘΒΕΔؔ࿈ͷڧ
͞（Q�WBMVF）͔ΒϥϯΩϯάԽ͠ɺ্位ʹϥϯ
Ωϯά͢Δ 4/1 ͷத͔Β NJ3�F25- F⒎FDU Λ
ͭ࣋ 4/1 ͱ NJ3/" ͷ૊Έ合ΘͤΛ໢ཏతʹௐ
΂ͨɻ280 ສՕॴҎ্ͷ 4/1 ͱ 2,500 Ҏ্ݸ
ͷ NJ3/" ͷ૊Έ合Θͤ͸๲େͰ͋ΔͨΊɺεʔ

ύʔίϯϐϡʔλΛ༻͍ͯ࠷దͳ૊Έ合ΘͤΛ୳
ɻͨ͠ࡧ
　"% ൃ঱・Ҡظૣߦ༧ଌ਍அγεςϜͷߏஙʹ
͸ɺίοΫεൺྫϋβʔυϞσϧΛ༻͍ͨɻ͜ͷ
γεςϜ͸ɺ.$* 者Λױ )JHI 3JTL ͱ܈ -PX 
3JTL ༧ଌɺ෼ྨ͢ΔϞσϧͰ͋Γɺಛҟʹ܈
తͳ 24 NJ3�F25-T Λ༻͍ͨ৔合ɺֶशηο
τʹ͓͍ͯ࠷దղΛࣔͨ͠（MPH�SBOLFE UFTU 
1�WBMVF�3�63 ʷ 10�7）（ਤ 4B）ɻ͜ͷ༧ଌγε
ςϜ͸ɺಠཱͳςετηοτΛ༻͍ͨূݕΛ࣮ࢪ
͕ͨ͠ɺಉ༷ʹ͍ߴ༧ଌೳΛࣔͨ͠（MPH�SBOLFE 
UFTU 1�WBMVF�3�44 ʷ 10�4）（ਤ 4C）ɻ͜ͷ݁Ռ
͔Βɺຊ研究Ͱߏஙͨ͠ "% ൃ঱・ਐظૣߦ਍
அγεςϜ͸ɺޙࠓΑΓେ規໛ͳσʔλ༻͍ͨ࠶
հೖ΁ͷ൑அΛαϙʔظඞཁʹͳΔ͕ɺૣ͕ূݕ
τ͢ΔγεςϜͱͯ͠ྟচతҙ͕ٛे෼ظ଴Ͱ͖
Δɻ

表 1　使用した検体の臨床情報

1IFOPUZQF 'BDUPS શݕମ数 ֶशηοτ ςετηοτ
.$*�$ �4BNQMF 83 41 42

"HF ʶ 4% 75�22 ʶ 6�22 75�56 ʶ 6�41 74�88 ʶ 6�1
.BMF � 28�91 30�71 26�19
�"10& Џ4 0�46,1�29, 2�8 0�26, 1�12, 2�3 0�20, 1�17, 2�5
'PMMPX�VQ ʶ 4% 	EBZ
 927�18 ʶ 535�03 961�54 ʶ 619�31 893�64 ʶ 442�71

.$*�/$ �4BNQMF 114 57 57
"HF ʶ 4% 75�56 ʶ 6�39 75�51 ʶ 6�13 75�61 ʶ 6�69
.BMF � 42�98 36�84 49�12
�"10& Џ4 0�80, 1�32, 2�2 0�40, 1�16, 2�1 0�40, 1�16, 2�1
'PMMPX�VQ ʶ 4% 	EBZ
 1002�23 ʶ 564�49
 988�18 ʶ 552�39 1016�28 ʶ 580�92
5PUBM PG TBNQMF 197 98 99

図 4　学習セットとテストセットによる予測システム

__ _
___

__

_ __ _

__ _

_

_
______ _

_ _ __ __ _ _
__
___

_____ _ __ _ _ _ _ _
_ __ _ _ _

S� ��������

_

_ _ __ _
_
_
_

_

_ ___ __ _______ ___ _ _
__ _____ _ _

___ __ _ _
__ ___ ___

_ _ _

S���������

/RZ�ULVN

HLJK�ULVN

Time(day)

/RZ�ULVN

HLJK�ULVN

Time(day)

A
D

 c
on

ve
rs

io
n 

fr
ee

ra
te

1.0

0.5

0.0

1.0

0.5

0.0
0 500 1000 1500 2000 2500 0 500 1000 1500 2000 2500

�D� �E�

P=3.63
C-index=0.718

P=3.44
C-index=0.702A

D
 c

on
ve

rs
io

n 
fr

ee
ra

te



��

研究࣮੷報告集

Ҿ༻จݙ
1）3PCJOTPO, -�, 5BOH, &� � 5BZMPS, +� 
1� %FNFOUJB� UJNFMZ EJBHOPTJT BOE FBSMZ 
JOUFSWFOUJPO� #.+ 350, I3029, EPJ�10�1136�
CNK�I3029 	2015
�
2）'BHBO, "� .� FU BM� $PNQBSJTPO PG 
BOBMZUJDBM QMBUGPSNT GPS DFSFCSPTQJOBM qVJE 
NFBTVSFT PG CFUB�BNZMPJE 1�42, UPUBM UBV, 
BOE Q�UBV181 GPS JEFOUJGZJOH "M[IFJNFS 
EJTFBTF BNZMPJE QMBRVF QBUIPMPHZ� "SDI 
/FVSPM 68, 1137�1144, EPJ�10�1001�
BSDIOFVSPM�2011�105 	2011
�
3）%F  .FZF S ,  ( �  F U  B M �  % JBHOPT J T �
JOEFQFOEFOU "M[IFJNFS EJTFBTF CJPNBSLFS 
TJHOBUVSF JO DPHOJUJWFMZ OPSNBM FMEFSMZ 
QFPQ M F �  " SDI  /FV SP M  67 ,  949 �956 , 
EPJ�10�1001�BSDIOFVSPM�2010�179 	2010
�



��

研究実੷報ࠂ集

入院中の転倒転落発生と病棟アクティビティの関連
～環境要因を探る1 施設での Pilot Study ～

౦ژҩՊࣃՊେֶେֶӃҩֶࣃ૯合研究Պ　
౦ژ౎஍Ҭҩྍ੓࠲ߨֶࡦ・ಛ೚।ڭत

森脇　睦子 研究期間　令和元年度ʙ令和2年度（2年計ը1年໨）
助成金（実績総額）　700,960円

Ⅰ. 研究活動の概要

ʲ໨తʳ
　ೖӃதͷױ者ͷస౗సམ͸ɺࡏӃ೔数ͷԆ௕΍
ҩྍඅͷ૿େͳͲɺ)FBMUI PVUDPNF ʹେ͖ͳ
ӨڹΛ༩͑ΔɻಛʹೖӃதͷస౗͸ɺೖӃதͷࣄ
ͷނ 70ˋΛ઎ΊΔͱ͍͏ใࠂ΍ೖӃதͷྸߴ者
ͷ 2 ʵ 12ˋ͕స౗͍ͯ͠Δͱ͍͏ใ͕͋ࠂΔɻ
ΑΔͱɺʹࠂ໰୊研究ॴͷใޱձอো・人ཱࣾࠃ
զ͕ࠃ͸ɺ 2013 年ʹ 65 ͕ޱҎ্人ࡀ 26ˋʹ
ୡ͠ɺ2017 年ʹ͸人ޱͷ 5 人ʹ 1 人͕ 75 Ҏࡀ
্ͷ௒ࣾྸߴձͱͳͬͨɻ͜ ͷΑ͏ʹզ͕ࠃͰ͸ɺ
͸継続͢ΔɻैͬͯɺڹԽ͕ਐΈͦͷӨྸߴʹط
ͦΕ͸ҩྍʹେ͖͘Ө͠ڹɺೖӃதͷస౗・సམ
ͷϋΠϦεΫױ者ͷ૿Ճ͕༰қʹ༧ଌͰ͖Δɻ͜
ͷରࡦ͸ɺͲͷҩྍؔػʹ͓͍ͯ΋ۓ٤ͷ՝୊Ͱ
͋Δɻ
　ೖӃதͷస౗సམ͸ױ者ཁҼʹՃ͑ڥ؀ཁҼ΋
͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻױ者ͷ "%- ΍ซଘ঱ɺ޲ਫ਼
ਆༀ౳ͷ಺෰ঢ়گɺ年ྸ౳ͷױ者ཁҼ͕స౗సམ
ʹӨ͢ڹΔ͜ͱ͕ใ͞ࠂΕ͍ͯΔɻҰํͰࢪઃ規
໛౳ͷӨڹΛࣔࠦ͢Δใࠂ΋͋Δɻզ͕ࠃͰ͸ɺ
ۙ年ਐΊΒΕ͍ͯΔපӃػೳ෼ԽʹΑΓɺಛʹٸ
Ӄ೔数ͷ୹ॖɺҩྍີ度ͷ্ࡏͰ͸ؔػҩྍظੑ
ঢͳͲʹΑΓප౩ͷΞΫςϏςΟ（ප౩ͷ๩͠͞
ͷ度合͍）্͕͕͓ͬͯΓɺ͜ΕΒ͕গͳ͔Βͣ
Δɻ͑ߟΔͷͰ͸ͳ͍͔ͱ͢ڹ者҆શʹӨױ
　ප౩単位ͷΞΫςΟϏςΟ（͍ΘΏΔ๩͠͞）

͸ɺखज़݅数ɺೖӃ（༧ఆɺٸۓ）ױ者ͷड͚ೖ
ΕͳͲͷͦͷ೔ͷۈ຿ଳͷϫʔΫϩʔυɺױ者ͷ
-%"ɺױ࣬ ͳͲͷױ者૾ɺχʔζϕʔεͷඞཁ
͑ߟ数ʹର͢Δॆ଍཰౳͕ओʹؔ༩͢Δͱࢣޢ؃
Δɻ͜ͷප౩ΞΫςΟϏςΟ͕༗ࣄ֐৅ൃੜʹӨ
ΒΕΔ͕ɺ͜ΕΛఆྔతʹධՁ͠༗͑ߟΔͱ͢ڹ
研究͸ຊ๜Ͱ͸ච者͕஌Δͨ͠౼ݕ৅ൃੜΛࣄ֐
ઃʹର͢Δෛ୲͕ࢪྗڠΓͳ͍ɻͦͷཧ༝͸ɺݶ
େ͖͘σʔλऔಘʹݶք͕ੜ͍ͯͨ͜͡ͱ͕Өڹ
ͨ͠ͷͰ͸ͳ͍͔ɻۙ年ҩྍքʹ͓͚Δ৘ใԽ͕
ਐΈɺ%1$ σʔλ౳ͷϏοάσʔλ͕Ӄ಺ʹ஝
ੵ͞Ε͓ͯΓɺ͜ΕΒΛ׆༻͢Δ͜ͱͰɺප౩Ξ
ΫςΟϏςΟΛఆྔධՁͰ͖Δͱ͑ߟΔɻ
　๬·͍͠ҩྍఏڙମ੍ͷ࢟ͱͯ͠͸ɺఏ͢ڙΔ
ҩྍͷޮՌͷ࠷దԽٴͼױ者҆શอোͷ֬อ͕ܦ
Δɻͦ͑ߟΔ͜ͱͱ͕ܨʹతʹ༏Ε͍ͯΔঢ়ଶࡁ
ͷͨΊɺࢣޢ؃దਖ਼഑ஔ΋ؚΊͨප౩ΞΫςΟϏ
ςΟͷධՁ͕ඞཁͰ͋Δɻͦ͜Ͱɺຊ研究Ͱ͸ɺ
ප౩ΞΫςϏςΟΛఆྔతʹධՁ্ͨ͠Ͱɺױ者
ͷྸߴԽ͕ਐΉҩྍؔػʹ͓͍ͯॏཁͳ՝୊Ͱ͋
ΔೖӃதͷస౗సམൃੜʹয఺Λ౰ͯɺͲͷఔ度
Δ͔Λ໌Β͔ʹ͢Δɻ͍ͯ͠ڹཁҼ͕Өڥ؀

ʲ研究ํ๏ʳ
1）研究ର৅ٴͼؒظ

（1）σʔλιʔε  
ᶃ %1$ σʔλ（༷ࣜ̍ɺ&') ϑΝΠϧ）ɺ
ᶄප౩単位ɺ೔単位ͷࢣޢ؃ͷۈ຿࣮੷ঢ়گɺ
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ᶅҩྍ͔ؔػΒऩू͢Δస౗సམࣄ৅ͷใࠂ
ͷ͏ͪస౗సམʹؔ࿈ͨ͠༗ࣄ֐৅

　　ؒظ（2）
2018 年 4 ݄ʙ 2019 年 3 ݄ʹ౰ӃʹࡏӃͨ͠
Ұൠප౩ೖӃױ者ɻ
ͨͩ͠ɺখࣇՊٴͼ࢈Պප౩Λআ͘ɻ

2）෼ੳํ๏
（1）Ξ΢τΧϜ：ᶃస౗సམࣄ৅（ױ者ཁҼେ

ͷ༗ࣄ֐৅ͷҰྫ）
（2）ӨڹҼࢠ
　ᶃڥ؀ཁҼ

　ೖӃ݅数ɺٸۓೖӃ݅数ɺखज़・݅ࠪݕ数ɺ
成ൺͳߏ者ͷ年ྸױ者ଐੑ（ප౩ʹ઎ΊΔױ
Ͳ）ɺࡏӃ೔数ɺපচ規໛ɺප౩ଐੑɺױ者
͋ͨΓͷޢ؃έΞؒ࣌ΛӨڹҼࢠͱ͢Δɻ

　ᶄױ者ཁҼ
ඞཁ度ධՁ߲໨͔ΒಘΒΕͨ఺数ɺ࣬ޢ؃　
者૾Λ൓ө͢ΔมױͳͲࡎɺ年ྸɺ౤༩ༀױ
数Λױ者ཁҼͱ͢Δɻޢ؃ඞཁ度ʹ͍ͭͯ
͸ɺྍ࣏಺༰΍ "%- ͷ߲໨ؚ͕·Ε͍ͯΔ
ͨΊશ߲໨Λม数ͱͯ͠͏࢖ɻ

（3）ղੳํ๏
ᶃප౩単位ͷݕ౼：෼ੳ単位͸ɺ1 ප౩ 1 ೔Λ

1 Ϩίʔυͱ͠ɺප౩ཁҼͱస౗సམࣄ৅ൃ
ੜͷؔ࿈Λ໌Β͔ʹ͢Δɻڥ؀ཁҼٴͼױ者
ཁҼม数ؒͷ૬ؔΛ֬ೝ͠ɺଟมྔղੳ（ϩ
δεςΟοΫ）ɺ΋͘͠͸ 14 ʹΑΔϚον
ϯάΛ͍ߦɺؒ܈ൺֱ͢Δɻ

ᶄױ者単位ͷ෼ੳ：෼ੳ単位͸ 1 ೖӃ 1 者ױ
Λ 1 Ϩίʔυͱ͠ɺױ者ཁҼʹՃ͑ղੳํ
๏ͷ̍）Ͱ໌Β͔ʹͳͬͨප౩ཁҼͷม数Λ
Ճ͑స౗సམࣄ৅ൃੜͱͷؔ࿈Λ໌Β͔ʹ
͢Δɻଟมྔղੳ（ϩδεςΟοΫ）ɺ΋͠
͘͸ 14 ʹΑΔϚονϯάΛ͍ߦɺؒ܈ൺֱ
͢Δɻ

Ⅱ . 研究の成果

　ॳ年度ͷ成Ռͱͯ͠͸ɺओʹ༗ࣄ֐৅σʔλɺ
຿࣮੷σʔλɺ%1$ۈ σʔλ（& ϑΝΠϧɺ' ϑΝ
Πϧɺ)ϑΝΠϧ）ͷσʔλநग़ٴͼσʔλΫϦʔ
χϯάɺ෼ੳ༻σʔλγʔτͷ࡞成Λͨͬߦɻ
　ᶃ %1$ σʔλʹ͍ͭͯ͸ɺ෼ੳର৅ࡏʹؒظ
Ӄͨ͠ױ者 175,680 者数ױ࣮）݅ 17,395）Λ
நग़͠෼ੳର৅ප౩ʹ֘౰͢ΔԆױ者 168,159
者数ױ࣮）݅ 16,307）Λநग़ͨ͠ɻ1 者ױ 1
ೖӃΛ෼ੳ単位ͱͨ͠αϚϦʔϨίʔυͰ͋Δ
%1$ ༷ࣜ 1 Λ༻͍ͯ࡞成ͨ͠ɻප౩ΞΫςΟϏ
ςΟΛଌΔප౩ม数ͱͯ͠ɺೖӃ݅数ɺٸۓೖ
Ӄ݅数ɺखज़・݅ࠪݕ数ɺප౩ʹ઎ΊΔױ者ͷ
年ྸߏ成ൺɺซଘ঱別ͷױ者数ͳͲΛප౩単位
຿࣮ଶσʔλʹ͍ͭͯ͸ɺ෼ੳۈग़ͨ͠ɻᶄࢉʹ
ର৅ؒظͷۈࢣޢ؃຿ؒ࣌Λප౩͝ͱ೔͝ͱ（೔
͍ͭʹ৅σʔλࣄ֐ग़ͨ͠ɻᶅ༗ࢉʹ（別ۈ໷ۈ
ͯ͸ɺ෼ੳର৅ؒظʹൃੜͨ͠༗ࣄ֐৅ 3,826
݅ͷ͏ͪస౗సམྫࣄ 458 ྫࣄΛநग़͠ɺྫࣄ
಺༰Λਫ਼ࠪ͠පঢ়ͷѱԽ౳ʹΑΔର৅֎ٴྫࣄͼ
෼ੳର৅֎ප౩Ͱൃੜͨ͠ྫࣄ 355 Λநग़ͨ͠ɻ
ͦΕͧΕͷσʔλιʔεΛ࿈݁͠ɺهड़౷計Λ࣮
Δͱ͜ΖͰ͋Δɻ͍ͯ͠ࢪ
　౰ॳ計ըͰ͸ɺର৅ױ者ʹରͯ͠ɺ*$6 ༻ɺ
ϋΠέΞ༻ɺҰൠප౩༻ͷॏ঱度ɺҩྍ・ޢ؃ඞ
ཁ度（ҎԼɺޢ؃ඞཁ度）ධՁΛ͍ߦɺඞཁޢ؃
Δ͜ͱΛ͢༺׆มྔͷม数ͱͯ͠ڞग़͠ࢉ数Λࢣ
༧ఆ͍ͯͨ͠ɻ*$6 ඞޢͼϋΠέΞ༻ͷ؃ٴ༺
ཁ度ධՁΛͨ͏ߦΊɺ%1$ σʔλͷ ' ϑΝΠϧ
Λ༻͍ͯϚελ։ൃΛͨͬߦɻͦͷ݁ՌɺҰ෦ͷ
਍ྍ߲໨ʹ͍ͭͯ͸Ճࢉ౳Ͱแׅ͞Εɺ਍ྍߦҝ
͕ &' ϑΝΠϧ্ग़ྗ͞Εͳ͍ͳͲͷ໰୊͔Βɺ
Ϛελͷଥ౰ੑͷࠔ͕ূݕ೉Ͱ͋Δ͜ͱ͕໌Β͔
ʹͳͬͨɻͦ͜ͰɺೖӃجຊྉͷࢪઃج४ͰٻΊ
ΒΕ͍ͯΔࢣޢ؃ͷۈ຿࣮੷σʔλ（ප౩ʹ഑ஔ
͞Ε͍ͯͨࢣޢ؃ͷۈ຿ؒ࣌Λ೔͝ͱʹه࿥ͨ͠
΋ͷͰձٞ౳ͷग़੮ʹΑΔප౩ෆؒ࣌ࡏ͸আ֎͞
Ε͍ͯΔ）Λ׆༻͠ɺࢣޢ؃഑ஔʹ܎Δม数ͷڞ
มྔͱ͢Δ͜ͱͱͨ͠ɻ
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　2 年໨͸ɺ্هղੳํ๏ͷࡌهʹैͬͯɺσʔ
λղੳΛ͏ߦɻ
　ຊ研究ͷΞ΢τΧϜͰ͋Δ༗ࣄ֐৅͸ɺ355
݅Ͱ͋Δɻέʔεʹରͯ͠ίϯτϩʔϧ͕ଟ͍ͨ
Ίɺප౩単位Ͱू໿ͨ͠ױ者ঢ়ଶٴͼࢣޢ؃ͷۈ
຿࣮ଶΛڞมྔͱͯ͠ϓϩϖϯγςΟείΞϚο
νϯάʹΑΔର৅બఆΛ͏ߦ༧ఆͰ͋Δɻղੳͷ
खॱͱͯ͠͸ɺ·ͣɺප౩単位ͷ෼ੳΛ࣮͠ࢪɺ
๩͠͞Λࣔ͢ڥ؀ཁҼม数Λಛఆ͢Δɻ続͍ͯɺ
ɺප౩単位ͷ෼ੳ͔ΒಘΒΕࡍ者単位ͷ෼ੳͷױ
ࣄ人ͷస౗సམݸ者ױཁҼม数Λ౤ೖ͠ɺڥ؀ͨ
৅ʹڥ؀͢΅ٴཁҼͷେ͖͞Λ໌Β͔ʹ͢Δ༧
ఆɻதؒใࠂձͰ͸ɺ৹ࠪһͷ͝ࢦఠΛ౿·͑౷
計తݕ౼ํ๏ʹ͍ͭͯධՁ݁Ռʹଈͯ͠ਐΊ͍ͯ
͘༧ఆͰ͋Δɻ
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加齢による神経細胞内 ATP 低下に注目した
新規抗脳老化戦略の開発

ट౎େֶ౦ژ（ݱ：౦ژ౎ཱେֶ）
ཧֶ෦ੜ໋ՊֶՊ・।ڭत

安藤　香奈絵 研究期間　令和元年度ʙ令和3年度（3年計ը1年໨）
助成金（実績総額）　2,991,550円

Ⅰ. 研究活動の概要

　Ճྸʹ൐ͬͯ೴ػೳ͸௿Լ͠ɺೝ஌঱ͳͲͷݪ
ҼͱͳΔਆܦมੑ࣬ױͷϦεΫ΋૿Ճ͢Δɻͤ޾
ͳྸߴԽࣾձͷ࣮ݱͷͨΊɺ·ͨҩྍ΍հޢ౳ࣾ
ձอোͷ্Ͱ΋ɺྸߴ者ͷ೴ػ࣍ߴೳͷҡ࣋͸զ
ϝΧࢠԱͷ෼ه・ͷ՝୊Ͱ͋Δɻֶशۓͷ٤ࠃ͕
χζϜ͸γϣ΢δϣ΢όΤ͔Βώτ·ͰछΛ௒͑
ͯอଘ͞Ε͓ͯΓɺՃྸʹ൐͏೴ػ࣍ߴೳͷ௿Լ
΋·ͨಈ෺छʹڞ௨ͯ͠ݟΒΕΔ （5BNVSB FU 
BM�, 2003, :JO FU BM�, 1994）ɻ͔͠͠ɺՃྸʹ൐
͏มԽͷ͏ͪɺԿ͕೴ػ࣍ߴೳ௿ԼͷҾ͖ۚͱͳ
Δͷ͔͸ෆ໌Ͱ͋Δɻ೴࿝ԽʹؔΘΔܦ࿏͕ಉఆ
Ͱ͖Ε͹ɺͦΕʹ͍ͨͮج೴࿝Խͷ஗Ԇઓུͷ։
ൃ͕ՄೳʹͳΔɻ
　ۙ年ͷ研究͔ΒɺΤωϧΪʔ୅ँͱ "51 ੜ࢈
ͷมԽ͕࿝Խʹେ͖ؔ͘ΘΔ͜ͱ͕ࢦఠ͞Ε͍ͯ
Δɻ৯Ӥ੍ݶʹΑΓɺମ಺Λ॥؀͢Δ౶ɺΠϯε
Ϧϯ΍成௕Ҽࢠͷྔ͕ݮগ͢Δͱɺण໋͕ԆͼΔ
͚ͩͰͳ͘ɺ׆ಈྔͳͲ਎ମػೳͷՃྸʹΑΔ௿
Լ΋؇΍͔ʹͳΔ（(JMMFTQJF FU BM�, 2016）ɻ೴
Ͱ͸ՃྸʹΑΓ౶୅ँ͕ݮগ͠（(PZBM FU BM�, 
2017）ɺ·ͨΠϯεϦϯܦ࿏ͷ્֐͸ֶश・هԱ
Λ્͢֐Δ（/BHBOPT FU BM�, 2012）ɻ͜ΕΒΑ
ΓɺՃྸʹ൐͏೴ਆࡉܦ๔಺Ͱͷ౶୅ँมԽͱ೴
ΒΕΔɻ͑͞ߟೳͷมԽ͸ີ઀ͳؔ࿈͕͋Δͱػ
Βʹɺਆࡉܦ๔͸ੑۃʹ෋Μͩߏ଄Λͪ࣋ɺࡉ๔
ମɺ࣠ࡧɺγφϓεɺथঢ়ಥىͳͲͷͦΕͧΕͷ

๔಺۠ҬͰɺ"51ࡉ ͷधཁʹݟ合͏͕څڙඞཁ
ͱͳΔɻਃ੥者͸ɺՃྸʹΑΔ "51 ྔͷมԽΛɺ
ਆࡉܦ๔಺۠ҬϨϕϧͰղੳ͖ͯͨ͠ɻͦ ͷ݁Ռɺ
"51 ྔ͕Ճྸʹ൐ͬͯࡉ๔ମͰݮগ͢Δ͜ͱΛ
ग़ͨ͠（ਤݟ 1ɺ࿦จ౤ߘ४උத）ɻ͜ͷมԽΛ
཈੍͢Δ͜ͱͰɺՃྸʹ൐͏೴ػೳ௿ԼΛ༧๷·
ͨ͸஗ԆͰ͖Δͱ͑ߟΒΕΔɻຊ研究Ͱ͸ɺ೴಺
"51 ྔΛҡ࣋͢Δํ๏Λಉఆ͠ɺͦΕʹΑΓ೴
࿝Խ͕཈੍Ͱ͖Δ͔Λௐ΂Δ͜ͱΛ໨తͱ͢Δɻ
　γϣ΢δϣ΢όΤ͸༏ΕͨҨ఻ֶతϞσϧͱ͠
ͯɺ࿝Խɺֶश・هԱɺώτ࣬ױͳͲଟ͘ͷ研究
ʹ༻͍ΒΕ͖ͯͨɻ͜Ε·Ͱʹɺ࿝Խͱֶश・ه
ԱͷͲͪΒʹ͍ͭͯ΋ɺώτͱγϣ΢δϣ΢όΤ
Ͱڞ௨ͳ໾ׂΛͭ࣋෼͕ࢠଟ͘໌Β͔ʹͳ͍ͬͯ

図1
加齢により神経細胞の細胞体でATPが減少する。ショウ
ジョウバエ脳キノコ体の神経細胞でATP量をイメージン
グにより検出。
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㸯．研究௦表者 

ᡤᒓ・⫋ྡ ： 㤳㒔኱学ᮾி（現：ᮾி㒔立኱学） 

⌮学部生࿨⛉学⛉・෸ᩍᤵ 

Ặ   ྡ ： Ᏻ⸨ 㤶ዉ⤮ 

   

㸰．研究ᮇ間 

௧࿴ඖᖺ度 㹼 ௧࿴㸱ᖺ度（㸱ᖺ計画㸯ᖺ┠） 
 
ຓ成㔠（実⦼⥲㢠）㸰㸪㸷㸷㸯㸪５５㸮෇ 

 

 

㸱．研究ㄢ㢟 

     ຍ㱋による神経細⬊ෆ ATP ప下にὀ┠した᪂つᢠ⬻⪁໬ᡓ␎の㛤発 

 

㸲．研究άືのᴫせ 

ຍ㱋にకって⬻機能はప下し、認▱症な࡝のཎᅉとなる神経変性疾患のリスクࡶቑຍ

する。ᖾࡏな高㱋໬♫఍の実現のため、また་⒪ࡸ௓ㆤ等♫఍ಖ㞀のୖでࡶ、高㱋者

の⬻高次機能の⥔ᣢはᡃがᅜのႚ⥭のㄢ㢟である。学習・グ᠈のศᏊメࢽ࢝ズムはシ

ࣙウࣙࢪウバ࢚からࣄトまで種を㉸࠼てಖᏑされており、ຍ㱋にకう⬻高次機能のప

下ࡶまたື≀種に共㏻してぢられる (TaPura et aO.� 2003� <in et aO.� 1994)。し

かし、ຍ㱋にకう変໬のうࡕ、ఱが⬻高次機能ప下のᘬき㔠となるのかは୙᫂である。

⬻⪁໬に関ࢃる経㊰が同定できれࡤ、それにᇶ࡙いた⬻⪁໬の㐜ᘏᡓ␎の㛤発が可能

になる。 

 

㏆ᖺの研究から、ࢿ࢚ルࢠー௦ㅰと ATP ⏘生の変໬が⪁໬に኱きく関ࢃることがᣦ᦬

されている。㣗㣵ไ㝈により、体ෆをᚠ⎔する⢾、インスリンࡸ成㛗ᅉᏊの量がῶᑡ

すると、ᑑ࿨がᘏびるࡔけでなく、άື量な࡝㌟体機能のຍ㱋によるప下ࡸ⦅ࡶかに

なる(*iOOeVpie et aO.� 2016)。⬻ではຍ㱋により⢾௦ㅰがῶᑡし(*o\aO et aO.� 

2017)、またインスリン経㊰の㜼ᐖは学習・グ᠈を㜼ᐖする(1aJanoV et aO.� 2012)。

これらより、ຍ㱋にకう⬻神経細⬊ෆ

での⢾௦ㅰ変໬と⬻機能の変໬はᐦ

᥋な関連があると⪃࠼られる。さらに、

神経細⬊はᴟ性にᐩࡔࢇᵓ造をᣢࡕ、

細⬊体、㍈⣴、シࢼプス、ᶞ≧✺㉳な

れの細⬊ෆ༊ᇦで、ATPࡒのそれ࡝ の

㟂せにぢ合う౪⤥がᚲせとなる。⏦ㄳ

者は、ຍ㱋による ATP 量の変໬を、神

経細⬊ෆ༊ᇦࣞベルで解析してきた。

その結果、ATP 量がຍ㱋にకって細⬊

体でῶᑡすることをぢ出した（図 1、

ㄽᩥᢞ✏‽備中）。この変໬をᢚไす
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Δɻण໋ͷ୹͍γϣ΢δϣ΢όΤΛ༻͍Δ͜ͱͰɺ
助成ؒظ 3 年Ͱਆࡉܦ๔ "51 গͱ೴࿝Խͷؔݮ
೴߅͍ͨͮجʹϨϕϧͰͷղ໌ͱɺͦΕࢠͷ෼܎
࿝Խ新規ઓུͷ։ൃΛ໨͢ࢦ（ਤ̎）ɻ

Ⅱ. 研究の成果

B��Ճྸʹ൐͏೴ਆࡉܦ๔ͷ"51࢈ੜߏػͷมԽ
　Ճྸʹ൐ͬͯ೴ਆࡉܦ๔ͷ "51 ྔ͸ݮগ͢Δ

（ਤ 1ɺ࿦จ౤ߘ४උத）ɻͦ͜ͰɺՃྸʹ൐͍ɺ
೴ਆࡉܦ๔಺ͷ "51 ͸ͲͷΑ͏ʹมԽߏػੜ࢈
͢Δ͔Λௐ΂ͨɻ೴ਆࡉܦ๔ͷ "51 ͸ओʹάϧ
ίʔε͔Β࡞ΒΕΔɻͦ͜Ͱɺ೴ͷάϧίʔεྔɺ
άϧίʔετϥϯεϙʔλʔͷൃྔݱɺղ౶߬ܥ
ૉͷൃྔݱΛௐ΂ͨɻ
　·ͣɺάϧίʔεͷྔΛଌఆͨ͠ͱ͜Ζɺ಄෦
ӷதͷάϧίʔεೱ度͸ՃྸʹΑͬͯ௿Լࡅഁ
͍ͯͨ͠ɻ·ͨɺ೴ਆࡉܦ๔ʹάϧίʔεΛऔ
ΓࠐΉάϧίʔετϥϯεϙʔλʔ E(MVU1 ͷൃ
๔ࡉܦ΋௿Լ͍ͯͨ͠ɻ͜ΕΒΑΓɺ೴ਆྔݱ
͕ར༻Մೳͳάϧίʔε͕ݮগ͍ͯ͠Δ͜ͱ͕
ࣔࠦ͞Εͨɻ࣍ʹղ౶ܥͷ཯଎ͱͳΔ߬ૉɺղ
౶ܥͷ཯଎߬ૉͰ͋Δ HMVDPTF�6�QIPTQIBUF 
JTPNFSBTF 	1HJ
, QIPTQIPGSVDUPLJOBTF 	1GL
, 
BOE QZSVWBUF LJOBTF 	1ZL
 ͷ಄෦Ͱͷൃྔݱ
Λఆྔత 1$3 ʹΑΓௐ΂Δͱɺ͜ΕΒ΋Ճྸʹ
ΑΓݮগ͍ͯͨ͠ɻ
　͞Βʹਆࡉܦ๔಺ͷϛτίϯυϦΞΛిݦࢠඍ
๔ମʹ͓͚ΔϛτίϯυϦࡉΑΓղੳͨ͠ɻʹڸ
Ξͷ数͸ɺՃྸʹΑͬͯݮগ͠ͳ͍͜ͱ͕Θ͔ͬ
ͨɻҰํɺΫϦεςߏ଄͕ҟৗͳϛτίϯυϦΞ
ͷׂ合͸ՃྸʹΑͬͯ૿Ճ͍ͯͨ͠ɻ

C��ՃྸʹΑΔ೴ਆࡉܦ๔"51௿ԼͷݪҼ
ɺ͜ΕΒͷมԽͷͲΕ͕ʹ࣍   "51 ྔͷݮগΛ
Ҿ͖͢͜ىͷ͔Λௐ΂ͨɻղ౶ܥͷ཯଎߬ૉͷ
ͻͱͭ 1GL Λਆࡉܦ๔ͰϊοΫμ΢ϯͨ͠ݸମ
ͷ೴ਆࡉܦ๔Ͱ͸ɺए年͔࣌Β "51 ྔ͸গͳ͘
ͳΔ͕ɺՃྸʹΑͬͯͦΕҎ্ݮগ͢Δ͜ͱ͸ͳ
͔ͬͨɻ͜ΕΑΓɺղ౶ܥͷ௿Լ͕ɺՃྸʹΑΔ
"51 ͷ௿ԼʹؔΘ͍ͬͯΔ͜ͱ͕ࣔࠦ͞Εͨɻ
　·ͨɺ࿝ྸݸମͰਆࡉܦ๔΁ͷάϧίʔεͷऔ
ΓࠐΈͷ௿Լ͕ࣔࠦ͞Εͨ͜ͱ͔Βɺάϧίʔε
τϥϯεϙʔλʔͷա৒ൃݱʹΑΓάϧίʔεऔ
ΓࠐΈΛ૿Ճͤ͞ɺͦͷ "51 ྔʹ༩͑ΔޮՌΛ
ௐ΂ͨɻάϧίʔετϥϯεϙʔλʔΛਆࡉܦ๔
ʹա৒ൃͨ͠ݱγϣ΢δϣ΢όΤͷ೴ਆࡉܦ๔Ͱ
͸ɺՃྸͯ͠΋ "51 গ͠ͳ͔ͬͨ（ਤݮ͕ 3ɺ
࿦จ౤ߘ४උத）ɻ·ͨɺՃྸʹΑΔ "51 ྔͷ
ݱૉͷൃ߬ܥগ͕཈͑ΒΕ͚ͨͩͰͳ͘ɺղ౶ݮ
ͷݮগ΋཈੍͞Ε͍ͯͨɻ͜ͷ݁Ռ͔Β΋ɺՃྸ
ʹΑͬͯਆࡉܦ๔Ͱղ౶ܥʹΑΔάϧίʔε෼ղ
͕௿Լ͠ɺͦͷͨΊ "51 গ͢Δ͜ͱ͕ࣔݮ͕ྔ
ࠦ͞ΕΔɻ
　ઌͷஈམͰड़΂ͨΑ͏ʹɺՃྸͨ͠ਆࡉܦ๔Ͱ
͸ɺػೳෆશͱΈΒΕΔܗଶ͕ҟৗͳϛτίϯυ
ϦΞͷׂ合͕एྸ࣌ΑΓ૿Ճ͍ͯͨ͠ɻ͔͠͠ɺ
άϧίʔετϥϯεϙʔλʔΛա৒ൃͨͤ͞ݱ೴
ਆࡉܦ๔Ͱ͸ɺ"51 ྔͷݮগ͕཈੍͞ΕΔʹ΋
ؔΘΒͣɺҟৗͳϛτίϯυϦΞͷׂ合͸มԽ͠
ͳ͔ͬͨɻ͜ͷ݁Ռ͔Βɺ࿝ྸͷ೴ਆࡉܦ๔Ͱ͸ɺ
ϛτίϯυϦΞͷμϝʔδ͕͋ͬͯ΋ɺάϧίʔ
εͷऔΓࠐΈΛ૿Ճͤ͞Ε͹ɺ"51 ྔΛҡ࣋Ͱ
͖Δ͜ͱ͕Θ͔ͬͨɻ
D��ਆࡉܦ๔಺"51ྔ͕ݸମͷ࿝Խʹ༩͑ΔӨڹ
　೴ਆࡉܦ๔Ͱͷ"51ͷݮগΛ཈੍͢Δ͜ͱͰɺ
ମͷ࿝Խʹ൐͏มԽΛ؇和Ͱ͖Δ͔Λௐ΂ͨɻݸ
Ճྸʹ൐ͬͯɺӡಈೳྗ͸௿Լ͢Δɻ͔͠͠ਆܦ
ʹ๔ࡉ (MVU Λൃͨͤ͞ݱγϣ΢δϣ΢όΤͰ͸ɺ
ՃྸʹΑΔӡಈೳྗͷ௿Լ͕཈੍͞Ε͍ͯͨɻ·
ͨɺ͜ΕΒͷݸମͷण໋΋ɺେক܉ʹൺ΂ͯ৳ͼ
͍ͯΔ͜ͱ͕Θ͔ͬͨ（ਤ 4ɺ࿦จ౤ߘ४උத）ɻ
͜ΕΒΑΓɺՃྸʹΑͬͯਆࡉܦ๔Ͱ "51 ݮ͕

図2　本研究の目的

ることで、ຍ㱋にకう⬻機能ప下を予㜵または㐜ᘏできると⪃࠼られる。本研究では、

⬻ෆ ATP 量を⥔ᣢする᪉法を同定し、それにより⬻⪁໬がᢚไできるかをㄪ࡭ること

を┠的とする。 

 

シࣙウࣙࢪウバ࢚はඃれた㑇ఏ学的ࣔデルとして、⪁໬、学習・グ᠈、ࣄト疾患な࡝

ከくの研究に用いられてきた。これまでに、⪁໬と学習・グ᠈のࡕ࡝らについてࡶ、

で共㏻な࢚ウバࣙࢪトとシࣙウࣄ

ᙺ๭をᣢつศᏊがከく᫂らかにな

っている。ᑑ࿨の▷いシࣙウࣙࢪ

ウバ࢚を用いることで、ຓ成ᮇ間

㸱ᖺで神経細⬊ ATP ῶᑡと⬻⪁໬

の関係のศᏊࣞベルでの解᫂と、

それにᇶ࡙いたᢠ⬻⪁໬᪂つᡓ␎

の㛤発を┠ᣦす(図㸰)。 

 

 

５．研究の成果 

 

a. ຍ㱋にకう⬻神経細⬊の ATP ⏘生機ᵓの変໬ 
   ຍ㱋にకって⬻神経細⬊の ATP 量はῶᑡする（図 1、ㄽᩥᢞ✏‽備中）。そこで、

ຍ㱋にకい、⬻神経細⬊ෆの ATP ⏘生機ᵓは࡝のように変໬するかをㄪ࡭た。⬻神経

細⬊の ATP は୺にࢢルコースから作られる。そこで、⬻のࢢルコース量、ࢢルコース

トランスポーターの発現量、解⢾⣔㓝⣲の発現量をㄪ࡭た。 

  まず、ࢢルコースの量を測定したところ、頭部◚○ᾮ中のࢢルコース⃰度はຍ㱋

によってప下していた。また、⬻神経細⬊にࢢルコースをྲྀり㎸ࢢࡴルコーストラン

スポーターd*Out1 の発現量ࡶప下していた。これらより、⬻神経細⬊が฼用可能なࢢ

ルコースがῶᑡしていることが示唆された。次に解⢾⣔のᚊ㏿となる㓝⣲、解⢾⣔の

ᚊ㏿㓝⣲である JOucoVe�6�phoVphate iVoPeraVe (PJi)� phoVphoIructoNinaVe (PIN)� and 

p\ruvate NinaVe (P\N) の頭部での発現量を定量的 PCR によりㄪ࡭ると、これらࡶຍ㱋によ

りῶᑡしていた。 

  さらに神経細⬊ෆの࣑トコンドリアを㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾により解析した。細⬊体におけ

る࣑トコンドリアの数は、ຍ㱋によってῶᑡしないことがࢃかった。一᪉、クリスࢸ

ᵓ造が␗常な࣑トコンドリアの๭合はຍ㱋によってቑຍしていた。 

   

E. ຍ㱋による⬻神経細⬊ ATP ప下のཎᅉ 

    次に、これらの変໬の࡝れが ATP 量のῶᑡをᘬき㉳こすのかをㄪ࡭た。解⢾⣔の

ᚊ㏿㓝⣲のࡦとつ PIN を神経細⬊でࢵࣀクダウンした個体の⬻神経細⬊では、ⱝᖺ時

から ATP 量はᑡなくなるが、ຍ㱋によってそれ௨ୖῶᑡすることはなかった。これよ

り、解⢾⣔のప下が、ຍ㱋による ATP のప下に関ࢃっていることが示唆された。 

  また、⪁㱋個体で神経細⬊࡬のࢢルコースのྲྀり㎸ࡳのప下が示唆されたことか

ら、ࢢルコーストランスポーターの㐣๫発現によりࢢルコースྲྀり㎸ࡳをቑຍさࡏ、

その ATP 量に୚࠼るຠ果をㄪ࡭た。ࢢルコーストランスポーターを神経細⬊に㐣๫発

現したシࣙウࣙࢪウバ࢚の⬻神経細⬊では、ຍ㱋してࡶ ATP がῶᑡしなかった（図 3、

ㄽᩥᢞ✏‽備中）。また、ຍ㱋による ATP 量のῶᑡがᢚ࠼られたࡔけでなく、解⢾⣔

㓝⣲の発現のῶᑡࡶᢚไされていた。この結果からࡶ、ຍ㱋によって神経細⬊で解⢾

⣔によるࢢルコースศ解がప下し、そのため ATP 量がῶᑡすることが示唆される。 
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図4
神経細胞のグルコース取り込みを増加させることで、加齢による運動能力の低下が抑制でき（左）、寿命が延長される

（右）。左：神経細胞にグルコーストランスポーターを発現させたショウジョウバエ（hGlut3）の運動能力を、ショウジョウ
バエをプラスチックバイアルの底に落とし、30秒の間に登る距離を測定して解析 (mean ± SE, n=12–39; *p<0.05, 
***p<0.001; Student’s t-test) 。右：神経細胞にグルコーストランスポーターを発現させたショウジョウバエ（hGlut3）
の寿命の中央値は59日であり、対照群（中央値55日）より有意に寿命が伸びていた（Mean±SE, n=131-601, ***; 
p<0.001, ****; p<0.0001, Log-rank test.）。
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␗常な࣑トコンドリアの๭合がⱝ㱋時よりቑຍしていた。しかし、ࢢルコーストラン

スポーターを㐣๫発現さࡏた⬻神経細⬊では、ATP 量のῶᑡがᢚไされるにࡶ関ࢃら

ず、␗常な࣑トコンドリアの๭合は変໬しなかった。この結果から、⪁㱋の⬻神経細

⬊では、࣑トコンドリアのダメーࢪがあってࢢ、ࡶルコースのྲྀり㎸ࡳをቑຍさࡏれ

ATP、ࡤ 量を⥔ᣢできることがࢃかった。 

図３. 神経細胞にグルコース取り込みを増加させることで、加齢による ATP 減少が抑制でき

る。Glut を過剰発現したショウジョウバエ脳神経細胞の ATP バイオセンサーによるイメージ

ング。(mean ± SE, n=4– 6; n.s., p>0.05; Student’s t-test) 

 

c. 神経細⬊ෆ ATP 量が個体の⪁໬に୚࠼る影㡪 
 

⬻神経細⬊での ATP のῶᑡをᢚไすることで、個体の⪁໬にకう変໬を⦆࿴できるか

をㄪ࡭た。ຍ㱋にకって、㐠ື能ຊはప下する。しかし神経細⬊に *Out を発現さࡏ

たシࣙウࣙࢪウバ࢚では、ຍ㱋による㐠ື能ຊのప下がᢚไされていた。また、これ
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のไᚚに関ࢃることが示唆された。さらに、神経細⬊の⢾ྲྀり㎸ࡳをቑຍさࡏること

で、個体の⪁໬を⦆࿴することができることが示された。 
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シナプスエイジング分子メカニズム解明による
認知症治療薬開発基盤の構築

Պֶ研究෦ܦ௕णҩྍ研究ηϯλʔ　౷合Ճྸਆཱࠃ
ਆܦ಺෼ൻֶ研究ࣨ　ࣨ௕

多田　敬典 研究期間　令和元年度ʙ令和3年度（3年計ը1年໨）
助成金（実績総額）　1,000,000円

Ⅰ. 研究活動の概要

　ೝ஌঱ͷපଶਐߦաఔʹ͓͍ͯɺਆࡉܦ๔γφ
ϓεͷػೳ௿Լ͸೴ҤॖʹࢸΔલʹੜ͡Δॳظ
ͷ೴಺มԽͱͯ͠ண໨͞Ε͍ͯΔ（+BDL FU BM�, 
-BODFU /FVSPM�, 2013）ɻೝ஌ֶशΛ࢘Δਆܦ
ωοτϫʔΫͷܗ成ʹ͸γφϓεΛհͨ͠ਆܦ఻
ୡ͕ॏཁͰ͋Γɺਃ੥者͸͜Ε·Ͱ࣍ߴ೴ػೳ
ো֐ʹؔΘΔγφϓεػೳͷ෼ࢠϝΧχζϜͷ
Ұ୺Λ໌Β͔ʹ͖ͯͨ͠ɻւഅ΍લ಄༿ਆࡉܦ
๔γφϓεͰͷ ".1" ड༰ମͷࢎάϧλϛϯܕ
γφϓεບද໘Ҡߦෆશ͕ɺೝ஌঱ͷத֩঱ঢ়
ͰݟΒΕΔهԱো֐ͷΈͳΒͣɺத֩঱ঢ়ʹ෇
ਵͯ͠ग़͢ݱΔपล঱ঢ়（#14%ʀ#FIBWJPSBM 
BOE 1TZDIPMPHJDBM 4ZNQUPNT PG %FNFOUJB）
ͰݟΒΕΔա৒ͳߦܸ߈ಈΛҾ͖͜͢͜ىͱΛ
͖ࣔͯͨ͠（5BLFNPUP FU BM�, /BU� #JPUFDI�, 
2017� 5BEB FU BM�, 1/"4, 2016� +JUTVLJ FU BM�, 
$FSFCSBM $PSUFY,  2016� 5BEB FU BM�, 1-PT 
0OF, 2015� 5BEB FU BM, /FVSPTDJFODF, 2013� 
.JZB[BLJ FU BM�, +� $MJO� *OWFTU�,  2012� +JUTVLJ 
FU BM�, /FVSPO, 2011）ɻ·ͨ ".1" ड༰ମͷ
γφϓεບද໘Ҡੑߦʹ͸ɺεύΠϯ（γφϓε
Λܗ成͢Δᑜঢ়ͷོى）಺ͷΞΫνϯઢҡ͕ྲྀಈ
తʹಈ͖ɺγφϓεΛߏ࠶ங͢Δ͜ͱ͕ೝ஌ֶश
ʹඞਢͰ͋Δ͜ͱΛূ໌͠ɺ୤ॏ合λϯύΫ࣭
ίϑΟϦϯͷ͕ੑ׆ΞΫνϯઢҡྲྀಈੑ �".1"
ड༰ମγφϓεບҠޚ੍ߦʹؔ༩͢Δ͜ͱΛݟ

ग़͖ͯͨ͠（"CF FU BM�, 4DJFODF, 2018� 5BEB 
FU BM�, 4DJ� 3FQ�,  2017� 5BEB FU BM�, 1/"4, 
2016）ɻ
　େมڵຯਂ͍͜ͱʹΞϧπϋΠϚʔපױ者ޙࢮ
೴ɺՃྸಈ෺೴Λ༻͍ͨղੳʹΑΓΞϧπϋΠ
Ϛʔප͓ΑͼՃྸґଘతʹɺΞΫνϯઢҡྲྀಈੑ
׆ͷҰͭͰ͋ΔίϑΟϦϯͷ೴಺ͰͷෆࢠҼޚ੍
ੑ͕ใ͞ࠂΕ͍ͯΔ（#BSPOF FU BM�, #JPDIJN� 
#JPQIZT� "DUB�,  2014）ɻ·ͨΞΫνϯઢҡ੍ޚ
ҟৗͱΞϧπϋΠϚʔපͱͷؔ࿈ੑʹ͍ͭͯ΋ڧ
ࣔࠦ͘͞Ε͓ͯΓɺΞΫνϯͷूڽମͰ͋Δώϥ
ϊখମ͸ΞϧπϋΠϚʔපױ者೴Ͱଟ͘ݟΒΕΔ
͜ͱ͕ޙࢮ೴ղੳʹΑΓใ͞ࠂΕ͍ͯΔ（(JCTPO 
FU BM�, +� /FVSP� 4DJ�,  1977）ɻ·ͨώϥϊখମ
Ͱ͸ҟৗͳ ".1" ड༰ମͷ஝ੵ͕ೝΊΒΕ͍ͯ
Δɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ࿝Խͨ͠೴಺Ͱγφϓε͕Ͳ
ͷΑ͏ͳมԽ（γφϓεΤΠδϯά）Λੜ͡ɺೝ
஌ػೳ௿ԼΛ༠ಋ͢Δͷ͔ৄࡉͳ෼ࢠϝΧχζϜ
͸໌Β͔Ͱ͸ͳ͍ɻ
　ຊ研究Ͱ͸ɺՃྸʹ൐͍มԽ͢ΔίϑΟϦϯΛ
հͨ͠εύΠϯ಺ΞΫνϯઢҡྲྀಈੑͱ಺෼ൻҟ
ৗʹண໨ͨ͠γφϓεΤΠδϯάͷ෼ࢠϝΧχζ
ϜΛ໌Β͔ʹ͢Δ͜ͱΛ໨తͱ͢Δɻ
　௒ྸߴԽࣾձͱݺ͹ΕΔݱ୅ʹ͓͍ͯɺ݈߁௕
णͷԆ৳͕ॏཁ͞ࢹΕ͍ͯΔɻྸߴ者ͷ 15ˋΛ
઎ΊΔೝ஌঱ͷվળ͸ɺ݈߁௕णࣾձ࣮ݱʹ͔ܽ
͢͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ཁҼͰ͋Δɻ·ͨஂմͷੈ୅
͕ 75 Λܴ͑Δ（ೝ஌঱ൃ঱͕૿Ճ͢Δ年୅）ࡀ
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6 年ޙ͸ 2025 年໰୊ͱͯ͠ɺࣾձશମͷରԠࡦ
ΊΒΕ͍ͯΔ（ްੜ࿑ಇനॻɺްੜ࿑ಇলɺٻ͕
2016）ɻ͜ͷΑ͏ʹೝ஌঱ʹରͯ͠ޮՌతͳྍ࣏
ํ๏͕๬·Ε͍ͯΔҰํͰɺݱঢ়Ͱ͸࠷΋ޮྍ࣏
Ռ͕ಘΒΕ͍ͯͳ͍࣬ྖױҬͷҰͭͱͯ͠ଊ͑Β
Ε͓ͯΓɺױ者ࣗ਎΍հޢ者ʹෛ୲Λ͍ڧ͘޿Δ
͜ͱ͕େ͖ͳࣾձ໰୊ʹͳ͍ͬͯΔ（ࠃ಺ج൫ٕ
ज़ௐࠪใࠂॻ ɺώϡʔϚϯαΠΤϯεৼஂࡒڵɺ
2017）ɻ͜ͷΑ͏ͳഎ͔ܠΒɺೝ஌ػೳো֐ॳظ
঱ঢ়ʹؔΘΔγφϓεػೳͷՃྸݱ৅Λৄ͘͠ཧ
ղ͢Δ͜ͱ͕ඞཁͱ͞Ε͍ͯΔɻ
　·ͨΞΫνϯઢҡ୤ॏ合ҼࢠͰ͋ΔίϑΟϦϯ
ͷੑ׆ௐઅʹɺετϨεϗϧϞϯͷҰͭͰ͋Δί
ϧνκʔϧͷӨ͕ڹ஌ΒΕ͍ͯΔ（5BEB FU BM�, 
4DJ� 3FQ�,  2017� 5BEB FU BM�, 1/"4, 2016� 
-JTUPO FU BM�, /BU /FVSPTDJ�,  2013）ɻίϧν
κʔϧͷ෼ൻ͸Ճྸͱͱ΋ʹ૿Ճ޲܏ʹ͋Δ͜
ͱ͕ใ͞ࠂΕ͓ͯΓ（(B⒎FZ FU BM�, /FVSPTDJ� 
#JPCFIBW� 3FW� 2016）ɺ ͞ Β ʹ ݂ த ί ϧ ν
κʔϧͷ෼ൻΛଅ͢ྸߴ者ͷࣾձతڥ؀ཱݽ
͕ɺೝ஌঱ॏಞԽͷҰͭͱͯ͠໰୊͞ࢹΕ͍ͯΔ

（)BXLMFZ FU BM�, )PSN� #FIBW�, 2013）ɻຊ研
究ʹ͓͍ͯɺίϧνκʔϧ෼ൻͳͲ࿝ԽʹΑΔ
ෳ合తͳ಺෼ൻมԽͷத਻ਆܥܦ΁ͷӨڹΛ໌
Β͔ʹ͢Δ͜ͱ͸ɺੜڥ؀׆มԽʹ༷ͮ͘جʑ
ͳೝ஌঱ͷݥةҼ܈ࢠ（-JWJOHTUPO FU BM�, 5IF 
-BODFU $PNNJTTJPOT, 2017）ͱೝ஌঱ൃ঱ͱ
ͷػೳతҼՌؔ܎Λ໌Β͔ʹ͢Δ͜ͱʹ͕ܨΔ΋
ͷͱ༧૝͞ΕΔɻ
　͜ͷΑ͏ʹຊ研究成Ռ͸ೝ஌঱த֩঱ঢ়・पล
঱ঢ়ൃ঱ػং͓Αͼྍ࣏ༀ։ൃͷج൫ʹ͕ܨΔγ
φϓεΤΠδϯά෼ࢠϝΧχζϜͷղ໌ͱͯ͠ɺ
௕णࣾձߏஙʹݙߩͰ͖Δ΋ͷͱظ଴͞ΕΔɻ

Ⅱ. 研究の成果

者ʹ͓͚Δ಺Ҽੑͷίϧνκʔϧ෼ൻύྸߴ　
λʔϯมԽͱೝ஌঱঱ঢ়ͱͷؔ࿈͕஫໨͞Ε͍ͯ
ΔɻՃྸͱͱ΋ʹੜ͡Δίϧνκʔϧ෼ൻ೔಺
มಈͷৼ෯ϦζϜͷফࣦ͕࿝Խଅਐʹؔ༩ͯ͠
͍Δ͜ͱ͕ใ͞ࠂΕ͍ͯΔ（)PPE BOE "NJS, + 
$MJO *OWFTU, 2019� 4IBSNB FU BM�, #JPM 1TZDI, 
1989）ɻ͜Ε·Ͱਃ੥者͸ίϧνκʔϧ෼ൻʹ
ґଘͯ͠άϧίίϧνίΠυड༰ମΛհͯ͠ೝ
஌ػೳোٴ֐ͼ͕ݱൃੑܸ߈༠ಋ͞ΕΔ͜ͱΛ
໌Β͔ʹ͍ͯ͠Δ（5BEB FU BM�, 1/"4, 2016� 
.JZB[BLJ FU BM�, +� $MJO� *OWFTU� 2012）ɻ
　ຊ年度͸ɺՃྸಈ෺（20 έ݄Λ௒͑ͨ௒ྸߴ
Ϛ΢ε）ͷೝ஌ػೳͱқౖੑߦܸ߈ಈʹ͍ͭͯղ
ੳΛͨͬߦɻՃྸಈ෺ͷೝ஌ػೳධՁʹ͸ɺ: ࣈ
:໎࿏՝୊Λ༻͍ͨɻܕ ໎࿏՝୊Ͱ͸ɺϚ΢ܕࣈ
ε͕୳ߦࡧಈ࣌ʹࣗൃతʹҟͳΔΞʔϜʹೖΔੑ
࣭Λར༻ͨ͠ަସ൓ԠΛଌఆ͢Δ͜ͱͰɺۭؒ࡞
ඪͱͯ͠ධՁͨ͠ɻՃྸಈ෺Ͱ͸ɺएࢦԱͷهۀ
ͷϚ΢εͱൺֱͯ͠ΞʔϜ΁ͷ৵ೖճ数ͷΈظྸ
ͳΒͣɺΞʔϜ৵ೖਖ਼౴཰ͷ௿Լ͕֬ೝ͞Εͨ

（ਤ̍）ɻ·ͨಉ༷ʹՃྸಈ෺ͷқౖੑߦܸ߈ಈධ
Ձͱͯ͠ɺଞݸମͱͷ઀৮Λඞཁͱ͠ͳ͍ର෺߈
�.ಈଌఆ૷ஔ（"3ߦܸ "HHSFTTJPO 3FTQPOTF 
.FUFS）Λ༻͍ͨɻ"3. ͸ܹࢗ๮Λಈ෺ͷ؟લ
Ͱಈ͔͠ɺܹࢗ๮ʹରͯ͠טΉɺҾͬுΔ͜ͱʹ
ΑΓՃ͑ΒΕͨྗͷڧ度ͱํ޲ΛՃॏηϯαʔʹ

図1　加齢動物で低下する認知機能（図１）加齢動物で低下する認知機能 

認▱機能ప下をㄏᑟするのか詳細なศᏊメࢽ࢝ズムは᫂らかではない。 

本研究では、ຍ㱋にకい変໬するコフ࢕リンを௓したスࣃインෆアクࢳン線⥔ὶື

性とෆศἪ␗常に╔┠したシࢼプス࢚イࢪンࢢのศᏊメࢽ࢝ズムを᫂らかにするこ

とを┠的とする。 

㉸高㱋໬♫఍と࿧ࡤれる現௦において、健ᗣ㛗ᑑのᘏఙが㔜せどされている。高㱋

者の 15㸣を༨める認▱症のᨵၿは、健ᗣ㛗ᑑ♫఍実現にḞかすことができないせᅉで

ある。またᅋሢのୡ௦が 75 ṓ（認▱症発症がቑຍするᖺ௦）を㏄࠼る 6 ᖺᚋは 2025

ᖺၥ㢟として、♫఍඲体の対ᛂ⟇がồめられている（ཌ生ປാⓑ᭩、ཌ生ປാ┬、2016）。

このように認▱症に対してຠ果的な἞⒪᪉法がᮃまれている一᪉で、現≧では最ࡶ἞

⒪ຠ果が得られていない疾患㡿ᇦの一つとしてᤊ࠼られており、患者⮬㌟ࡸ௓ㆤ者に

㈇ᢸをᗈくᙉいることが኱きな♫఍ၥ㢟になっている（ᅜෆᇶ┙ᢏ⾡ㄪᰝሗ࿌᭩ 、

ンス᣺⯆㈈ᅋ、2017）。このような⫼ᬒから、認▱機能㞀ᐖึᮇ症࢚ーマンサイࣗࣄ

≧に関ࢃるシࢼプス機能のຍ㱋現㇟を詳しく⌮解することがᚲせとされている。 

またアクࢳン線⥔⬺㔜合ᅉᏊであるコフ࢕リンのά性ㄪ⠇に、ストࣞス࣍ルࣔンの

一つであるコルࢰࢳールの影㡪が▱られている（Tada et aO.� Sci. Rep.� 2017� Tada 
et aO.� P1AS� 2016� /iVton et aO.� 1at 1euroVci.� 2013）。コルࢰࢳールのศἪ

はຍ㱋ととࡶにቑຍഴྥにあることがሗ࿌されており（*aIIe\ et aO.� 1euroVci. 
%ioEehav. Rev. 2016）、さらに⾑中コルࢰࢳールのศἪをಁす高㱋者の♫఍的Ꮩ立⎔

ቃが、認▱症㔜⠜໬の一つとしてၥ㢟どされている（+aZNOe\ et aO.� +orP. %ehav.� 
2013）。本研究において、コルࢰࢳールศἪな࡝⪁໬による」合的なෆศἪ変໬の中

ᯡ神経⣔࡬の影㡪を᫂らかにすることは、生ά⎔ቃ変໬にᇶ࡙くᵝࠎな認▱症の༴㝤

ᅉᏊ⩌（/ivinJVton et aO.� The /ancet CoPPiVVionV� 2017）と認▱症発症との機

能的ᅉ果関係を᫂らかにすることに⧅がるࡶのと予想される。 

このように本研究成果は認▱症中᰾症≧・周㎶症≧発症機ᗎおよび἞⒪⸆㛤発のᇶ

┙に⧅がるシࢼプス࢚イࢪンࢢศᏊメࢽ࢝ズムの解᫂として、㛗ᑑ♫఍ᵓ⠏に㈉⊩で

きるࡶのとᮇᚅされる。 

 

 

５．研究の成果 

高㱋者におけるෆᅉ性のコルࢰࢳールศἪࣃターン変໬と認▱症症≧との関連がὀ

┠されている。ຍ㱋ととࡶに生ࡌるコルࢰࢳールศἪ᪥ෆ変ືの᣺ᖜリズムのᾘኻが

⪁໬ಁ㐍に関୚していることがሗ࿌されている（+ood and APir� - COin ,nveVt� 2019� 
SharPa et aO.� %ioO PV\ch� 19�9）。これまで⏦ㄳ者はコルࢰࢳールศἪに౫Ꮡし

てࢢルココルࢳコイドཷᐜ体を௓して認▱機能㞀ᐖཬびᨷᧁ性発現がㄏᑟされるこ

とを᫂らかにしている（Tada et aO.� P1AS� 2016� Mi\a]aNi et aO.� -. COin. 
,nveVt.2012）。 

本ᖺ度は、ຍ㱋ື≀（20 ケ᭶を㉸࠼た㉸高㱋

マウス）の認▱機能と᫆ᛣ性ᨷᧁ⾜ືについ

て解析を⾜った。ຍ㱋ື≀の認▱機能評価に

は、< Ꮠᆺ㏞㊰ㄢ㢟を用いた。< Ꮠᆺ㏞㊰ㄢ㢟

では、マウスが᥈⣴⾜ື時に⮬発的に␗なる

アームにධる性㉁を฼用した交᭰཯ᛂを測定

することで、✵間作ᴗグ᠈のᣦᶆとして評価

した。ຍ㱋ື≀では、ⱝ㱋ᮇのマウスと比較

してアーム࡬の侵ධᅇ数のࡳならず、アーム
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Αͬͯݕग़͠ɺର෺ߦܸ߈ಈΛධՁ͢ΔɻՃྸಈ
෺͸एྸಈ෺ʹൺ΂ͯқౖੑߦܸ߈ಈ্͕ঢ͢Δ
͜ͱΛਃ੥者͸ݟग़ͨ͠（ਤ̎）ɻ͞Βʹࣾձత
ִ཭ʹΑΔຫੑతͳετϨεڥ؀ԼͰࣂҭ͠ɺί
ϧνκʔϧ෼ൻҟৗΛऒ͢ىΔ͜ͱͰɺ͞ΒͳΔ
ݱΒΕΔ͜ͱΛ֬ೝͨ͠ɻݟಈͷ্ঢ͕ߦܸ߈
୲౰೴෦位Ͱ͋Δւݱಈൃߦܸ߈・ೳػɺೝ஌ࡏ
അͱ಺ଆલ಄લ໺（N1'$� NFEJBM QSFGSPOUBM 
DPSUFY）γφϓε෼ըΛநग़͠ɺ".1" ड༰ମ
ͷບҠٴੑߦͼίϑΟϦϯੑ׆ʹ͍ͭͯղੳΛߦ
͍ɺՃྸʹ൐͏εύΠϯ಺ͷΞΫνϯྲྀಈੑͱγ
φϓεՄ઼ੑʹ͍ͭͯͷݕ౼ΛࢼΈ͍ͯΔɻ͞
ΒʹՃྸʹ͓͍ͯऒ͞ىΕΔ೴಺Ԍ঱ͷҰ୺Ͱ
͋ΔϛΫϩάϦΞੑ׆ʹؔͯ͠΋ɺΞΫνϯઢ
ҡʹΑΔܗଶμΠφϛΫε੍͕ޚॏཁͳ໾ׂΛ
Ռͨ͢͜ͱ͕஌ΒΕ͍ͯΔ（,JUBNVSB FU BM�, + 
1IBSNBDPM 4DJ, 2003）ɻޙࠓՃྸಈ෺Ͱͷίϧ
νκʔϧ෼ൻҟৗʹΑΔɺεύΠϯ಺ίϑΟϦϯ
"ɺ".1ޚɺΞΫνϯઢҡ੍ੑ׆ ड༰ମҠੑߦɺ
ϛΫϩάϦΞੑ׆ɺ͞Βʹ͸ೝ஌঱த֩঱ঢ়Ͱ͋
Δೝ஌ػೳ　োٴ֐ͼपล঱ঢ়Ͱ͋Δա৒ߦܸ߈
ಈൃݱͱͷ૬ؔؔ܎Λ໌Β͔ʹ͍ͯ͘͠༧ఆͰ͋
Δɻ

（図ڮ）加齢動物で৅ਠするૌ๪వொ

侵ධ正⟅率のప下が確認された（図㸯）。また同ᵝにຍ㱋ື≀の᫆ᛣ性ᨷᧁ⾜ື評価

として、 

௚個体との᥋ゐをᚲせとしない対≀ᨷᧁ⾜

ື測定⿦⨨（ARM� AJJreVVion ReVponVe Meter）

を用いた。ARM は่⃭Წをື≀の║๓でືか

し、่⃭Წに対してჶࡴ、ᘬっᙇることによ

りຍ࠼られたຊのᙉ度と᪉ྥをຍ㔜ࢭンサ

ーによって検出し、対≀ᨷᧁ⾜ືを評価する。

ຍ㱋ື≀はⱝ㱋ື≀に比࡭て᫆ᛣ性ᨷᧁ⾜

ືがୖ᪼することを⏦ㄳ者はぢ出した（図

㸰）。さらに♫఍的㝸離による៏性的なスト

ࣞス⎔ቃ下で㣫⫱し、コルࢰࢳールศἪ␗常

をច㉳することで、さらなるᨷᧁ⾜ືのୖ᪼がぢ

られることを確認した。現ᅾ、認▱機能・ᨷᧁ⾜

ື発現ᢸᙜ⬻部఩であるᾏ㤿とෆഃ๓頭๓㔝（PPFC� PediaO preIrontaO corte[）シ

プスศ画を抽出し、AMPAࢼ ཷᐜ体の⭷⛣⾜性ཬびコフ࢕リンά性について解析を⾜い、

ຍ㱋にకうスࣃインෆのアクࢳンὶື性とシࢼプス可ረ性についての検討をヨࡳて

いる。さらにຍ㱋においてច㉳される⬻ෆ炎症の一➃である࣑クࣟࢢリアά性に関し

てࡶ、アクࢳン線⥔によるᙧែダイ࣑ࢼクスไᚚが㔜せなᙺ๭を果たすことが▱られ

ている（.itaPura et aO.� - PharPacoO Sci� 2003）。௒ᚋຍ㱋ື≀でのコルࢰࢳー

ルศἪ␗常による、スࣃインෆコフ࢕リンά性、アクࢳン線⥔ไᚚ、AMPA ཷᐜ体⛣⾜

性、࣑クࣟࢢリアά性、さらには認▱症中᰾症≧である認▱機能㞀ᐖཬび周㎶症≧で

ある㐣๫ᨷᧁ⾜ື発現との┦関関係を᫂らかにしていく予定である。 

図2　加齢動物で発現する過剰攻撃
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最先端技術を駆使した日本人高齢者心不全における
新規高精度予後予測モデルの開発

๺ւಓେֶେֶӃ　ҩֶ研究Ӄ　॥؀පଶ಺Պֶࣨڭ
ࢣߨ

永井　利幸 研究期間　令和元年度ʙ和令3年度（3年計ը1年໨）
助成金（実績総額）　262,000円

Ⅰ. 研究活動の概要

ᶃ研究ͷ໨తͱҙٛ
൐͍ɺຊ๜ʹ͓͚Δ৺ෆશʹߦԽࣾձͷਐྸߴ　
者͸૿ՃͷҰ్ʹ͋Γɺ2050ױ 年·Ͱʹ 65 ࡀ
Ҏ্ͷྸߴ者ׂ合͸໿ 4 ׂɺ৺ෆશױ者͸ 120
ສ人Λ௒͑Δͱ͞Εɺ৺ෆશҩྍ΁ͷհೖ͸ۓ٤
ͷ՝୊Ͱ͋Δɻༀ෺ྍ๏ͷܶతͳਐา͔Βɺ৺ෆ
શ਍ྍΨΠυϥΠϯͰ͸ɺػࣨࠨೳ͕௿Լͨ͠঱
ྫʹϨχϯ・ΞϯδΦςϯγϯ・Ξϧυεςϩϯ
ࢸༀ͓ΑͼЌःஅༀΛ࣠ͱͨ͠֐્（4""3）ܥ
దༀ෺ྍ๏Λ༧ޙվળͷͨΊ͘ڧਪ঑͍ͯ͠Δɻ
ͱ͜Ζ͕ɺதʹ͸ࢸదༀ෺ྍ๏΁ͷ൓Ԡੑ͕ஶ͠

͘๡͍͠঱ྫ΋ଘ͢ࡏΔҰํͰɺ͜ΕΒΛ༧ଌ͢
Δ༗ޮͳࢦඪ͸ࡏݱͷͱ͜Ζଘ͠ࡏͳ͍ɻࢸదༀ
෺ྍ๏ͱͯ͠ਪ঑͞ΕΔ֤ༀࡎ͸ݸ別ͷ࡞༻఺ͱ
୅ँܦ࿏Λͨͭ࣋ΊɺͦΕΒʹؔ࿈͢ΔҨ఻ࢠ΍
୿ന合成͓Αͼͦͷ୅ँ෺ͷҟৗʹΑͬͯɺༀ෺
ޮՌʹݸମؒ૬ҧ͕ੜ͡ΔՄೳੑ͕͋Δɻ͞ Βʹɺ
ຊ๜ʹ͓͚Δ৺ෆશ਍ྍΨΠυϥΠϯ͸ԤถͷΤ
ϏσϯεΛ౿ऻͨ͠΋ͷͰ͋Γɺ人छؒ૬ҧ͕ߟ
ྀ͞Ε͍ͯͳ͍͜ͱ΋େ͖ͳ՝୊Ͱ͋Δɻ
　ຊ研究Ͱ͸ɺਤ 1 ʹࣔ͢Α͏ʹɺ৺ෆશ঱ྫ
ʹ͓͚Δैདྷͷྟচഎܠ΍όΠΦϚʔΧʔଌఆΛ
༻͍ͨ༧ޙ༧ଌϞσϧʹՃ͑ɺҨ఻͓ࢠΑͼΦ
ϛοΫεղੳΛ͜͏ߦͱʹΑΓɺࢸదༀ෺ྍ๏ʹ

図１
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㸯．研究௦表者 

ᡤᒓ・⫋ྡ ： ໭ᾏ㐨኱学኱学㝔 ་学研究㝔 ᚠ⎔⑓ែෆ⛉学ᩍᐊ 

ㅮᖌ  

Ặ   ྡ ： Ọ஭ ฼ᖾ 

 

   

㸰．研究ᮇ間 

௧࿴ඖᖺ度 㹼 ௧࿴㸱ᖺ度（㸱ᖺ計画㸯ᖺ┠） 
 
ຓ成㔠（実⦼⥲㢠）㸰㸴㸰㸪㸮㸰㸮෇ 

 

㸱．研究ㄢ㢟 

最ඛ➃ᢏ⾡を㥑౑した᪥本ே高㱋者ᚰ୙඲における᪂つ高⢭度予ᚋ予測ࣔ

デルの㛤発 

 

 

㸲．研究άືのᴫせ 

ձ 研究の┠的とព⩏ 

 高㱋໬♫఍の㐍⾜にకい、本㑥におけるᚰ୙඲患者はቑຍの一㏵にあり、2050 ᖺま

でに 65 ṓ௨ୖの高㱋者๭合は⣙ 4 ๭、ᚰ୙඲患者は 120 ୓ேを㉸࠼るとされ、ᚰ୙

඲་⒪࡬の௓ධはႚ⥭のㄢ㢟である。⸆≀⒪法の๻的な㐍Ṍから、ᚰ୙඲診⒪࢞イド

ラインでは、ᕥᐊ機能がప下した症౛にࣞࢽン・アンࢸ࢜ࢪンシン・アルドスࣟࢸン

⣔（RAAS）㜼ᐖ⸆およびș㐽断⸆を㍈とした⮳適⸆≀⒪法を予ᚋᨵၿのためᙉく᥎ዡ

している。ところが、中には⮳適⸆≀⒪法࡬の཯ᛂ性がⴭしくஈしい症౛ࡶᏑᅾする

一᪉で、これらを予測する有ຠなᣦᶆは現ᅾのところᏑᅾしない。⮳適⸆≀⒪法とし

て᥎ዡされる各⸆๣は個別の作用Ⅼと௦ㅰ経㊰をᣢつため、それらに関連する㑇ఏᏊ

る可能性ࡌⓑ合成およびその௦ㅰ≀の␗常によって、⸆≀ຠ果に個体間┦㐪が生⺮ࡸ

がある。さらに、本㑥におけるᚰ୙඲診⒪࢞イドラインはḢ⡿のࣅ࢚デンスを㋃襲し

たࡶのであり、ே種間┦㐪が⪃៖されていないことࡶ኱きなㄢ㢟である。 

 本研究では、ྑ図に示すように、

ᚰ୙඲症౛におけるᚑ᮶の⮫ᗋ⫼

ᬒࡸバイ࢜マー࢝ー測定を用いた

予ᚋ予測ࣔデルにຍ࠼、㑇ఏᏊお

よびࢵ࣑࢜クス解析を⾜うことに

より、⮳適⸆≀⒪法に対する、㑇

ఏᏊそして⺮ⓑࣞベルにおける୙

ᛂメࢽ࢝ズムを解᫂し、⢭度の高

い⸆≀ຠ果予測ࣔデルを㛤発する

こと、そしてᚰ㟁図、各種⮫ᗋ画

ീデータ、さらには患者の㢦Ⰽࡸ

Ṍ⾜ࣃターンな࡝、データ࡬の変
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ର͢ΔɺҨ఻ͯͦ͠ࢠ୿നϨϕϧʹ͓͚ΔෆԠϝ
ΧχζϜΛղ໌͠ɺਫ਼度ͷ͍ߴༀ෺ޮՌ༧ଌϞσ
ϧΛ։ൃ͢Δ͜ͱɺͦͯ͠৺ిਤɺ֤छྟচը૾
σʔλɺ͞ Βʹ͸ױ者ͷإ৭΍าߦύλʔϯͳͲɺ
σʔλ΁ͷมࠔ͕׵೉ͳओ؍త৘ใΛ੩ࢭը૾ʗ
ಈըʹه࿥͠ɺ人޻஌ೳΛ༻͍ͯػցֶशͤ͞Δ
͜ͱ΋合Θͤɺߴਫ਼度ͷ৺ෆશ༧ޙϞσϧΛ։ൃ
͠ɺ೔ຊ人ಠࣗͷ৺ෆશ 1SFDJTJPO .FEJDJOF ϓ
ϥοτϑΥʔϜΛߏங͠ɺྟচݱ৔ʹϑΟʔυ
όοΫ͢Δ͜ͱΛ໨తͱ͢Δɻ
༧ଌޙΕ͍ͯΔ৺ෆશͷ༧͞ࠂͰʹใ·ࡏݱ　
Ϟσϧͷେ൒͸Ԥถ人ͷσʔλΛج४ʹ͓ͯ͠
Γɺओʹ݂ѹɺਛػೳɺ͋Δ͍͸݂த؆қόΠΦ
ϚʔΧʔͷෳ合είΞʹΑΔ΋ͷͰ͋Δ͕ɺۙ࠷
ͷզʑ͕ͨͬߦ೔ӳڞಉ研究Ͱ͸ɺԤถ৺ෆશ༧
·Ϟσϧ͸೔ຊ人৺ෆશ঱ྫʹඞͣ͠΋౰ͯ͸ޙ
Βͳ͍͜ͱ͕໌Β͔ͱͳͬͨ（/BHBJ 5, FU BM� 
&VS + )FBSU 'BJM 2018）ɻͦͷ্ɺࢸదༀ෺ಠ
ࣗͷ࡞༻఺΍୅ँܦ࿏ʹؔ͢ΔҨ఻ࢠ・୿ന୅ँ
ҟৗͳͲɺ͞Βʹ͸人޻஌ೳΛ༻͍ͨओ؍త৘ใ
ͷ؍٬৘ใԽΛՃຯͨ͠ 1SFDJTJPO .FEJDJOF ʹ
Ԡ༻Ͱ͖Δ༧ޙϞσϧ͸ใ͕ࠂͳ͘ɺຊ研究ͷಠ
૑ੑ͸ۃΊ͍ͯߴͱ͑ߟΒΕɺಛʹҨ఻ࢠ΍୿ന
୅ँʹ͔͔ΘΔ৘ใ͸人छʹΑͬͯҟͳΔՄೳੑ
・ࢠɺຊ研究Λ௨ͯ͡໌Β͔ʹͳͬͨҨ఻͘ߴ͕
୿ന୅ँҟৗͳͲ͸ૅج研究ʹΑΔৄࡉͳػೳ・
ظσʔλͱͳΔ͜ͱ͕ૅجͰͷ্͏ߦংղੳΛػ
଴͞ΕΔɻ݁Ռɺ新規ྍ࣏λʔήοτͷࡦఆʹͭ
ͳ͕Δ఺͔Β΋ඇৗʹҙٛਂ͍研究ͱ͑ߟΒΕ
ΔɻΘ͕ࠃ͸ੈքͰ΋τοϓϨϕϧͷ௕णେࠃͰ
͋ΓɺྸߴԽࣾձͷਐߦ΋ஶ͍͜͠ͱ͔Β૿ޙࠓ
ՃΛ続͚Δྸߴ者৺ෆશױ者ͷ਍ྍͷ࣭Λ্͞޲
ͤΔ͜ͱʹ͕ܨΔ研究͸ۃΊͯॏཁͰ͋Δɻۙ࠷
զʑ͕೔ӳถ୆ 4 φγϣφϧͨ͠ࢪͰ࣮ؒࠃ͔
σʔλͷࡍࠃൺֱͰ͸ೖӃ৺ෆશʹ͓͚Δ 85 ࡀ
Ҏ্ͷྸߴ者ͷׂ合͸ถࠃ 23�ɺӳࠃ 35ˋɺ୆
࿷ 56ˋͱൺֱ͠ɺ೔ຊͰ͸ 69ˋͱஶ͘͠ߴ཰Ͱ
͋ͬͨɻ͕ͨͬͯ͠ɺੈքͰ΋Θ͕ࠃ͸ૣߴʹٸ
ྸ者৺ෆશݸ別Խ（ਫ਼ີ）ҩྍମ੍ͷߏங͕ٻΊ
ΒΕ͍ͯΔɻ

　ຊ研究݁ՌʹΑΓɺྸߴ者৺ෆશʹ͓͚Δਫ਼ີ
ҩྍͷ࣮͔ݱΒɺྸߴ者৺ෆશʹର͢Δ਍ྍͷ࣭
ߴվળޮՌͷΈͳΒͣɺैདྷ͔ΒޙΒͷ༧্͔޲
͍༧ޙվળޮՌΛͭ࣋ͱ͑ߟΒΕ͖ͯͨༀ෺ྍ๏
΍σόΠεྍ࣏ͳͲʹؔͯ͠΋ޮՌ͕ஶ͘͠๡͠
͍঱ྫΛ͋Β͔͡Ίಉఆ͢Δ͜ͱͰɺҩྍݯࢿͷ
ա৒࢖༻Λ཈੍Ͱ͖ΔՄೳੑ΋͋Γɺ݁Ռͱͯ͠
ҩྍඅͷݮ࡟ʹ΋د༩͠ɺҩྍࡁܦత؍఺͔Β΋
େมҙٛਂ͍研究ͱ͑ߟΒΕΔɻ

ᶄ研究ܭըɾํ๏
　ຊ研究͸ 3 年計ըͰ਱ߦͷ༧ఆͰ͋Δɻ·ͣɺ
౰ॳ 2 年ؒͰ 2000 ঱ྫΛ໨ඪʹҎԼͷ૊Έೖ
Ε・আ֎ج४Ͱ๺ւಓେֶؔ࿈ͷશಓ಺ 22 ઃࢪ
͔Β 8FC ొ࿥γεςϜ（ߏஙࡁ）Λ༻͍ͯৄࡉ
ͳྟচ৘ใͱͱ΋ʹొ࿥͠ɺҎԼʹࣔ͢ྲྀΕͰ֤
छղੳΛ͏ߦɻ

ʲ૊ΈೖΕج४ ：r֎དྷ΋͘͠͸ೖӃ৺ෆશ঱ྫ：
ᶃ 18 ձ৺ෆશΨΠυϥֶثҎ্ɺᶄ೔ຊ॥؀ࡀ
ΠϯͰ৺ෆશͷ֬ఆ਍அɺᶅຊ人͔Βͷจॻಉҙ
औಘɻ

ʲআ֎ج४ ：rᶃഊ݂঱ɺᶄ৺ےԌɺᶅดܕ࠹ංେ
Δ͍͋ޙ঱ɺᶇ৺ଁҠ২ے৺ܕଋ߆঱ɺᶆے৺ܕ
͸଴ػɺᶈ 1 ͔݄Ҏ಺ͷ༧ఆ৺ଁखज़ɻ

ʲ֤छղੳ ：rڞಉ研究ࢪઃʹ֤छ݂ӷݕମ・ը૾
σʔλఏڙΛ͍ߦɺ֤छ৺ෆશόΠΦϚʔΧʔଌ
ఆ（๺ւಓେֶ॥؀පଶ಺Պֶ࣮ࣨݧ）΍ը૾・
ಈըΛର৅ͱͨ͠人޻஌ೳղੳ（๺ւಓେֶ֩ҩ
खҩՊେֶؠ）ɺήϊϜϫΠυؔ࿈ղੳ（ࣨڭֶ
͍Θͯ౦๺ϝσΟΧϧ・ϝΨόϯΫߏػ）ɺδΣ
ϊλΠϐϯά・ΦϛοΫεղੳ（౦๺େֶ౦๺ϝ
σΟΧϧ・ϝΨόϯΫߏػ）Λ֤ࢪઃͰ͍ߦɺղ
ੳσʔλΛ๺ւಓେֶҩֶ౷計ֶʹूੵ͠ɺωο
τϫʔΫؔ࿈ղੳΛؚΉ౷合ղੳΛ͏ߦɻ৺ෆશ
όΠΦϚʔΧʔ͸පଶਐలͷ֤ஈ֊ʹ͔͔ΘΔ߲
໨Λଌఆ͢Δʦྫ：Ԍ঱・໔Ӹ（ΠϯλʔϩΠΩ
ϯ 6 ͳͲ）ɺࣨࠨϦϞσϦϯά（ΨϨΫνϯ 3 ͳ
Ͳ）ɺ݂؅্ൽػೳ（ϓϩΞυϨϊϝσϡϦϯͳ
Ͳ）ʧɻδΣϊλΠϐϯάɺΦϛοΫεղੳʹؔ͠
ͯ͸ɺ3""4 ༀɺЌःஅༀʹؔΘΔީิҨ֐્
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఻͓ࢠΑͼ୿നػೳʹؔΘΔ߲໨Λղੳ͢Δɻ
ʲࢸదༀ෺ྍ࣏ͷ࣮ࢪͱ༧ޙ௥੻ ：rͦͷޙɺશ঱
ྫʹΨΠυϥΠϯϕʔεͷྍ࣏Λ֨ݫʹਪ঑ͨ͠
͏͑Ͱɺ2 年ؒ༗ࣄ֐৅・Ξ΢τΧϜ（ࢮ๢・৺
ෆશʹΑΔ࠶ೖӃ・ۦࣨࠨग़཰ 10� Ҏ্ͷ௿Լ）
Λ௥੻͢Δɻ

ʲ֤छ༧ޙϞσϧͷ։ൃ ：r͜ΕΒ༷ʑͳ৘ใ͔
ΒɺෆྑͳΞ΢τΧϜ（ػࣨࠨೳ௿Լ঱ྫʹ͓͍
ͯ͸ࢸదༀ෺ྍ๏ͷޮՌ͕๡͍͠）ͱؔ࿈͢ΔҼ
Ϟσޙਫ਼度ͳ৺ෆશ༧ߴΛ౷計ֶతʹಉఆ͠ɺࢠ
ϧ（ػࣨࠨೳ௿Լ঱ ：ྫༀ෺ྍ๏ޮՌ༧ଌϞσϧ）
Λ 1000 ྫͷߏஙίϗʔτ͔Β࡞成͠ɺ1000 ྫ
ͷূݕίϗʔτͰ͠ূݕɺ։ൃ͢Δɻ

ʲ Ԥ भ σ ʔ λ η ο τ ͱ ͷ ௚ ઀ ൺ ֱ（ Ԥ भ
#*045"5�$)' 研究ͱͷ࿈ܞ）r：#*045"5�
$)' 研究͸Ԥभ 11 ໿ࠃ͔ 4000 ྫͷ৺ෆશ঱
ྫΛର৅ʹήϊϜϫΠυؔ࿈ղੳ͓ΑͼΦϛοΫ
εղੳͷ௥ՃʹΑΓɺߴਫ਼度ͷ༧ޙ༧ଌϞσϧΛ
։ൃ͢Δ໨తͰࡏݱਐߦதͰ͋Δɻ࠷ऴ年度（令
和 3 年度）ʹ #*045"5�$)' 研究ͷσʔληο

τΛೖख͠ɺશଌఆɺղੳ߲໨ʹؔͯ͠σʔληο
τ౷合ʹΑΔ௚઀ൺֱΛ͏ߦɻࢸదༀ෺ྍ๏ʹؔ
࿈ͨ͠Ҩ఻͋ࢠΔ͍͸୿നػೳͷ人छؒ૬ҧɺͦ
ΕΒ͕ༀ෺ྍ๏൓Ԡੑʹ༩͑ΔӨڹɺ೔ຊ͋Δ͍
͸ԤभͰ࡞成͞Εͨ༧ޙ༧ଌϞσϧͷଥ౰ੑΛ૬
૬ҧΛؒࡍࠃɺ͠ূݕ͍ͯ༺౷計ֶతख๏Λʹޓ
໌Β͔ʹ͢Δɻ

Ⅱ. 研究の成果

　3 年計ըͷ 1 年໨Ͱ͋Δ令和元年度͸ਤ 2 ʹ
ࣔ͢研究計ը・ମ੍Ͱ研究Λ਱͠ߦɺ研究ମ੍ͷ
ཱ֬ͱओ研究ؔػͰ͋Δ๺ւಓେֶҩֶ෦ྙཧҕ
һձͰͷঝೝΛಘͨͷͪʹݧࢼ։࢝͢Δ͜ͱΛ໨
ඪͱͯ͠研究׆ಈΛ͖ͨͯͬߦɻ
　令和元年 12 ݄ 20 ೔ʹ๺ւಓେֶҩֶ෦ྙཧ
ҕһձͷঝೝ͕ಘΒΕɺ༧ఆ௨Γ্جه४ʹ֘౰
͢Δ৺ෆશ঱ྫͷొ࿥Λ։6）ͨ࢝͠.*/ ొ࿥：
6.*/000039026）ɻଞࢪྗڠઃͷྙཧҕһձ
ͷਃ੥΋ਐΜͰ͓Γɺࡏݱॱௐʹొ࿥͕ਐΜͰ͍
Δɻ

図2 
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高齢者の頚椎 ･ 頚髄疾患における
中枢神経代償メカニズムの解明

　研究ՊܥഅେֶେֶӃ　ҩֶ܈
助ڭ

設楽　仁 研究期間　令和元年度ʙ令和3年度（3年計ը1年໨）
助成金（実績総額）　59,779円

Ⅰ. 研究活動の概要

໨త　
　ܱ௣঱ੑ੸਷঱（ܱ਷঱）͸޼៛ӡಈো֐ɺา
ɺߴ΍ख଍ͷ͠ͼΕͳͲΛओૌͱ͢Δ֐োߦ ྸ者ɺ
೔ຊ人ʹଟ͍࣬ױͰ͋ΔɻྸߴԽࣾձͷ౸དྷʹΑ
Γɺױ者数͸૿͠ɺҩྍඅͷੈ͕૿ٸքதͰ໰୊
ʹͳ͓ͬͯΓɺ͍͔ʹҩྍඅΛ཈͑Δ͔͸ॏཁͳ
՝୊Ͱ͋Δɻ·ͨɺ੸ப؅಺Ͱͷ੸਷ѹഭ͕ਐߦ
͍ͯ͠Δʹ΋͔͔ΘΒͣɺ঱ঢ়͕ࡏݦԽ͠ͳ͍͜
ͱ΋͋Γɺస౗ͳͲͷܰඍͳ֎ইͰ੸਷ଛইʹΑ
Δࢶ࢛ຑᙺΛͯ͜͠͠ى·͏͜ͱ΋ɺ໰୊ͱͳͬ
͍ͯΔɻ͜ͷ੸਷ѹഭॴݟͱ঱ঢ়ͷဃ཭ʹ͸ɺத
਻ਆܦͰͷ୅ঈϝΧχζϜ͕ؔΘ͍ͬͯΔՄೳੑ
͕ۙ年ͷ೴ػೳը૾研究Ͱ໌Β͔ʹͳΓͭͭ͋
Δɻ
　ۙ年ɺܦ಄֖తʹඍऑిྲྀΛྲྀ͢ܦ಄֖௚ྲྀి
ܹࢗؾ 	U%$4
 ʹΑΓɺҰ࣌తʹώτ೴ػೳΛଅ
ਐ・཈੍Ͱ͖Δ͜ͱ͕ใ͞ࠂΕ͍ͯΔɻຊ研究ͷ
໨త͸ɺܱ਷঱Λର৅ͱ͠ɺU%$4 ͷ཈੍ޮՌΛ
༻͍ɺத਻ਆܦͷ୅ঈΛҰ࣌తʹΩϟϯηϧ͠ɺ
੸਷ѹഭʹ൐͏（ܱ਷঱༝དྷͷ）ਅͷ঱ঢ়Λಉఆ
͠ɺखज़దԠͷ࠷దԽ΁͢ࢿΔ஌ݟΛಘΔ͜ͱͰ
͋Δɻ͞Βʹɺத਻ਆܦͷ୅ঈ༧උ͕࢒ଘ͢Δܰ
度͔Βத౳度ͷܱ਷঱ʹରͯ͠ɺU%$4 ͷӡಈػ
ೳଅਐޮՌΛར༻ͨ͠ਆܦϦϋϏϦςʔγϣϯ΁
ͷԠ༻Λ͏ߦɻ

研究݁Ռ͕ظ଴͞ΕΔ長寿ࣾձߏஙʹର͢Δҙٛ
ൺֱత؇ঃͰ͋Δ͕͜ߦ者Ͱ͸ɺ঱ঢ়ͷਐྸߴ　
ͱ͕ଟ͘ɺ੸਷ѹഭ͕ߴ度ʹਐ͔ͯ͠ߦΒɺ঱ঢ়
Խ͢Δ͜ͱ΋গͳ͘ͳ͍ɻ֮ࣗ঱ঢ়ͷ๡͠ࡏݦ͕
͍ܱ਷঱Ͱ͸ɺస౗ͳͲͷܰඍͳ֎ইͰ੸਷ଛই
ʹΑΔࢶ࢛ຑᙺΛͯ͜͠͠ى·͏͜ͱ΋͋Γɺۙ
年໰୊ͱͳ͍ͬͯΔɻ
　ຊ研究Ͱ͸ɺʠத਻ਆܦͷ୅ঈੑมԽ͸੸਷ѹ
ഭʹΑΔ（ܱ਷঱༝དྷͷ）ਅͷ঱ঢ়ΛϚεΫ͠ɺ
ຊདྷѱԽ͍ͯ͠Δӡಈ・஌֮ো֐Λ୅ঈʹΑͬͯ
վળ͠ɺ্͚͔ݟͷ঱ঢ়Λܰ度ʹम০ʡ͍ͯ͠Δ
ͷͰ͸ͳ͍͔ͱɻ্͚͔ݟͷ঱ঢ়Λ΋ͱʹɺॏ঱
度Λ൑ఆ͠ɺखज़దԠΛݕ౼͢ΔͷͰ͸ɺ࠷దͳ
खज़ظ࣌ߦࢪΛಀͯ͠͠·͏Մೳੑ͕͋Δɻܱ਷
঱ͷਅͷ঱ঢ়Λݕग़͢Δ͜ͱ͸ɺखज़ظ࣌ͷ࠷ద
ԽΛٞ࿦͢Δ্Ͱɺ༗༻ͳ஌ݟʹͳΔͱ֬৴ͯ͠
͍Δɻ͞ΒʹɺྸߴԽࣾձͷ౸དྷͱͱ΋ʹɺױ者
数͕૿Ճ͓ͯ͠Γɺҩྍඅͷੈ͕૿ٸքதͰ໰୊
ʹͳ͓ͬͯΓ（1BUJM Β 2005）ɺ͍͔ʹҩྍඅΛ
཈͑Δ͔͸ॏཁͳ՝୊Ͱ͋Δ͕ɺྍ࣏Λ࠷దԽ͢
Δ͜ͱʹΑΓɺྍ࣏஗ԆʹΑΔ৸͖ͨΓɺཁհޢ
΁ͷ "%- ௿Լ΍ඇࠎইੑ੸਷ଛইʹΑΔࢶ࢛ຑ
ᙺͷ༧๷͕ظ଴Ͱ͖ɺҩྍඅΛ཈੍ʹد༩͠͏Δɻ

ํ๏ɹ
ӡಈো֐ʹؔ࿈͢Δத਻ਆܦ୅ঈϝΧχζϜͷղ
໌（G.3* TUVEZ）
ର৅ � ܱ਷঱ױ者͓Αͼ年ྸ ŋ ੑ別ͷϚονϯά
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݈ͨ͠ৗ者（20 ໊ͣͭɺυϩοϓΞ΢τ
΋ྀ͠ߟɺ計 50 ໊）

　ܱ਷঱ױ者Ͱ͸ࣄલʹ .3* ԣஅ૾Ͱܱ਷ͷલ
ܘޙ � ԣܘͷൺ཰Λ੸਷ѹഭͷࢦඪͱͯ͠計ଌ͠
	#VDDJFSP Β 1993
ɺ೔ຊ੔ܗ֎Պֶձܱ਷঱
"४（+0ج成੷൑ఆྍ࣏ είΞ）Ͱॏ঱度Λ൑
ఆ͢Δɻ

　՝୊ߦࢪதʹ G.3* ෟଐපӃ）૾ࡱ 3 ςεϥ
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Ⅱ. 研究の成果
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図１　MRI対応ボタン型レスポンスパッド
画面で提示される指示に従ってボタンをおす。

ᡭ⾡適ᛂを検討するのでは、最適なᡭ⾡᪋⾜時ᮇを㏨してしまう可能性がある。㢁㧊

症の┿の症≧を検出することは、ᡭ⾡時ᮇの最適໬を㆟ㄽするୖで、有用な▱ぢにな

ると確ಙしている。さらに、高㱋໬♫఍の฿᮶ととࡶに、患者数がቑຍしており、་

⒪㈝のᛴቑがୡ⏺中でၥ㢟になっており（PatiO ら 2005）、いかに་⒪㈝をᢚ࠼るか

は㔜せなㄢ㢟であるが、἞⒪を最適໬することにより、἞⒪㐜ᘏによるᐷたきり、せ

௓ㆤ࡬の AD/ ప下ࡸ非㦵യ性⬨㧊ᦆയによるᅄ⫥㯞⑷の予㜵がᮇᚅでき、་⒪㈝をᢚ

ไにᐤ୚しうる。 

 

᪉法  

㐠ື㞀ᐖに関連する中ᯡ神経௦ൾメࢽ࢝ズムの解᫂（IMR, Vtud\） 

対㇟: 㢁㧊症患者およびᖺ㱋㺃性別のマࢳࢵンࢢした健常者（20 ྡずつ、ドࣟࢵプア

ウトࡶ⪃៖し、計 50 ྡ） 

㢁㧊症患者では஦๓に MR, ᶓ断ീで㢁㧊の๓ᚋᚄ/ᶓᚄの比率を⬨㧊ᅽ㏕のᣦᶆとし

て計測し(%ucciero ら 1993)、᪥本ᩚᙧእ⛉学఍㢁㧊症἞⒪成⦼ุ定ᇶ‽（-OA スコア）

で㔜症度をุ定する。 

 

ㄢ㢟᪋⾜中に IMR, ᧜ീ（㝃ᒓ⑓㝔 3 スラࢸ MR, と頭部コイル౑用）し、௦ൾ性に関

連する⬻άືを解᫂ 

1．Ᏻ㟼時(ReVtinJ State IMR,) Ᏻ㟼≧ែの⬻άືを᧜ീし、㡿ᇦ間の⬻άືの┦

関を評価する。この┦関を機能的結合（IunctionaO connectivit\）といい、健常者

と患者間で比較することで、疾患に関連する㡿ᇦ間の連結を解᫂する。さらに、⊂立

成ศศ析（,CA）な࡝を用い、㐠ືࢵࢿト࣡ークの⬻άືを同定し、健常⩌と患者⩌

を比較することで、㐠ື㞀ᐖに対する中ᯡ神経の௦ൾ性に関連する FunctionaO 

connectivit\ を同定する。さらに、この同定された㡿ᇦと㢁㧊ᅽ㏕の程度ࡸ㢁㧊症の

㔜症度との┦関ࡶ評価する。 

2. ᕦ⦓㐠ືㄢ㢟：࣎タンᢲしㄢ㢟（MR, 対ᛂ࣎タンᆺࣞスポンスࢵࣃド౑用（現有））

᪋⾜中に⬻άືを᧜ീし、健常者と患者間で比較することで、㢁㧊症の㐠ື㞀ᐖに関

連する⬻άືを解᫂する。シーク࢚ンス࣎タンᢲしㄢ㢟は PreVentationpで作成し、

成⦼をグ㘓する。㐠ື㞀ᐖの㔜症度のࣃラメーターとして、ㄢ㢟の成⦼（࢚ラ�率）、

㢁㧊ᅽ㏕の程度ࡸ㢁㧊症の㔜症度を用い、㔜症度に┦関する⬻άື部఩を同定する。

ୖグ、2ㄢ㢟の結果をࡶとに、tDCS の่⃭部఩および่⃭ᴟ性をỴ定する。 

 

５．研究の成果 

௧࿴ඖᖺ度 

本ᖺ度の研究┠的： 㢁㧊症（CSM）にకう㐠ື㞀ᐖに関連する⬻άືを解᫂ 

対㇟：ྑ฼き、CSM 患者（-OA スコア 13 Ⅼᮍ‶） 

᪉法：MR ⿦⨨ෆで、MR, 対ᛂ࣎タンᆺࣞスポンスࢵࣃド（図㸯）をྑᡭでಖᣢし、౑

用 MR, タࣆࢵンࢢㄢ㢟ヨ⾜中（図 2）に、IMR, ᧜ീ（3ࢸスラ MR, と頭部コイル౑用）

を⾜った。 
 

 
図 � 
MR, 対ᛂ࣎タンᆺࣞスポンスࢵࣃド 
画㠃でᥦ示されるᣦ示にᚑって࣎タンをおす。 

 



7�

研究実੷報ࠂ集

　G.3* Λ༻͍ɺਤ 1　Ϙλϯԡ͠՝୊ߦࢼதͷ
೴׆ಈ（$4. ʼ݈ৗ者）
　$4. ͰखͷྖҬͷӡಈ໺΍ิ଍ӡಈ໺Λத܈
৺ʹ೴׆ಈ͕͘ڧͳ͓ͬͯΓɺܱ਷ো֐ͷ୅ঈ͕
த਻Ͱ͍ͯͬ͜ىΔ͜ͱ͕֬ೝ͞Εͨɻ

　֤ύλʔϯʹΑΔҧ͍΍ɺΤϥʔ཰ͱͷ૬ؔͳ
Ͳʹ͍ͭͯݕ͘͠ৄޙࠓ౼Λ͏ߦɻ

図2　ボタン押し課題
20秒の安静、1秒の合図に続き、20秒間のボタン押し課題を行う。
ボタン押し課題は、以下の3種類がある。
① 決められた順序で提示される画像に従って、ボタンをおすSequenceパターン
② 規則なくランダムに提示される画像に従って、ボタンをおすrandomパターン
③ 決められた順序で自分のペースで出る限り早くおすSelf-paceパターン
それぞれのパターンは5セット行い、パターンの順序はランダム化した。

 
 

図  タンᢲしㄢ㢟࣎ 2

20 ⛊のᏳ㟼、1⛊の合図に⥆き、20 ⛊間の࣎タンᢲしㄢ㢟を⾜う。 

タンᢲしㄢ㢟は、௨下の࣎ 3種㢮がある。 

ձ Ỵめられた㡰ᗎでᥦ示される画ീにᚑって、࣎タンをおす SeTuence  ターンࣃ

ղ つ๎なくランダムにᥦ示される画ീにᚑって、࣎タンをおす randoP  ターンࣃ

ճ Ỵめられた㡰ᗎで⮬ศの࣌ースで出る㝈り᪩くおす SeOI�pace  ターンࣃ

それࡒれのࣃターンは  。ターンの㡰ᗎはランダム໬したࣃ、ト⾜いࢵࢭ5

 

 

IMR, を用い、ᕥ図 ࣎タンᢲしㄢ㢟ヨ⾜中の⬻άື（CSM㸼健常者） 

CSM ⩌でᡭの㡿ᇦの㐠ື㔝ࡸ補㊊㐠ື㔝を中ᚰに⬻άືがᙉくなっており、㢁㧊㞀ᐖ

の௦ൾが中ᯡで㉳こっていることが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各ࣃターンによる㐪い࢚、ࡸラー率との┦関な࡝について௒ᚋ詳しく検討を⾜う。 
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20 ⛊のᏳ㟼、1⛊の合図に⥆き、20 ⛊間の࣎タンᢲしㄢ㢟を⾜う。 

タンᢲしㄢ㢟は、௨下の࣎ 3種㢮がある。 

ձ Ỵめられた㡰ᗎでᥦ示される画ീにᚑって、࣎タンをおす SeTuence  ターンࣃ

ղ つ๎なくランダムにᥦ示される画ീにᚑって、࣎タンをおす randoP  ターンࣃ

ճ Ỵめられた㡰ᗎで⮬ศの࣌ースで出る㝈り᪩くおす SeOI�pace  ターンࣃ

それࡒれのࣃターンは  。ターンの㡰ᗎはランダム໬したࣃ、ト⾜いࢵࢭ5

 

 

IMR, を用い、ᕥ図 ࣎タンᢲしㄢ㢟ヨ⾜中の⬻άື（CSM㸼健常者） 

CSM ⩌でᡭの㡿ᇦの㐠ື㔝ࡸ補㊊㐠ື㔝を中ᚰに⬻άືがᙉくなっており、㢁㧊㞀ᐖ

の௦ൾが中ᯡで㉳こっていることが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各ࣃターンによる㐪い࢚、ࡸラー率との┦関な࡝について௒ᚋ詳しく検討を⾜う。 
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呼吸音可視化・自動解析プログラムによる
在宅高齢者の遠隔医療システム開発

ҩֶྍ࣏தूٸٹ　Պֶ研究ՊܥౡେֶେֶӃ　ҩ޿
।ڭत

大下　慎一郎 研究期間　令和元年度ʙ令和3年度（3年計ը1年໨）
助成金（実績総額）　2,000,000円

৺࣬ױ・ഏԌΛૣ͢ྍ࣏ظૣ・ݟൃظΔ͜ͱ͸ɺ
ࣾձ΁ͷݙߩɺࠃຽͷอݥ・ҩྍ・෱্޲ࢱͷ؍
఺͔Βॏཁͳ՝୊ͱ͑ߟΒΕΔɻ
　͜ͷ՝୊Λղܾ͢ΔͨΊɺͪͨࢲ͸ٵݺԻʹண
Իௌ਍ٵݺɻ͖ͨͯͬߦΕ·Ͱ研究։ൃΛ͜͠؟
͸ۃΊͯ؆ศͰඇ৵ऻతʹ͑ߦΔࠪݕ๏Ͱ͋Γɺ
৺ෆશ・ഏԌͷΈͳΒͣɺຫੑดੑ࠹ഏ࣬ױɺᄶଉɺ
୐Ͱࡏ者͕ྸߴഏɺ࣭ؒੑഏԌͳͲɺؾɺແڳؾ
ൃ঱͢ΔՄೳੑͷ͍ߴɺ༷ʑͳ࣬ؑױ別ͷิ助਍
அͱͳΔɻ͔͠͠ɺٵݺԻͰௌऔ͢΂͖ٵݺԻͷ
େখࠨɺ ӈࠩɺؒ࣌ؾٵ・ؾݺͷมԽɺ෭ࡶԻ（ਫ
๐Իɺ೧൅Իɺథ੠ԻɺྨᴠԻ）౳͸ɺ͍ͣΕ΋
ௌ਍͢Δ者ͷओ؍తධՁʹҕͶΒΕ͓ͯΓɺՄࢹ
Խ・ఆྔԽ・ه࿥ͷ͍ͣΕ΋͜͏ߦͱ͕Ͱ͖ͳ͔ͬ
ͨɻ
　͜Ε·Ͱʹɺͪͨࢲ͸ύΠΦχΞࣜגձࣾͱڞ

Ⅰ. 研究活動の概要

　௒ྸߴԽࣾձͰ͋ΔΘ͕ࠃͰ͸ɺஉঁͱ΋ʹ
ੈքτοϓϨϕϧͷ平ۉण໋ʹୡ͍ͯ͠Δɻ65
΋૿ՃΛ続͚ɺ2025ޙࠓ者数͸ྸߴҎ্ͷ࠽ 年
ʹ͸ 3,600 ສ人Λ௒͑Δͱࠐݟ·ΕΔɻҰํͰɺ
ຽͷࠃ 60� Ҏ্͕ࣗ୐ྍཆΛ๬ΜͰ͓Γɺੈଳ
ओ͕ 65 Ҏ্ͷ単ಠੈଳ͸૿Ճ͍ͯ͘͠ͱ༧ଌ࠽
͞ΕΔɻ
୐ҩྍ・հࡏԉ͢ΔͨΊʹ͸ɺࢧ者Λྸߴ୐ࡏ　
͓ʹͷਪਐ͕ॏཁͰ͋Δɻ͜ͷͨΊʹ͸ɺ஍Ҭޢ
͚Δҩྍ・հؔػޢͷ࿈͕ܞඞਢͰ͋Δ͕ɺݱঢ়
Ͱ͸๚໰਍ྍΛఏڙͰ͖Δҩྍे͕ؔػ෼Ͱ͸ͳ
্͍ʹɺ࿈ܞ΋े෼औΕ͍ͯΔͱ͸͑ݴͳ͍ɻߴ
ྸ者ͷࢮҼ͸ɺѱੑ新ੜ෺ʹ続͍ͯ৺࣬ױ・ഏԌ
͕઎Ί͍ͯΔ͜ͱ͔Βɺࡏ୐ҩ ・ྍհޢʹ͓͍ͯɺ

 

 

研 究 実 ⦼ ሗ ࿌ ᭩ 
 
 

㸯．研究௦表者 

ᡤᒓ・⫋ྡ ： ᗈᓥ኱学኱学㝔 ་⣔⛉学研究⛉ ᩆᛴ㞟中἞⒪་学 
 ෸ᩍᤵ 

Ặ   ྡ ： ኱下 ៅ一㑻 

 

   

㸰．研究ᮇ間 

௧࿴ඖᖺ度 㹼 ௧࿴㸱ᖺ度（㸱ᖺ計画㸯ᖺ┠） 
 
ຓ成㔠（実⦼⥲㢠）㸰㸪㸮㸮㸮㸪㸮㸮㸮෇  

 

 

㸱．研究ㄢ㢟 

࿧྾音可ど໬・⮬ື解析プࣟࢢラムによるᅾᏯ高㱋者の㐲㝸་⒪シスࢸム㛤発 

 

 

㸲．研究άືのᴫせ 

㉸高㱋໬♫఍であるࢃがᅜでは㸪⏨ዪとࡶにୡ⏺トࢵプࣞベルの平均ᑑ࿨に㐩

している．�� ᡯ௨ୖの高㱋者数は௒ᚋࡶቑຍを⥆け㸪���� ᖺには ����� ୓ேを㉸࠼

るとぢ㎸まれる．一᪉で㸪ᅜẸの ���௨ୖが⮬Ꮿ⒪㣴をᮃࢇでおり㸪ୡᖏ୺が �� ᡯ

௨ୖの༢⊂ୡᖏはቑຍしていくと予測される． 
ᅾᏯ高㱋者をᨭ᥼するためには㸪ᅾᏯ་⒪・௓ㆤの᥎㐍が㔜せである．このた

めには㸪ᆅᇦにおける་⒪・௓ㆤ機関の連ᦠがᚲ㡲であるが㸪現≧ではゼၥ診⒪をᥦ

౪できる་⒪機関が༑ศではないୖに㸪連ᦠࡶ༑ศྲྀれているとはゝ࠼ない．高㱋者

のṚᅉは㸪ᝏ性᪂生≀に⥆いてᚰ疾患・肺炎が༨めていることから㸪ᅾᏯ་⒪・௓ㆤ

において㸪ᚰ疾患・肺炎を᪩ᮇ発ぢ・᪩ᮇ἞⒪することは㸪♫఍࡬の㈉⊩㸪ᅜẸのಖ

㝤・་⒪・⚟♴ྥୖのほⅬから㔜せなㄢ㢟と⪃࠼られる． 
 
 

 



7�

研究࣮੷報告集

ಉͯ͠ɺ新͍͠ٵݺԻՄࢹԽ・ࣗಈղੳϓϩάϥ
ϜΛ։ൃ͖ͯͨ͠ɻ௨ৗͷௌ਍ثͰ͸ௌऔͰ͖ͳ
͍ඍࡉͳٵݺԻ΋ूԻͰ͖ΔΑ͏ूԻηϯαʔͷ
͞ݮԻΛ௿ࡲɺൽෘͱͷຎʹ࣌ΊΔͱಉߴ度Λײ
ͤΔॲཧΛͨ͠ࢪɻ͞Βʹɺ࣮ࡍͷױ者͔Βٵݺ
ԻΛऩू͠ɺ෭ࡶԻͷछྨͱԻྔΛՄࢹԽ・ࣗಈ
ղੳ͢ΔϓϩάϥϜΛ։ൃ͖ͯͨ͠ɻҰํͰɺࢲ
ͨͪ͸පӃલٹ助׆ಈʹؔ͢Δ研究։ൃ΋ͯͬߦ
͖͓ͯΓɺंٸٹ಺ͷױ者ͷόΠλϧαΠϯ΍֎
ɻ͖ͨͯ͠ݱΛපӃ΁ԕִ఻ૹ͢Δ͜ͱ΋࣮؍
　ຊ研究՝୊Ͱ͸͜ΕΒͷٕज़Λ༥合ͤ͞ɺࡏ୐
Խ・ࣗಈղੳ͠ɺͦΕΛۙࢹԻΛՄٵݺ者ͷྸߴ
ྡපӃ΁ԕִ఻ૹ͢ΔγεςϜ։ൃΛࢼΈΔɻͦ
ͯ͠ɺԕִපӃʹ͍Δҩ͕ࢣద੾ʹ਍அ・ࣔࢦΛ
Δ͜ͱΛ໨తͱ͢Δɻ͢ূݕΔ͜ͱΛ͑ߦ
ຊ研究͸େ͖͘ҎԼͷ 3 ͭͷϑΣʔζʹ෼͚ͯɺ
計 3 ϲ年Ͱ࣮͢ࢪΔ༧ఆͰ͋Δɻ
Իऩू・ղੳΞϧΰϦζϜٵݺ者ͷྸߴ୐ࡏ（̍

։ൃ
Խ・ࣗಈղੳσʔλͷԕִ఻ૹγࢹԻՄٵݺ（̎

εςϜ։ൃ
̏）ྟচతਫ਼度（ਖ਼֬ੑ）ͷূݕ
　৺ෆશɺഏԌɺޡᅞɺຫੑดੑ࠹ഏ࣬ੑٸ）ױ
૿ѱ）ɺᄶଉɺແؾഏͳͲ͸ɺࡏ୐ҩྍ・հޢΛ
ड͚͍ͯΔྸߴ者͕ጶ͠ױ΍͍࣬͢ױͷ୅දྫͰ
͋Δɻ͔͠͠ɺ͍ͣΕͷ࣬ױ΋ɺ݂ѹ・຺ഥ・ମ
Թ・ҙࣝঢ়ଶͳͲɺطଘͷόΠλϧαΠϯͷΈͰ
͸਍அ͢Δ͜ͱ͕ۃΊͯࠔ೉Ͱ͋Δɻ

　͜ͷͨΊɺຊ研究՝୊ͰऔΓ૊ΉٵݺԻͷՄࢹ
Խ・ࣗಈղੳ・ԕִ఻ૹ͕ՄೳʹͳΕ͹ɺ͜ΕΒ
ͷ࣬ױΛ؆ศ͔ͭద੾ʹ਍அ͠ɺਝ଎ʹۙྡපӃ
΁৘ใఏ͢ڙΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΔͱ༧ଌ͞
ΕΔɻ͜ΕʹΑͬͯɺࡏ୐ྸߴ者ʹ͓͚Δ৺ෆશ・
ຽͷࠃΓɺ͕ܨʹྍ࣏ظૣ・਍அظෆશͷૣٵݺ
อݥ・ҩྍ・෱্޲ࢱͳͲͷࣾձ͕ݙߩͰ͖Δͱ
ΒΕΔɻ͑ߟ
　ͳ͓ɺߦݱͷ 4Q02 Ϟχλʔ౳Ͱ͸පঢ়͕ਐߦ
͢Δ·Ͱҟৗ஋Λࣔ͞ͳ͍ͨΊɺૣظૣ・ݟൃظ
ͳ͍ɻ͜ͷ఺͔Β΋ɺ新ͨ͑ݴ͸े෼ͱ͸ʹྍ࣏
ͳҩྍγεςϜ։ൃ͕ॏཁͰ͋Δɻ

Ⅱ . 研究の成果

ΔίʔϧϝσΟΧϧΫ͍ͯͬߦ୐๚໰਍ྍΛࡏ　
ϦχοΫͱ࿈͠ܞɺࡏ୐ҩྍΛड͚͍ͯΔױ者
100 ໊ΛϦΫϧʔτͨ͠ɻ令和元年度͸ɺ͜Ε
Β 100 ໊ͷױ者Λ࠷௿ 3 ϲ݄Ҏ্௥੻͠ɺ1 ໊
͋ͨΓ3ʙ6ճͷٵݺԻΛ࿥Իऩूͨ͠ɻซͤͯɺ
年ྸ・ੑ別・ױ࣬ૅج・όΠλϧαΠϯ・ײછ঱
ͷ༗ແ・೔ৗੜ׆׆ಈ度ͳͲʹ͍ͭͯ΋σʔλऩ
ूΛͨͬߦɻ令和元年度಺ʹɺ100 ໊શһʹͭ
͍ͯ 3 ϲ݄ͷ௥੻͕ͨྃ͠׬ɻ
　͜Εͱฒٵݺͯ͠ߦԻղੳͷΞϧΰϦζϜ։ൃ
Λͨͬߦɻ͢ͰʹೖӃதͷױ者͔Βऩू͓͍ͯ͠
ઐ໳ҩثٵݺԻαϯϓϧΛ༻͍ɺٵݺͨ 10 ໊Ͱ
Λ（Ի෼ྨࡶԻ・෭ٵݺ）ԻͷϥϕϦϯάٵݺ֤
෼ྨ͕͋ΔࡍࠃԻͷఆٛʹ͍ͭͯ͸ࡶɻ෭ͨͬߦ

 
 

このㄢ㢟を解Ỵするため㸪⚾たࡕは࿧྾音に╔║しこれまで研究㛤発を⾜って

きた．࿧྾音⫈診はᴟめて⡆౽で非侵襲的に⾜࠼る検ᰝ法であり㸪ᚰ୙඲・肺炎のࡳ

ならず㸪៏性㛢ሰ性肺疾患㸪ႍᜥ㸪Ẽ⬚㸪↓Ẽ肺㸪間㉁性肺炎な࡝㸪高㱋者がᅾᏯで

発症する可能性の高い㸪ᵝࠎな疾患㚷別の補ຓ診断となる．しかし㸪࿧྾音で⫈ྲྀす

き࿧྾音の኱ᑠ㸪ᕥྑ差㸪࿧Ẽ・྾Ẽ時間の変໬㸪๪㞧音（ỈἻ音㸪᤬㧥音㸪➜声࡭

音㸪㢮㰲音）等は㸪いずれࡶ⫈診する者の୺ほ的評価にጤࡡられており㸪可ど໬・定

量໬・グ㘓のいずれࡶ⾜うことができなかった． 
これまでに㸪⚾たࡕはࣃイࢽ࢜アᰴᘧ఍♫と共同して㸪᪂しい࿧྾音可ど໬・

⮬ື解析プࣟࢢラムを㛤発してきた．㏻常の⫈診ჾでは⫈ྲྀできないᚤ細な࿧྾音ࡶ

㞟音できるよう㞟音ࢭンサーのឤ度を高めると同時に㸪⓶⭵とのᦶ᧿音をపῶさࡏる

ฎ⌮を᪋した．さらに㸪実際の患者から࿧྾音を཰㞟し㸪๪㞧音の種㢮と音量を可ど

໬・⮬ື解析するプࣟࢢラムを㛤発してきた．一᪉で㸪⚾たࡕは⑓㝔๓ᩆຓάືに関

する研究㛤発ࡶ⾜ってきており㸪ᩆᛴ㌴ෆの患者のバイタルサインࡸእほを⑓㝔࡬㐲

㝸ఏ㏦することࡶ実現してきた． 
本研究ㄢ㢟ではこれらのᢏ⾡を⼥合さࡏ㸪ᅾᏯ高㱋者の࿧྾音を可ど໬・⮬ື

解析し㸪それを㏆㞄⑓㝔࡬㐲㝸ఏ㏦するシスࢸム㛤発をヨࡳる．そして㸪㐲㝸⑓㝔に

いる་ᖌが適ษに診断・ᣦ示を⾜࠼ることを検ドすることを┠的とする． 
本研究は኱きく௨下の � つのフ࢙ーズにศけて㸪計 � ࣨᖺで実᪋する予定であ

る． 
㸯） ᅾᏯ高㱋者の࿧྾音཰㞟・解析アルゴリズム㛤発 
㸰） ࿧྾音可ど໬・⮬ື解析データの㐲㝸ఏ㏦シスࢸム㛤発 
㸱） ⮫ᗋ的⢭度（正確性）の検ド 

 
 

 
 
 

ᚰ୙඲㸪肺炎㸪誤嚥㸪៏性㛢ሰ性肺疾患（ᛴ性ቑᝏ）㸪ႍᜥ㸪↓Ẽ肺な࡝は㸪

ᅾᏯ་⒪・௓ㆤをཷけている高㱋者が⨯患しࡸすい疾患の௦表౛である．しかし㸪い

ずれの疾患ࡶ㸪⾑ᅽ・⬦ᢿ・体 ・ព㆑≧ែな࡝㸪᪤Ꮡのバイタルサインのࡳでは診

断することがᴟめてᅔ㞴である． 
このため㸪本研究ㄢ㢟でྲྀり⤌ࡴ࿧྾音の可ど໬・⮬ື解析・㐲㝸ఏ㏦が可能

になれࡤ㸪これらの疾患を⡆౽かつ適ษに診断し㸪㎿㏿に㏆㞄⑓㝔࡬᝟ሗᥦ౪するこ

とができるようになると予測される．これによって㸪ᅾᏯ高㱋者におけるᚰ୙඲・࿧



7�

研究実੷報ࠂ集

΋ͷͷɺͦͷఆٛʹ༻͍ΒΕ͍ͯΔप೾数・࣋続
Իࡶ成෼ͱ෭ڹ͸ॏෳ͕͋Γɺඞͣ͠΋Իʹؒ࣌
෼ྨ͕ 1 ର 1 ରԠʹͳ͍ͬͯͳ͍໰୊఺͕͋Δɻ
͜ͷͨΊɺ࿥Ի͞Ε͍ͯΔٵݺԻαϯϓϧΛ 15
ඵͣͭͷ࿥Իσʔλʹ෼ׂ͠ɺ֤σʔλʹ͍ͭͯ
ઐ໳ҩثٵݺ 10 ໊த 8 ໊Ҏ্ͷ൑ఆ͕Ұகͨ͠
 ɻͨ͠༺࢖σʔλͱͯ͠ࢣڭԻΛٵݺ
　ͦͷ݁Ռɺࢣڭσʔλͱͯ͠ద੾ͱ͑ߟΒΕΔ
యܕతਖ਼ৗٵݺԻɺ೧൅Իɺਫ๐ԻɺྨᴠԻɺథ
੠Ի͸ɺͦΕͧΕ 55ɺ50ɺ26ɺ36ɺ38 αϯϓ
ϧநग़͞Εͨ（ਤ 1ɺ2）ɻ͜ΕΒͷࢣڭσʔλ͔
Βɺप೾数ղੳɺہॴม数ղੳɺԻڹεϖΫτϧ
ͷϑʔϦΤղੳ（έϓτεϥϜղੳ）ɺϦϑλϦ
ϯά（έϓτεϥϜղੳ͔ΒͷԻ੠成෼நग़）Λ
༻͍ͯɺ໿ 100 छྨͷಛ௃ྔΛநग़ͨ͠ɻ͜Ε
Βͷಛ௃ྔΛ༻͍ͯػցֶशΛ͍ߦɺٵݺԻ・෭
ͷه成ͨ͠ɻ্࡞ԻͷࣗಈղੳΞϧΰϦζϜΛࡶ
成࡞σʔληοτΛ༺ূݕσʔλͱ͸別ʹɺࢣڭ
͠（ਖ਼ৗٵݺԻ 30ɺ೧൅Ի 39ɺਫ๐Ի 31ɺྨ
ᴠԻ 33ɺథ੠Ի 50）ɺػցֶशʹΑΔࣗಈղੳ
ΞϧΰϦζϜͷੑೳղੳΛ͏ߦ༧ఆͰ͋Δɻ۩ମ
తʹ͸ɺ͜ ͷࣗಈղੳΞϧΰϦζϜʹɺূݕ༻σʔ

λΛಡΈࠐ·ͤɺਖ਼ৗٵݺԻɺ೧൅Իɺਫ๐Իɺ
ྨᴠԻɺథ੠Իؚ͕·Ε͍ͯΔ֬཰Λ数஋Խ͢Δ
༧ఆͰ͋ΔɻຊΞϧΰϦζϜ͕ैདྷͷࣗಈղੳΞ
ϧΰϦζϜͱҟͳΔ఺͸ɺᶃ࣮ࡍͷױ者͔ΒूΊ
ઐ໳ҩثٵݺԻΛٵݺͨ 10 ໊Ͱ෼ྨ͢Δ͜ͱʹ
ΑΓɺۃΊͯਫ਼度ͷࢣڭ͍ߴσʔλΛ࢖༻͍ͯ͠
Δ఺ɺᶄࣗಈղੳΞϧΰϦζϜʹػցֶशΛ࢖༻
͍ͯ͠Δ఺ɺᶅ֤෭ࡶԻ͕ଘ͢ࡏΔ͔֬Β͠͞Λ
数஋Խ͢Δ͜ͱʹΑΔෳ数ͷٵݺԻ・෭ࡶԻ͕ࠞ
ԻࡶԻ・෭ٵݺΔ৔合Ͱ΋ɺͦΕͧΕͷ͍ͯ͠ࡏ
ͷࠞ合ൺ཰Λ数஋Խͯ͠දࣔͰ͖Δ఺Ͱ͋Δɻ

ըɾల๬ܭ೥౓ͷ࣍
ɺͯ͠༺࢖͸ɺ͜ͷࣗಈղੳΞϧΰϦζϜΛ࣍　
者ױ୐ҩྍࡏ 100 ໊͔Βऩूͨ͠ٵݺԻαϯϓ
ϧͷٵݺԻղੳʹೖΔ༧ఆͰ͋Δɻղੳ݁ՌΛྟ
চσʔλͱর合͢Δ͜ͱͰɺೖӃױ者ͷٵݺԻΛ
成ͨࣗ͠ಈղੳΞϧΰϦζϜ࡞σʔλͱͯ͠ࢣڭ
͕ɺࡏ୐ҩྍױ者ͷٵݺԻղੳʹ΋ಉ༷ͷਫ਼度Λ
ࣔ͢͜ͱ͕Ͱ͖Δ͔Ͳ͏͔ΛධՁ͢Δɻղੳਫ਼度
͕ෆे෼ͩͬͨ৔合ʹ͸ɺࡏ୐ҩྍױ者ͷٵݺԻ
Λࢣڭσʔλͱͯ͠͞ΒʹػցֶशΛ͍ߦɺਫ਼度

図 1

྾୙඲の᪩ᮇ診断・᪩ᮇ἞⒪に⧅がり㸪ᅜẸのಖ㝤・་⒪・⚟♴ྥୖな࡝の♫఍㈉⊩

ができると⪃࠼られる． 
なお㸪現⾜の 6S2�ࣔࢽター等では⑓≧が㐍⾜するまで␗常値を示さないため㸪

᪩ᮇ発ぢ・᪩ᮇ἞⒪には༑ศとはゝ࠼ない．このⅬからࡶ㸪᪂たな་⒪シスࢸム㛤発

が㔜せである． 
 

５．研究の成果 

ᅾᏯゼၥ診⒪を⾜っているコールメデ࢝࢕ルクリࢵࢽクと連ᦠし㸪ᅾᏯ་⒪を

ཷけている患者 ��� ྡをリクルートした．平成ඖᖺ度は㸪これら ��� ྡの患者を最

ప � ࣨ᭶௨ୖ㏣㊧し㸪� ྡあたり �㹼� ᅇの࿧྾音を㘓音཰㞟した．ేࡏて㸪ᖺ㱋・

性別・ᇶ♏疾患・バイタルサイン・ឤᰁ症の有↓・᪥常生άάື度な࡝についてࡶデ

ータ཰㞟を⾜った．平成ඖᖺ度ෆに㸪��� ྡ඲ဨについて � ࣨ᭶の㏣㊧が᏶஢した． 
これと୪⾜して࿧྾音解析のアルゴリズム㛤発を⾜った．すでにධ㝔中の患者

から཰㞟しておいた࿧྾音サンプルを用い㸪࿧྾ჾᑓ㛛་ �� ྡで各࿧྾音のラベリ

ンࢢ（࿧྾音・๪㞧音ศ㢮）を⾜った．๪㞧音の定⩏についてはᅜ際ศ㢮があるࡶの

の㸪その定⩏に用いられている周波数・ᣢ⥆時間には㔜」があり㸪ᚲずしࡶ音㡪成ศ

と๪㞧音ศ㢮が � 対 � 対ᛂになっていないၥ㢟Ⅼがある．このため㸪㘓音されている

࿧྾音サンプルを �� ⛊ずつの㘓音データにศ๭し㸪各データについて࿧྾ჾᑓ㛛་

�� ྡ中 � ྡ௨ୖのุ定が一致した࿧྾音をᩍᖌデータとして౑用した．  
その結果㸪ᩍᖌデータとして適ษと⪃࠼られる඾ᆺ的正常࿧྾音㸪᤬㧥音㸪Ỉ

Ἳ音㸪㢮㰲音㸪➜声音は㸪それࡒれ ��� ��� ��� ��� �� サンプル抽出された䠄図 1䞉2䠅．

これらのᩍᖌデータから㸪周波数解析㸪ᒁᡤ変数解析㸪音㡪ス࣌クトルのフーリ࢚解

析（ケプトスラム解析）㸪リフタリンࢢ（ケプトスラム解析からの音声成ศ抽出）を

用いて㸪⣙ ��� 種㢮の特徴量を抽出した．これらの特徴量を用いて機械学習を⾜い㸪

࿧྾音・๪㞧音の⮬ື解析アルゴリズムを作成した．ୖグのᩍᖌデータとは別に㸪検

ド用データࢵࢭトを作成し（正常࿧྾音 ��㸪᤬㧥音 ��㸪ỈἻ音 ��㸪㢮㰲音 ��㸪
➜声音 ��）㸪機械学習による⮬ື解析アルゴリズムの性能解析を⾜う予定である．具

体的には㸪この⮬ື解析アルゴリズムに㸪検ド用データをㄞࡳ㎸まࡏ㸪正常࿧྾音㸪

᤬㧥音㸪ỈἻ音㸪㢮㰲音㸪➜声音がྵまれている確率を数値໬する予定である．本ア

ルゴリズムがᚑ᮶の⮬ື解析アルゴリズムと␗なるⅬは㸪ձ実際の患者から㞟めた࿧

྾音を࿧྾ჾᑓ㛛་ �� ྡでศ㢮することにより㸪ᴟめて⢭度の高いᩍᖌデータを౑

用しているⅬ㸪ղ⮬ື解析アルゴリズムに機械学習を౑用しているⅬ㸪ճ各๪㞧音が

Ꮡᅾする確からしさを数値໬することによる」数の࿧྾音・๪㞧音がΰᅾしているሙ

合でࡶ㸪それࡒれの࿧྾音・๪㞧音のΰ合比率を数値໬して表示できるⅬである． 
 

 
 
 

図 2
 

 
 

㸴．次ᖺ度の計画・ᒎᮃ 

次は㸪この⮬ື解析アルゴリズムを౑用して㸪ᅾᏯ་⒪患者 ��� ྡから཰㞟し

た࿧྾音サンプルの࿧྾音解析にධる予定である．解析結果を⮫ᗋデータと↷合する

ことで㸪ධ㝔患者の࿧྾音をᩍᖌデータとして作成した⮬ື解析アルゴリズムが㸪ᅾ

Ꮿ་⒪患者の࿧྾音解析にࡶ同ᵝの⢭度を示すことができるか࡝うかを評価する．解

析⢭度が୙༑ศࡔったሙ合には㸪ᅾᏯ་⒪患者の࿧྾音をᩍᖌデータとしてさらに機

械学習を⾜い㸪⢭度ྥୖを図る予定である．さらに次ᖺ度௨㝆㸪この解析⢭度をಖっ

たまま㐲㝸ఏ㏦するシスࢸムの㛤発にྲྀり⤌ࡴ予定である． 
௧࿴ඖᖺ度ᮎに᪂ᆺコࣟࢼウイルスឤᰁのὶ⾜が㉳こったため㸪཰㞟した࿧྾

音サンプルを解析ᢸᙜのࣃイࢽ࢜ア♫（ᮾி）࡬㌿㏦することがᅔ㞴となり㸪ࡸࡸ研

究㐍ᤖに影㡪が出ている．᪂ᆺコࣟࢼウイルスの影㡪が཰᮰する┠㏵はまࡔ立たない

が㸪᝟ໃを評価しつつ௦᭰᱌の検討ࡶ⾜っていく予定である． 
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年度Ҏ߱ɺ͜ͷ࣍ʹΛਤΔ༧ఆͰ͋Δɻ͞Β্޲
ղੳਫ਼度Λอͬͨ··ԕִ఻ૹ͢ΔγεςϜͷ։
ൃʹऔΓ૊Ή༧ఆͰ͋Δɻ
　令和元年度຤ʹ新ܕίϩφ΢Πϧεײછͷྲྀߦ
ԻαϯϓϧΛղੳٵݺΊɺऩूͨͨͨͬ͜͠ى͕
୲౰ͷύΠΦχΞࣾ（౦ژ）΁సૹ͢Δ͜ͱ͕ࠔ
೉ͱͳΓɺ΍΍研究ਐ௙ʹӨ͕ڹग़͍ͯΔɻ新ܕ
ίϩφ΢ΠϧεͷӨ͕ڹऩଋ͢Δ໨్͸·ཱͩͨ
ͳ͍͕ɺ৘੎ΛධՁͭͭ͠୅ସҊͷݕ౼΋ͯͬߦ
͍͘༧ఆͰ͋Δɻ
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認知症・介護予防につながる IoT 活用による
行動変容促進サービスの創出に関する研究

ઍ༿େֶ　༧๷ҩֶηϯλʔ
ಛ೚助ڭ

武藤　剛 研究期間　令和元年度ʙ令和3年度（3年計ը1年໨）
助成金（実績総額）　2,000,000円

Ⅰ. 研究活動の概要

ձͷΞΫγϣϯϓϥٞڠۀ࢈୅ϔϧεέΞੈ࣍　
ϯ 2017 ʹΑΕ͹ɺʮ࣬ප（ੜ׆श׳ප）༧๷ ,
հޢ（ϑϨΠϧ・ೝ஌঱）༧๷ʹ͸͕ڥ؀ॏཁʯ
Ͱ͋Γɺʮ୭΋͕ࣗવͱ݈߁ʹͳΔΑ͏ͳࣾձ؀
੔උΛਐΊΔ΂͖ʯͱ͞Εɺʮग़า͖ͨ͘ͳΔڥ
Α͏ͳαʔϏε , ·ͪͮ͘Γ , ίϛϡχςΟͮ͘
Γ , ब࿑Λ継続Ͱ͖Δڥ؀੔උ͕ॏཁʯͱ͞Εͯ
͍Δɻ͔͠͠ɺैདྷͷ *P5 ౳ͷݸ人৘ใػثػ
౳Λ༻͍ͨ研究ͷ΄ͱΜͲ͸ɺ΢ΣΞϥϒϧ୺຤
ͳͲͰूΊͨ৘ใΛݸ人ʹϑΟʔυόοΫͯ͠ߦ
ಈม༰ΛΊ͟͢΋ͷͰ͋ͬͨɻͭ·Γɺࣾձڥ؀
΁ͷհೖʹΑͬͯߦಈม༰ΛҾ͖ग़͢͜ͱΛ໨ࢦ
͢θϩ࣍༧๷΍ͦͷޮՌΛ͢ূݕΔ研究͸গͳ
͔ͬͨɻ

　͜ΕΛ౿·͑ɺຊ研究Ͱ͸ҎԼͷ՝୊Λઃఆ͢
Δɻ
̍ɽྸߴ者（ಛʹ 60 ʵ 70 ୅）ʹ͓͚Δɺੜମ

Ϟχλʔηϯαʔ（9 ࣠ηϯαʔ಺ଂۺʹΑ
Δาߦ෼ੳɺ਎ମ׆ಈʗਭ຾ଌఆ෼ੳɺา数
ଌఆ）ͷ࢖༻ʹؔ͢ΔϑΟʔδϏϦςΟ（࣮
ɻূݕՄೳੑ）ͷߦ

̎ɽ্هηϯαʔʹΑΔଌఆ৘ใͱɺ࣭ࣗࣜه໰
ௐ͔ࠪΒಘΒΕΔೝ஌঱・հޢ༧๷ϦεΫ༧
ଌείΞͱͷ૬ؔؔ܎ͷূݕ

̏ɽ্هηϯαʔ࢖༻ʹΑΔߦಈม༰（ࣾձࢀՃ
ΛؚΉ）ʹର͢ΔޮՌͱɺͦ Εʹ൐͏ೝ஌঱・
հޢ༧๷ϦεΫείΞվળޮՌͷূݕͱɺࣾ
ձࢀՃΛਖ਼ʹଅਐ͢ΔҼࢠ 9 ͷಉఆɺͦΕ
Λத৺ʹߦಈม༰Λଅ͢ 0 ༧๷γεςϜ࣍
ͷߏங（ఏݴ）

となる． 

  

 

 
 

 

 

 

５．研究の成果 

 本研究は、㐣ཤ 20 ᖺ㏆くにࢃたり᪥本඲ᅜのᕷ⏫ᮧ༢఩で実᪋してきている -A*(S

（-apan *erontoOoJicaO (vaOuation Stud\㸪᪥本⪁ᖺ学的評価研究）縦断コ࣍ート

と⥭ᐦに連ᦠしながらの実᪋を計画した。-A*(S コ࣍ートではこれまで、Ṋ㇏⏫ࡸ常

⁥ᕷ㸪ᯇᡞᕷ、神ᡞᕷ、ྡྂᒇᕷな࡝と共同し㸪高㱋者本ேと合ࡏࢃ♫఍⎔ቃにࡶാ

きかけることで㸪健ᗣにᮃましい♫఍ཧຍをቑࡸすᆅᇦ௓ධとその௓ㆤ予㜵ຠ果の評

価研究にྲྀり⤌ࢇで᮶た．その一部ではウ࢙アラࣈル・デバイスࡸ ,C ード等を用࢝

いたࣃーࢼࢯル・࣊ルス・ࣞコード（㹎㹆㹐）の཰㞟をヨࡳた経験がある．その中で㸪

,oT をά用することで㸪より詳細な⾜ືデータ཰㞟とከ㠃的な評価が可能であり㸪ࣅ

データのᵓ⠏とそれを用いた評価研究が可能となり㸪より௓ㆤ予㜵ຠ果の኱きなࢢࢵ

個ேおよび⎔ቃ࡬の௓ධ⟇を評価選別できる௙⤌ࡳを作る研究ᵓ想を╔想し検討を

㛤ጞした．本研究のព⩏は㸪,oT 等をά用し㸪ཧຍしたくなるようなコ࡙࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

くりによるࣟࢮ次予㜵のຠ果評価のためのシスࢸムを中᰾とするࠕ健ᗣ⾜ື変ᐜをಁ

㐍する♫఍⎔ቃマࢪࢿメントࣔデルࠖを㛤発するためのᇶ♏データ解析を⾜い、඲ᅜ

的な♫఍実⿦にྥけたࣔデルシスࢸムをᵓ⠏することにある。本研究の中で用いる⾜

変ᐜをಁす各種ື⾜ࡸࢢタリンࢽࣔື ,oT デバイスࡸ᪂つᢏ⾡によって、᝟ሗのフ࢕

ードバࢵクෆᐜࡸ᪉法な࡝᝟ሗ⎔ቃを変࠼ることで、ᬑẁ㛢ࡌこࡶりがࡕの高㱋者を

ྵめた、ᆅᇦコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗー඲体での♫఍ཧຍな࡝の⾜ືの変໬が、࡝の程度㉳きる

のかを検ドすること㸪それによる健ᗣアウト࢝ムが࡝の程度ᨵၿするのかの᥎計が可

能となるよう計画を作成し、༓ⴥ኱学኱学㝔་学研究㝔೔⌮ጤဨ఍のᢎ認を得た。 

 ௒ᖺ度は本ㄪᰝの実᪋にඛ立ࡕ、㒔ᕷ㏆㑹のఫᏯᆅで⊃㝼㐨㊰ࡸᆏがከく高㱋者が

の㐠ື機能がᦆなࢃれたሙ合、その程度がᑡしであってࡶእ出頻度に影㡪しࡸすく㛢

 。トㄪᰝを実᪋したࢵイࣟࣃ、りがㄢ㢟となる㤳㒔ᅪのᆅᇦを選定しࡶこࡌ
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　ຊ研究ͷҙٛ͸ɺ*P5 ౳Λ׆༻͠ɺࢀՃͨ͠
͘ͳΔΑ͏ͳίϛϡχςΟͮ͘ΓʹΑΔθϩ࣍༧
๷ͷޮՌධՁͷͨΊͷγεςϜΛத֩ͱ͢Δʮ݈
ϚωδϝϯτϞσڥಈม༰Λଅਐ͢Δࣾձ؀ߦ߁
ϧʯΛ։ൃ͢ΔͨΊͷૅجσʔλղੳΛ͍ߦɺશ
ங͢ߏϞσϧγεςϜΛ͚ͨ޲ʹతͳࣾձ࣮૷ࠃ
Δ͜ͱʹ͋Δɻຊ研究ͷதͰ༻͍ΔߦಈϞχλϦ
ϯάͷͨΊͷ֤छ΢ΣΞϥϒϧσόΠε΍৘ใͷ
ϑΟʔυόοΫ಺༰΍ํ๏ͳͲ৘ใڥ؀Λม͑Δ
͜ͱͰɺࣾձࢀՃͳͲͷߦಈͷมԽ͕ɺͲͷఔ度
த）߁Δ͜ͱɺͦΕʹΑΔ݈͢ূݕΔͷ͔Λ͖ى
ؒ）Ξ΢τΧϜ͕Ͳͷఔ度վળ͢Δͷ͔ͷਪ計͕
ՄೳͱͳΔɻ

Ⅱ. 研究の成果

　ຊ研究͸ɺաڈ 20 年ۙ͘ʹΘͨΓ೔ຊશࠃͷ
Δ͍͖ͯͯ͠ࢪொଜ単位Ͱ࣮ࢢ +"(&4（+BQBO 
(FSPOUPMPHJDBM &WBMVBUJPO 4UVEZɺ೔ຊ࿝年
ֶతධՁ研究）ॎஅίϗʔτͱີۓʹ࿈͠ܞͳ͕
Βͷ࣮ࢪΛ計ըͨ͠ɻ+"(&4 ίϗʔτͰ͸͜Ε
·Ͱɺ෢๛ொ΍ৗࢢ׈ɺদࢢށɺਆࢢށɺ໊ݹ԰
ʹڥ者ຊ人ͱ合Θͤࣾձ؀ྸߴಉ͠ɺڞͳͲͱࢢ
΋ಇ͖͔͚Δ͜ͱͰɺ݈߁ʹ๬·͍ࣾ͠ձࢀՃΛ
૿΍͢஍Ҭհೖͱͦͷհޢ༧๷ޮՌͷධՁ研究ʹ
औΓ૊ΜͰདྷͨɻͦͷҰ෦Ͱ͸΢ΣΞϥϒϧ・σ
όΠε΍ *$ Χʔυ౳Λ༻͍ͨύʔιφϧ・ϔϧ
ε・Ϩίʔυ（̧̥̝）ͷऩूΛࢼΈ͕ͨ͋ݧܦ
ΔɻͦͷதͰɺ*P5 Λ׆༻͢Δ͜ͱͰɺΑΓৄࡉ
ͳߦಈσʔλऩूͱଟ໘తͳධՁ͕ՄೳͰ͋Γɺ
ϏοάσʔλͷߏஙͱͦΕΛ༻͍ͨධՁ研究͕Մ
ೳͱͳΓɺΑΓհޢ༧๷ޮՌͷେ͖ͳݸ人͓Αͼ
Δ研࡞૊ΈΛ࢓ΛධՁબ別Ͱ͖Δࡦ΁ͷհೖڥ؀
究ߏ૝Λண૝͠ݕ౼Λ։ͨ࢝͠ɻຊ研究ͷҙٛ͸ɺ
*P5 ౳Λ׆༻͠ɺࢀՃͨ͘͠ͳΔΑ͏ͳίϛϡχ
ςΟͮ͘ΓʹΑΔθϩ࣍༧๷ͷޮՌධՁͷͨΊͷ
γεςϜΛத֩ͱ͢Δʮ݈ߦ߁ಈม༰Λଅਐ͢Δ
ࣾձڥ؀ϚωδϝϯτϞσϧʯΛ։ൃ͢ΔͨΊͷ
͚޲ʹతͳࣾձ࣮૷ࠃɺશ͍ߦσʔλղੳΛૅج
ͨϞσϧγεςϜΛߏங͢Δ͜ͱʹ͋Δɻຊ研究
ͷதͰ༻͍ΔߦಈϞχλϦϯά΍ߦಈม༰Λଅ͢

֤छ *P5 σόΠε΍新規ٕज़ʹΑͬͯɺ৘ใͷ
ϑΟʔυόοΫ಺༰΍ํ๏ͳͲ৘ใڥ؀Λม͑Δ
͜ͱͰɺීஈด͜͡΋Γ͕ͪͷྸߴ者ΛؚΊͨɺ
஍ҬίϛϡχςΟʔશମͰͷࣾձࢀՃͳͲͷߦಈ
ͷมԽ͕ɺͲͷఔ度͖ىΔͷ͔Λ͢ূݕΔ͜ͱɺ
ͦΕʹΑΔ݈߁Ξ΢τΧϜ͕Ͳͷఔ度վળ͢Δͷ
͔ͷਪ計͕ՄೳͱͳΔΑ͏計ըΛ࡞成͠ɺઍ༿େ
ֶେֶӃҩֶ研究ӃྙཧҕһձͷঝೝΛಘͨɻ
ͷॅ߫ۙࢢઌཱͪɺ౎ʹࢪ年度͸ຊௐࠪͷ࣮ࠓ　
୐஍Ͱڱᯀಓ࿏΍͕ࡔଟ͘ྸߴ者͕ͷӡಈػೳ͕
ଛͳΘΕͨ৔合ɺͦͷఔ度͕গ͠Ͱ͋ͬͯ΋֎ग़
ස度ʹӨ͠ڹ΍͘͢ด͜͡΋Γ͕՝୊ͱͳΔट౎
ɻͨ͠ࢪͷ஍ҬΛબఆ͠ɺύΠϩοτௐࠪΛ࣮ݍ
　͜ͷ஍۠ʹ 2019 年 11 ݄άϦʔϯεϩʔϞϏ
ϦςΟ（7 人৐ΓిಈΧʔτ）1 ୆Λ౤ೖ͠ɺ૸
લߦ 1 िؒͱ૸ߦத（૸ߦ։̏࢝ि໨）1 िؒ
ͷ 2 ܘɺ൒ؒظ 1LN 56�者（Oྸߴͷ஍Ҭॅࡏ）
ͷ֎ग़ঢ়گʹ͍ͭͯɺ(14 ଌఆख๏Ͱఆྔղੳ
ͨ͠ɻ(14（J�HPU6 (5�600）Λ༻͍Ֆཬਅಓ
।ڭतɺ໌ߛ٢ా助ڭͷٕज़ࢧԉΛಘͨɻ

キャリングベルト

このᆅ༊に 2019 ᖺ 11 ᭶ࢢリーンスࣟーࣔࣅリ7）࢕ࢸ ே஌り㟁ື࢝ート）1 ྎを

ᢞධし、㉮⾜๓ 1 㐌間と㉮

⾜中（㉮⾜㛤ጞ㸱㐌┠）1
㐌間の 2 ᮇ間、༙ᚄ 1km
ᅾఫのᆅᇦ高㱋者（n=56）
のእ出≧ἣについて、GPS
測定ᡭ法で定量解析した。

GPS(i-gotU GT-600)を用

いⰼ㔛┿㐨෸ᩍᤵ、ྜྷ ⏣⣫

᫂ຓᩍのᢏ⾡ᨭ᥼を得た。 
Date, Time:᪥時 Latitude:⦋度 Longitude:経度 Altitude:高度（GPS 高度）Speed：

最高㏿度（m/h)Course：度(┤๓のポイ

ン ト よ り ぢ た ໭ か ら 時 計 ᅇ り の

度)Type：-1 は POI のグ㘓Ⅼ、Distance：
┤๓ポイントからの㊥離(m)のࣟࢢ変数

を཰㞟し、᪥時、⦋度、経度、最高㏿度

をศ析に用いた。ࣟࢢデータをᆅ⌮᝟ሗ

シスࢸム（GIS）で解析した。GIS フࢯ

トは ArcGIS Pro 2.4（Esri 、（ンࣃࣕࢪ

QGIS 3.4（࢜ープンࢯースࢯフトウ࢙

ア）、Python 3.6.8（࢜ープンࢯースプࣟ

 。ゝㄒ）を౑用したࢢン࣑ラࢢ
GIS では、対㇟者ࡈとの⾜ື⠊ᅖ㠃✚

を算出した。⾜ື⠊ᅖ㠃✚は、ඛ⾜研究により⾜ື経㊰㠃✚（km2）DPA（Daily Path 
Area）で計算した。GPS 抽出データをᙜヱᕷෆに㝈定し、2ࢢࣟ ᮇ間のኳ候をㄪᩚ

（㝆㞵のない᪥に㝈定）した。 
 

ᑟධ๓ᮇ間の DPA             ᑟධᚋᮇ間の DPA 

 
 

඲サンプルによるศ析 ศ析図中の⅊Ⰽ⥺はྠ୍ே≀であることを♧ࡍ。 
 

 
GPS デバイス 

 
 ベルトࢢリンࣕ࢟
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　%BUF, 5JNF：೔࣌ -BUJUVEF：Ң度 -POHJUVEF：
度ܦ "MUJUVEF：ߴ度（(14 ߴ࠷：度）4QFFEߴ
଎度（N�I
$PVSTF：度 	 ௚લͷϙΠϯτΑΓݟ
ͨ๺͔Β࣌計ճΓͷ度 
5ZQF：�1 ͸ 10* ͷه࿥
఺ɺ%JTUBODF：௚લϙΠϯτ͔Βͷڑ཭ 	N
 ͷ
ϩάม数Λऩू͠ɺ೔࣌ɺҢ度ɺܦ度ɺߴ࠷଎度
Λ෼ੳʹ༻͍ͨɻϩάσʔλΛ஍ཧ৘ใγεςϜ

（(*4）Ͱղੳͨ͠ɻ(*4ιϑτ͸"SD(*4 1SP 2�4
（&TSJ δϟύϯ）ɺ2(*4 3�4（Φʔϓϯιʔει
ϑτ΢ΣΞ）ɺ1ZUIPO 3�6�8（Φʔϓϯιʔεϓ
ϩάϥϛϯάޠݴ）Λ࢖༻ͨ͠ɻ
　(*4 Ͱ͸ɺର৅者͝ͱͷߦಈൣғ໘ੵΛࢉग़
ͨ͠ɻߦಈൣғ໘ੵ͸ɺઌߦ研究ʹΑΓߦಈܦ࿏
໘ੵ（LN2）%1"（%BJMZ 1BUI "SFB）Ͱ計ࢉ
ͨ͠ɻ(14 ϩάநग़σʔλΛ౰֘ࢢ಺ʹݶఆ͠ɺ
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͕໿ 1�4 ഒ͍݁޿ՌͰ͋ͬͨɻ
　ੑͰ૚別Խ͢Δͱɺಋೖதͷஉੑͷߦಈൣғ

（%1"）͕໿ 1�9 ഒ͔ͨͬ޿ɻ

 

このᆅ༊に 2019 ᖺ 11 ᭶ࢢリーンスࣟーࣔࣅリ7）࢕ࢸ ே஌り㟁ື࢝ート）1 ྎを

ᢞධし、㉮⾜๓ 1 㐌間と㉮

⾜中（㉮⾜㛤ጞ㸱㐌┠）1
㐌間の 2 ᮇ間、༙ᚄ 1km
ᅾఫのᆅᇦ高㱋者（n=56）
のእ出≧ἣについて、GPS
測定ᡭ法で定量解析した。

GPS(i-gotU GT-600)を用

いⰼ㔛┿㐨෸ᩍᤵ、ྜྷ ⏣⣫

᫂ຓᩍのᢏ⾡ᨭ᥼を得た。 
Date, Time:᪥時 Latitude:⦋度 Longitude:経度 Altitude:高度（GPS 高度）Speed：

最高㏿度（m/h)Course：度(┤๓のポイ

ン ト よ り ぢ た ໭ か ら 時 計 ᅇ り の

度)Type：-1 は POI のグ㘓Ⅼ、Distance：
┤๓ポイントからの㊥離(m)のࣟࢢ変数

を཰㞟し、᪥時、⦋度、経度、最高㏿度

をศ析に用いた。ࣟࢢデータをᆅ⌮᝟ሗ

シスࢸム（GIS）で解析した。GIS フࢯ

トは ArcGIS Pro 2.4（Esri 、（ンࣃࣕࢪ

QGIS 3.4（࢜ープンࢯースࢯフトウ࢙

ア）、Python 3.6.8（࢜ープンࢯースプࣟ

 。ゝㄒ）を౑用したࢢン࣑ラࢢ
GIS では、対㇟者ࡈとの⾜ື⠊ᅖ㠃✚

を算出した。⾜ື⠊ᅖ㠃✚は、ඛ⾜研究により⾜ື経㊰㠃✚（km2）DPA（Daily Path 
Area）で計算した。GPS 抽出データをᙜヱᕷෆに㝈定し、2ࢢࣟ ᮇ間のኳ候をㄪᩚ

（㝆㞵のない᪥に㝈定）した。 
 

ᑟධ๓ᮇ間の DPA             ᑟධᚋᮇ間の DPA 

 
 

඲サンプルによるศ析 ศ析図中の⅊Ⰽ⥺はྠ୍ே≀であることを♧ࡍ。 
 

 
GPS デバイス 

 
 ベルトࢢリンࣕ࢟

導入前期間の DPA
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඲サンプルによるศ析 ศ析図中の⅊Ⰽ⥺はྠ୍ே≀であることを♧ࡍ。 
 

 
GPS デバイス 

 
 ベルトࢢリンࣕ࢟

導入後期間の DPA

 
p=0.008 

඲サンプルのศ析で、ᑟධ中の⾜ື⠊ᅖ（DPA）が⣙ 1.4 ಸᗈい結果であった。 

性でᒙ別໬すると、ᑟධ中の⏨性の⾜ື⠊ᅖ（DPA）が⣙ 1.9 ಸᗈかった。 

 
p=0.043   p=0.088 

ᖺ௦によるᒙ別ศ析では、๓ᮇ高㱋者の⾜ື⠊ᅖ（DPA）が⣙ 1.9 ಸᗈがった。 

 

 
p=0.006   not significant. 

ᒃఫᆅᇦ࿘㎶のഴᩳによるᒙูศ析では、⮬Ꮿ࿘㎶ ��Pのഴᩳが ��௨ୖと⮬Ꮿ࿘ᅖ

にᆏがある㧗齢⪅の⾜動⠊ᅖ（DPA）が⣙ 2.0 ಸᗈがࡗた。 

p=0.008
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p=0.006   not significant. 

ᒃఫᆅᇦ࿘㎶のഴᩳによるᒙูศ析では、⮬Ꮿ࿘㎶ ��Pのഴᩳが ��௨ୖと⮬Ꮿ࿘ᅖ

にᆏがある㧗齢⪅の⾜動⠊ᅖ（DPA）が⣙ 2.0ಸᗈがࡗた。 

p=0.043 p=0.088
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　年୅ʹΑΔ૚別෼ੳͰ͸ɺલྸߴظ者ͷߦಈൣ
ғ（%1"）͕໿ 1�9 ഒ͕ͨͬ޿ɻ

 

⿟ॅډ஍Ҭपลͷࣼ܏ʹΑΔ૚別෼ੳͰ͸ɺࣗ୐
पล 50N ͷ͕ࣼ܏ 8� Ҏ্ͱࣗ୐पғʹ͕͋ࡔ
Δྸߴ者ͷߦಈൣғ（%1"）͕ ໿ 2�0 ഒ͕ͨͬ޿ɻ

　ຊௐࠪͰɺ ด͜͡΋Γ͕ͪͷ஍Ҭྸߴ者΋ؚ
Ίɺಛʹஉੑͷલྸߴظ者Ͱࣗ୐पғʹ͕͋ࡔΔ
者΄ͲຊհೖʹΑΔ֎ग़ߦಈͱൣғͷ͕޿Γʹޮ
Ռ͕͋ΔՄೳੑ͕ࣔࠦ͞Εͨɻӡߦϧʔτ·Ͱͷ
ͳΔͳ͘޿ಈൣғ͕ΑΓߦ཭͕ԕ͍ର৅者Ͱڑ
Ͳɺ஌人ͷݺͼ͔͚ʹΑΔ֎ग़ߦಈଅਐͱ͍ͬͨ
ؒ઀తͳޮՌʹΑΔൣ޿ͳߦಈ͕஍Ҭશମʹର͢
ΔજࡏҙࣝԼͷ݈߁ਪਐߦಈͱͯ͋͠ΒΘΕͨՄ
ೳੑ͕ࣔࠦ͞Ε͢ূݕʹߋΔɻ
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ᒃఫᆅᇦ࿘㎶のഴᩳによるᒙูศ析では、⮬Ꮿ࿘㎶ ��Pのഴᩳが ��௨ୖと⮬Ꮿ࿘ᅖ

にᆏがある㧗齢⪅の⾜動⠊ᅖ（DPA）が⣙ 2.0ಸᗈがࡗた。 
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  not significant.  p=0.005 

本ㄪᰝで、㛢ࡌこࡶりがࡕのᆅᇦ高㱋者ྵࡶめ、特に⏨性の๓ᮇ高㱋者で⮬Ꮿ周ᅖ

にᆏがある者࡝࡯本௓ධによるእ出⾜ືと⠊ᅖのᗈがりにຠ果がある可能性が示唆

された。㐠⾜ルートまでの㊥離が㐲い対㇟者で⾜ື⠊ᅖがよりᗈくなるな࡝、▱ேの

࿧びかけによるእ出⾜ືಁ㐍といった間᥋的なຠ果によるᗈ⠊な⾜ືがᆅᇦ඲体に

対する₯ᅾព㆑下の健ᗣ᥎㐍⾜ືとしてあらࢃれた可能性が示唆され᭦に検ドする。 

not significant.

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  not significant.  p=0.005 
本ㄪᰝで、㛢ࡌこࡶりがࡕのᆅᇦ高㱋者ྵࡶめ、特に⏨性の๓ᮇ高㱋者で⮬Ꮿ周ᅖ

にᆏがある者࡝࡯本௓ධによるእ出⾜ືと⠊ᅖのᗈがりにຠ果がある可能性が示唆

された。㐠⾜ルートまでの㊥離が㐲い対㇟者で⾜ື⠊ᅖがよりᗈくなるな࡝、▱ேの

࿧びかけによるእ出⾜ືಁ㐍といった間᥋的なຠ果によるᗈ⠊な⾜ືがᆅᇦ඲体に

対する₯ᅾព㆑下の健ᗣ᥎㐍⾜ືとしてあらࢃれた可能性が示唆され᭦に検ドする。 

グリスロ実証実験中の行動範囲の広がり

p=0.005
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Ⅰ. 研究活動の概要
　ʠগࢠԽʹΑΔಇ͖खෆ଍ʡ΍ʠఆ年ޙͷ継続
઎ʹޱΑΓɺ࿑ಇྗ人ʹڹͷਪਐʡͳͲͷӨ༺ޏ
ΊΔྸߴ者ͷׂ合͸ɺ平成 2 年͔Β平成 28 年ʹ
͔͚ͯ 5�6� ͔Β 11�8� ·Ͱ૿Ճͨ͠（಺ֳ෎ , 
平成 29 年൛ࣾྸߴձനॻ）ɻ ·ͨɺఆ年ୀ৬ʹ
Ίɺੜ֔ٻ΋ɺಇ͘͜ͱʹʠੜ͖͕͍ʡΛͯͬࢸ
Δɻ͋͜ʹ޲܏γχΞ͸૿Ճ͢ࢤ໾Λݱ ͷΑ͏ʹɺ
ԉ͢Δ୅දతͳஂମࢧΛۀಈతͳγχΞ૚ͷब׆
ͷҰͭʹγϧόʔ人ࡐηϯλʔ͕͋Δɻγϧόʔ
人ࡐηϯλʔ͸ɺߴ年ྸ者౳ޏ༻҆ఆ๏ʹఆΊΒ
Εͨެӹ๏人Ͱ͋Γɺ੥ෛ・ҕ೚・೿ݣͱ͍͏ܗ
ࣜͰɺྟ࣌త͔ͭ؆қͳۀ຿Λ୲͍ͬͯΔɻશࠃ
ͷγϧόʔ人ࡐηϯλʔͷձһ͸ɺ平成元年͔Β
平成 29 年ʹ͔͚ͯ 20�3 ສ人͔Β 71�3 ສ人·Ͱ
૿Ճ͓ͯ͠Γ（શࠃγϧόʔ人ࡐηϯλʔڠۀࣄ
ձ , 平成 29 年度શࠃ౷計）ɺզ͕ࠃͷϓϩμΫ
ςΟϒΤΠδϯά（γχΞੈ୅ͷ࢒ଘೳྗΛࣾձ
ΔऔΓ૊Έ）ͷਪਐΛ͢༺׆ʹతۃͱͯ͠ੵݯࢿ
୲͏େ͖ͳݪಈྗͱͯ͠ظ଴͞Ε͍ͯΔɻ
　͜ͷΑ͏ʹγχΞੈ୅ͷޏ༻΍ब͕ۀਪਐ͞Ε
Δ൓໘ɺྸߴब࿑者ʹΑΔ࿑ಇݦ͕֐ࡂஶʹ૿Ճ
͓ͯ͠Γɺਂࠁͳࣾձ໰୊ͱͳ͍ͬͯΔɻ平成
11 年͔Β 29 年ʹ͔͚ͯɺશੈ୅ʹ͓͚Δࢮই
˞）֐ࡂ 4 ೔Ҏ্ͷۀٳΛཁ͢Δ࿑ಇ֐ࡂ）ͷ
ൃੜ݅数͸ݮগ͍ͯ͠Δͷʹର͠ɺੈྸߴ୅ͷൃ
ੜ݅数͸໿ 2 ສ͔݅Β 3 ສ݅ʹ૿Ճ͍ͯ͠Δ͜
ͱʹՃ͑ɺશੈ୅ʹ઎ΊΔੈྸߴ୅ͷࢮই֐ࡂͷ

ׂ合΋ 15� ͔Β 25� ΁ͱ૿Ճ͍ͯ͠Δ（ްੜ
࿑ಇল , 平成 11・29 年度࿑ಇ֐ࡂ౷計）ɻྸߴ
ब࿑者ͷ࿑ಇ֐ࡂ͸ɺస౗ɺ͸͞·Εɺ੾Ε͜͢Εɺ
ܹಥɺඈདྷ෺ͱͷিಥ౳ʹྨܕԽ͞ΕΔɻதͰ΋
స౗͸ɺࢮই֐ࡂͷ 40 ʙ 50� Λ઎Ί͍ͯΔ（ް
ੜ࿑ಇল , 平成 25・26 年度࿑ಇݪ֐ࡂҼཁૉͷ
෼ੳ）ɻ·ͨɺγϧόʔ人ࡐηϯλʔʹ͓͍ͯ΋ɺ
平成 30 年度ʹই֐อ͕ݥద༻ͱͳͬͨస౗・స
མނࣄ͸શࠃͰ 2126 ݅ൃੜ͓ͯ͠Γɺશނࣄͷ
45�7� Λ઎Ί͍ͯͨ͜ͱ͔Βɺྸߴब࿑者ͷస
౗ϦεΫධՁΛ౿·͑ͨ࿑ಇ҆શධՁ͸ۓ٤ͷ՝
୊Ͱ͋Δɻ
　͜Ε·Ͱͷస౗֐ࡂରࡦ͸ɺݥةՕॴͷදࣔʹ
ΑΔʠ͑ݟΔԽʡ΍ɺর໌΍׈ΓࢭΊͷઃஔɺ࡞
ࡦରڥ௨࿏ʹ͓͚ΔஈࠩͷղফͳͲɺ৬৔ͷ؀ۀ
͕த৺Ͱ͋ͬͨɻ͔͠͠ɺظྸߴͷస౗֐ࡂ͸ɺ
ೳͷػ֮ײ΍ௌྗͳͲྗࢹཁҼ͚ͩͰͳ͘ɺڥ؀
௿Լɺྗے΍όϥϯεͳͲӡಈػೳͷ௿Լɺ஫ҙ
ྗ΍هԱྗͳͲೝ஌ػೳͷ௿Լɺ෰ༀ数・࣬ױ数
ͷ૿ՃͳͲɺݸ人͕΋ͭཁҼͷӨڹΛ͚͏͘ڧΔ
Α͏ʹͳΔɻͭ·Γɺྸߴब࿑者ͷస౗֐ࡂΛ๷
Δ͚ͩͰ͢ݮϦεΫΛ௿ڥΔʹ͸ɺ৬৔ͷ؀͢ࢭ
͸ෆे෼Ͱ͋Γɺݸ人͕΋ͭస౗ϦεΫΛแׅత
ʹධՁ͠ɺຊ人ʹʠ؍٬తͳ͖ͮؾʡΛ༩͑Δ͜
ͱ͕ॏཁͰ͋Δɻ͜Ε·Ͱʹ༷ʑͳస౗ϦεΫࢦ
ඪ͕։ൃ͞Ε͍ͯΔ΋ͷͷɺͦΕΒ͸શͯҩࢣ΍
ίϝσΟΧϧ͕පӃ΍հࢪޢઃ౳ͷݱ৔Ͱ࢖༻͢
Δ͜ͱΛ૝ఆͯ͠։ൃ͞ΕͨࢦඪͰ͋Δɻྸߴ者

高齢者の就労現場で簡便に評価可能な
労働安全指標の開発に関する研究

౦ژ౎݈߁௕णҩྍηϯλʔ研究ॴ
ཱࣗଅਐͱਫ਼ਆอ݈研究νʔϜ　研究һ

大須賀　洋祐 研究期間　令和元年度ʙ令和3年度（3年計ը1年໨）
助成金（実績総額）　888,403円
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ͷ৬৔Ͱ͸ɺ1）࿑ಇ҆શͷࢹ఺ʹͮ͘جධՁ߲
໨͕ඞཁͱ͞ΕΔ఺ɺ2）ۀ࢈ҩ・อ݈ࢣ౳ͷઐ
໳৬ͷϚϯύϫʔ͸ݶΒΕ͍ͯΔͨΊɺྸߴब࿑
者͕ओମͱͳΓ࿑ಇͷੑݥةΛ೺Ѳ͢Δ఺ʹ഑ྀ
͢Δඞཁ͕͋Δ͕ɺྸߴ者ͷब࿑ݱ৔Ͱ؆ศʹධ
ՁͰ͖Δ࿑ಇ҆શࢦඪ͸ݟ౰ͨΒͳ͍ɻ
　ຊ研究͸ɺʠ҆શʹ௕͘ಇ͚Δؒظ（ब࿑ण໋）
ͷԆ৳ʡʹ͚޲ɺྸߴ者ͷब࿑ݱ৔Ͱ؆ศʹධՁ
Մೳͳ࿑ಇ҆શࢦඪΛ新ͨʹ։ൃ͢΂͘ɺ3 ͔年
計ը（ද 1）ͷԼɺͦͷ৴པੑ΍༧ଌଥ౰ੑΛݕ
ূ͢Δ͜ͱ໨తʹ研究׆ಈΛ࣮͍ͯ͠ࢪΔɻ

　ຊใࠂॻͰ͸ɺ1 年໨ͷ研究׆ಈʹ͍ͭͯ֓આ
͢Δ（ද 2）ɻྸߴब࿑者͕ओମͱͳΓɺ࿑ಇͷ
҆શੑΛධՁͰ͖Δ࢓૊ΈΛৢ成͢ΔͨΊʹɺ研
究׆ಈ 1 年໨͸γϧόʔ人ࡐηϯλʔͷձһΛ
ର৅ʹ࿑ಇ҆શௐࠪһͷཆ成ۀࣄΛ࣮ͨ͠ࢪɻଌ
ఆ߲໨ʹؔ͢Δे෼ͳ஌ࣝΛٵऩ͠ଌఆٕज़Λश
ಘͰ͖ΔΑ͏ʹཆ成ςΩετΛ࡞成ͨ͠ɻ·ͨɺ
؆қͳֶՊ・࣮ٕݧࢼͷػձΛઃ͚ɺҰఆਫ४Λ
ຬͨ͢ௐࠪһʹೝఆূΛ෇༩ͨ͠ɻ研究՝୊ᶄͰ
ऩू͢Δσʔλ͸ɺೝఆূΛ෇༩͞Εͨ࿑ಇ҆શ
ௐࠪһ͕୲౰͢Δ༧ఆͰ͋Δɻ

㸵㸣を༨めていたことから、高㱋ᑵປ者の㌿ಽリスク評価を㋃ま࠼たປാᏳ඲評価は

ႚ⥭のㄢ㢟である。 

これまでの㌿ಽ⅏ᐖ対⟇は、༴㝤⟠ᡤの表示による͆ぢ࠼る໬͇ࡸ、↷᫂ࡸ⁥りṆ

めのタ⨨、作ᴗ㏻㊰におけるẁ差の解ᾘな࡝、⫋ሙの⎔ቃ対⟇が中ᚰであった。しか

し、高㱋ᮇの㌿ಽ⅏ᐖは、⎔ቃせᅉࡔけでなく、どຊࡸ⫈ຊな࡝ឤぬ機能のప下、筋

ຊࡸバランスな࡝㐠ື機能のప下、ὀពຊࡸグ᠈ຊな࡝認▱機能のప下、᭹⸆数・疾

患数のቑຍな࡝、個ேがࡶつせᅉの影㡪をᙉくうけるようになる。つまり、高㱋ᑵປ

者の㌿ಽ⅏ᐖを㜵Ṇするには、⫋ሙの⎔ቃリスクをపῶするࡔけでは୙༑ศであり、

個ேがࡶつ㌿ಽリスクをໟᣓ的に評価し、本ேに͆ᐈほ的なẼ࡙き͇を୚࠼ることが

㔜せである。これまでにᵝࠎな㌿ಽリスクᣦᶆが㛤発されているࡶのの、それらは඲

て་ᖌࡸコメデ࢝࢕ルが⑓㝔ࡸ௓ㆤ᪋タ等の現ሙで౑用することを想定して㛤発さ

れたᣦᶆである。高㱋者の⫋ሙでは、㸯）ປാᏳ඲のどⅬにᇶ࡙く評価㡯┠がᚲせと

されるⅬ、㸰）⏘ᴗ་・ಖ健ᖌ等のᑓ㛛⫋のマン࣡ࣃーは㝈られているため、高㱋ᑵ

ປ者が୺体となりປാの༴㝤性をᢕᥱするⅬに㓄៖するᚲせがあるが、高㱋者のᑵປ

現ሙで⡆౽に評価できるປാᏳ඲ᣦᶆはぢᙜたらない。 

本研究は、͆ Ᏻ඲に㛗くാけるᮇ間（ᑵປᑑ࿨）のᘏఙ͇にྥけ、高㱋者のᑵປ現

ሙで⡆౽に評価可能なປാᏳ඲ᣦᶆを᪂たに㛤発す࡭く、㸱かᖺ計画（表㸯）の下、

そのಙ㢗性ࡸ予測ጇᙜ性を検ドすること┠的に研究άືを実᪋している。 

⾲１㻚 ◊✲άືの䠏䛛ᖺィ⏬ 

 
 

本ሗ࿌᭩では、㸯ᖺ┠の研究άືについてᴫㄝする（表㸰）。高㱋ᑵປ者が୺体と

なり、ປാのᏳ඲性を評価できる௙⤌ࡳを㔊成するために、研究άື㸯ᖺ┠はシルバ

ーேᮦࢭンターの఍ဨを対㇟にປാᏳ඲ㄪᰝဨの㣴成஦ᴗを実᪋した。測定㡯┠に関 

⾲䠎㻚 ◊✲άື１ᖺ┠のᴫせ 

表 1　研究活動の３か年計画

 
する༑ศな▱㆑を྾཰し測定ᢏ⾡を習得できるように㣴成࢟ࢸストを作成した。また、

⡆᫆な学⛉・実ᢏヨ験の機఍をタけ、一定Ỉ‽を‶たすㄪᰝဨに認定ドを௜୚した。

研究ㄢ㢟ղで཰㞟するデータは、認定ドを௜୚されたປാᏳ඲ㄪᰝဨがᢸᙜする予定

である。 

研究㠃においては、ᮾி㒔健ᗣ㛗ᑑ་⒪ࢭンター研究ᡤ೔ᑂᰝ⌮ဨ఍のᢎ認をཷけ、

研究άືを㛤ጞした。研究ㄢ㢟ձのಙ㢗性の検ドは、ᇸ⋢┴ୖᑿᕷシルバーேᮦࢭン

ターの༠ຊを得て、㸱㸮ྡの高㱋ᑵປ者を対㇟に同一のປാᏳ඲ㄪᰝဨが 1か᭶の測

定間㝸（௧࿴㸰ᖺ㸰᭶㸯㸷᪥と㸱᭶㸯㸶᪥）をタけて㸰ᅇ測定し、検者ෆಙ㢗性に関

するデータを཰㞟した。௒ᚋ、測定値の一㈏性ࡸバラ࢟ࢶを⣭ෆ┦関係数から評価す

る予定である。 

研究ㄢ㢟ղの予測ጇᙜ性に関する研究άືは、௧࿴㸰ᖺ度から本᱁的に㛤ጞする予

定であり、ᇸ⋢┴ෆシルバーேᮦࢭンターの఍ဨ㸯㸮㸮㸮ྡの༠ຊを得て、データを

཰㞟する予定である。㸰㸮㸰㸮ᖺ㸰᭶㸲᪥に、ᇸ⋢┴シルバーேᮦࢭンター連合の༠

ຊを得て実᪋された各ᨭ部஦ົᒁ㛗఍㆟において、本ㄪᰝの୺᪨をㄝ᫂し、ㄪᰝの༠

ຊを得られるようお㢪いした。その結果、㸯㸶ࢭンター（ୖᑿᕷ、ຍ㡲ᕷ、⊃ᒣᕷ、

ධ間ᮾ部、᪂ᗙᕷ、さいたまᕷ、ᱩᕝẶ、ஂ႐ᕷ、⇃㇂ᕷ、ᡤἑᕷ、ᕝ㉺ᕷ、⛛∗ᕷ、

ᮅ㟘ᆅ༊、㭯ࣨᓥᕷ、ᮾᯇᒣᕷ、ඵ₻ᕷ、໭本ᕷ、本ᗉᕷ）からㄪᰝのෆㅙを得た。

これにより、現ẁ㝵では㸯㸮㸮㸮ྡ௨ୖの対㇟者が㞟まるとぢ㎸ࢇでいる。௧࿴ඖᖺ

度に計画を๓ಽして、ᇸ⋢┴ຍ㡲ᕷシルバーேᮦࢭンターの఍ဨ５㸮ྡを対㇟に、予

備的なデータを཰㞟する予定であったが、᪂ᆺコࣟࢼウイルスの影㡪でㄪᰝは中Ṇと

なった。௧࿴㸰ᖺ度は、᪂ᆺコࣟࢼウイルスのᵝᏊをぢながら予測ጇᙜ性に関するㄪ

ᰝを㡰次㛤ጞする予定である。 

 

 

５．研究の成果 

ປാᏳ඲ㄪᰝဨの㣴成では、㸯㸲㸲ྡに認定ドが௜୚された。これにより、௧࿴㸰

ᖺ度の኱つᶍㄪᰝを実᪋するୖでᚲせなே的㈨※は、ᩚ備されたと⪃࠼られる。㣴成

ㅮᗙにおいては、高㱋ᑵປ現ሙにおける㌿ಽ⅏ᐖ対⟇の⪃࠼᪉ࡸ、㌿ಽリスクの評価

表 2　研究活動１年目の概要



��

研究実੷報ࠂ集

　研究໘ʹ͓͍ͯ͸ɺ౦ژ౎݈߁௕णҩྍηϯ
λʔ研究ॴྙ৹ࠪཧһձͷঝೝΛड͚ɺ研究׆ಈ
Λ։ͨ࢝͠ɻ研究՝୊ᶃͷ৴པੑͷূݕ͸ɺ࡛
Λಘͯɺྗڠηϯλʔͷࡐγϧόʔ人ࢢඌ্ݝۄ
30 ໊ͷྸߴब࿑者Λର৅ʹಉҰͷ࿑ಇ҆શௐࠪ
һ͕ 1 ͔݄ͷଌఆִؒ（令和 2 年 2 ݄ 19 ೔ͱ 3
݄ 18 ೔）Λઃ͚ͯ 2 ճଌఆ͠ɺݕ者಺৴པੑʹ
ؔ͢ΔσʔλΛऩूͨ͠ɻޙࠓɺଌఆ஋ͷҰ؏ੑ
΍όϥπΩΛڃ಺૬ؔ܎数͔ΒධՁ͢Δ༧ఆͰ͋
Δɻ
　研究՝୊ᶄͷ༧ଌଥ౰ੑʹؔ͢Δ研究׆ಈ
͸ɺ令和 2 年度͔Βຊ֨తʹ։࢝͢Δ༧ఆͰ͋
Γɺ࡛ݝۄ಺γϧόʔ人ࡐηϯλʔͷձһ 1000
໊ͷྗڠΛಘͯɺσʔλΛऩू͢Δ༧ఆͰ͋Δɻ
2020 年 2 ݄ 4 ೔ʹɺ࡛ݝۄγϧόʔ人ࡐηϯ
λʔ࿈合ͷྗڠΛಘ࣮ͯ͞ࢪΕ֤ͨࢧ෦ࣄ຿ہ௕
ձٞʹ͓͍ͯɺຊௐࠪͷओࢫΛઆ໌͠ɺௐࠪͷڠ
ྗΛಘΒΕΔΑ͏͓͍ͨ͠ئɻͦͷ݁Ռɺ18 η
ϯλʔ（্ඌࢢɺՃਢࢢɺࢢࢁڱɺೖؒ౦෦ɺ新
ɺॴࢢ୩۽ɺࢢتٱɺࢯɺԳ઒ࢢ·ɺ͍ͨ͞ࢢ࠲
୔ࢢɺ઒ӽࢢɺட෕ࢢɺேբ஍۠ɺ௽ϲౡࢢɺ౦
দࢢࢁɺീைࢢɺ๺ຊࢢɺຊঙࢢ）͔Βௐࠪͷ಺
୚Λಘͨɻ͜ΕʹΑΓɺݱஈ֊Ͱ͸ 1000 ໊Ҏ্
ͷର৅者͕ू·ΔͱࠐݟΜͰ͍Δɻ令和元年度ʹ
計ըΛલ౗ͯ͠ɺ࡛ݝۄՃਢࢢγϧόʔ人ࡐηϯ

λʔͷձһ 50 ໊Λର৅ʹɺ༧උతͳσʔλΛऩ
ू͢Δ༧ఆͰ͕͋ͬͨɺ新ܕίϩφ΢ΠϧεͷӨ
ͱͳͬͨɻ令和ࢭͰௐࠪ͸தڹ 2 年度͸ɺ新ܕ
ίϩφ΢Πϧεͷ༷ࢠΛݟͳ͕Β༧ଌଥ౰ੑʹؔ
͢ΔௐࠪΛॱ࣍։࢝͢Δ༧ఆͰ͋Δɻ

Ⅱ . 研究の成果

　࿑ಇ҆શௐࠪһͷཆ成Ͱ͸ɺ144 ໊ʹೝఆূ
͕෇༩͞Εͨɻ͜ΕʹΑΓɺ令和 2 年度ͷେ規
໛ௐࠪΛ࣮͢ࢪΔ্Ͱඞཁͳ人తݯࢿ͸ɺ੔උ͞
Εͨͱ͑ߟΒΕΔɻཆ成࠲ߨʹ͓͍ͯ͸ɺྸߴब
࿑ݱ৔ʹ͓͚Δస౗֐ࡂରࡦͷํ͑ߟ΍ɺస౗Ϧ
εΫͷධՁํ๏͕ৄࡉʹઆ໌͞ΕͨςΩετ（ࣸ
ਅ 1）Λ࡞成͠ɺཆ成࠲ߨͷࢀՃ者ʹ഑෍ͨ͠ɻ
　研究׆ಈ 1 年໨͸େ規໛ௐࠪͷ४උؒظͰ͋ͬ
ͨͨΊɺ৴པੑ΍༧ଌଥ౰ੑʹؔ͢Δ෼ੳ݁Ռ͸ɺ
令和 2 年度Ҏ߱ʹ։ࣔ͢Δ༧ఆͰ͋Δɻ

ँࣙ
　ຊ研究͸ެӹஂࡒ๏人௕णՊֶৼஂࡒڵͷ助成
Λड͚࣮͞ࢪΕ·ͨ͠ɻ·ͨɺ࡛ݝۄγϧόʔ人
ͷྗڠ෦๏人ͷ͝ࢧηϯλʔ࿈合ձ・͓Αͼ֤ࡐ
Լɺ研究͕࣮͞ࢪΕ·ͨ͠ɻؔ܎者ͷօ༷ʹް͘
͓ྱਃ্͛͠·͢ɻ

᪉法が詳細にㄝ᫂された࢟ࢸスト（෗┿㸯）を作成し、㣴成ㅮᗙのཧຍ者に㓄ᕸした。 

෗┿１㻚  ᐃဨ㣴ᡂ䝔䜻䝇䝖 

 
研究άື㸯ᖺ┠は኱つᶍㄪᰝの‽備ᮇ間であったため、ಙ㢗性ࡸ予測ጇᙜ性に関す

るศ析結果は、௧࿴㸰ᖺ度௨㝆に㛤示する予定である。 

 

 

㸴．ㅰ㎡ 

本研究はබ┈㈈ᅋ法ே㛗ᑑ⛉学᣺⯆㈈ᅋのຓ成をཷけ実᪋されました。また、ᇸ⋢┴

シルバーேᮦࢭンター連合఍・および各ᨭ部法ேのࡈ༠ຊの下、研究が実᪋されまし

た。関係者のⓙᵝにཌくお♩⏦しୖࡆます。 

 
 

写真１　測定員養成テキスト
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